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序
本報告書は、 中央自動車道建設に先立ち 、 山梨県東山梨郡勝沼町から束八代郡一宮町に

かけて発掘調査された釈迦堂遺跡群のうち 、 一宮町塚越北A地区 、 塚越北B地区 、 勝沼町
釈迦堂地区について、 調査の結果をまとめたものてあります。

山梨県内に お ける中央自動車道建設に伴う事前発掘は 、 1966年度の富士吉田線大月市宮
谷遺跡に始まり 、 1980• 81両年度の西宮線釈迦堂遺跡群の発掘をもって完了し 、 1982年11
月には中央自動車道西宮線が全線にわたって開通いたしました。

釈迦堂遺跡群は前記事前発掘の悼尾を飾るにふさわしい大遺跡群て、 発掘調査の対象と
なったのは 、 京戸川扇状地上に展開される34か所の遺跡のうち 、 5か所 、 約2万m•に達す
る広大な地域てあります。 遺構や遺物は極めて豊富て 、 年代的にも先土器時代から縄文時
代の早期～晩期の各時代、 古墳時代 、 さらに平安時代に及びますが 、 質量ともに卓越する
のは縄文時代てあります。 多数の住居址が発見され 、 お びただしい数の土器や石器が出土
いたしましたが 、 特に中期の環状集落の遺構が検出されたことや、 一千体を越える土偶が
発見されたことなどて注目を受けました。

釈迦堂遺跡群は、 発掘調査に参加した方々が延べ2万人以上にも及んだという大規模な
遺跡てあり 、 そのため発掘の当初から学界はもとより、 広く一般の方々の関心を引き 、 埋
蔵文化財に対する県民の認識はこれを契機に飛躍的に高まり 、 県もまた考古博物館の早期
建設を実現して県民の要望に応えました。 館が開館 1周年を記念して

“
土偶展，， を開催し

たほか 、 調査の結果は部分的にいろいろな方法て公開せられておりますが 、 公式の調査報
告書の早期刊行が、 県内外の研究者から強く要望せられて参りました。 当埋蔵文化財セン
タ ーに お いて鋭意整理を加えました結果 、 このたび全3冊中の第 1分冊として 、 前記 3地
区の調査の成果が公刊の運びとなった次第てあります。

3地区中 、 遺構 ・遺物の最も多いのは、 一宮町千米寺字塚越北、 京戸川扇状地の扇央部
に位置する塚越北A地区てあります。 調査の結果、 先土器時代の包含層、 縄文時代早期末
～前期初頭の住居址と土絋、 前期後半の住居址と土絋、 中期中葉の住居址と土砿 、 後期初
頭の敷石遺構 、 さらに古墳時代の古墳 1基等が検出され、 これらからは大量の石器•土器・
土偶等が出土いたしました。 例えば 、 先土器時代の包含層からは、 ナイフ形石器15点をは
じめ槍先形尖頭器 ・ 掻器 • 石錐、 それに剥片多数と石核とを出土し 、 県の先土器文化の研
究に貴重な 1ペ ー ジを加えることがてきました。 また縄文時代ては、 各期について慎重に
土器の編年を試み、 生活の状況、 集落の形態や変遷など、 重要な事実の解明に努めました。

次に塚越北B地区は 、 A地区と谷を隔てた台地上に位置し、 縄文時代早期の住居址、 中
期の住居址と土砿 、 後期の住居址等が検出され、 また釈迦堂地区ては 、 鉄製人形を用いた
祭祀遺構と推定される土絋1甚が発見されました。

本報告書の刊行によって 、 縄文時代を中心とする釈迦堂遺跡群の重要な部分が 、 はじめ
て詳細かつ組織的に解明され 、 学界に貴重な資料を提供することがてきました。 引続き刊
行を予定して お ります三口神平地区と野呂原地区の報告書と相まって、 この大遺跡群の全
容が明らかになる日もこさく近い将米となりました。 本報告害がより多くの方々にご利用い
ただけますよう念じてやみません。

本報告書が刊行されるまてには、 実に多くの方々の お 世話になりました。 直接発掘作業
に参加せられた方々をはじめとして、 大量の出土品を短期間に迅速かつ精確に整理せられ
た方々 、 専門の事項について種々ご教示、 ご指導を賜わったり、 玉稿を お 寄せいただいた
方々など、 ご参加 • こ寸 協力を賜わった方々は万をもって数えるの多数に及びました。 また
関係各機関や地元地区の方々からは、 終始多大のご援助・ご協力を賜わり、 特に一宮町か
らは施設のこゞ 提供を受け 、 整理作業を円滑に推進することがてきました。

末筆ながら 、 お 世話になった方々に、 改めて深甚の謝意を表します。

198 6年 3月
山梨県埋蔵文化財センタ ー

所長 砥幾 貝 正 義



例 言

1 . 遺跡の呼称は、 釈迦堂遺跡群とするのがよいが、 一 般に釈迦堂遺跡とも釈迦堂とも呼びならわさ
れているので、 煩雑さを避け、 釈迦堂とした。

2. 本書は山梨県東八代郡一 宮町と東山梨郡勝沼町に所在する釈迦堂遺跡群のうち、 一 宮町塚越北

A地区、 塚越北B地区、 勝沼町釈迦堂地区の報告書である。

3. 調査は日本道路公団第二建設局から、 山梨県教育委員会が委託を受け、 1980年 2 月 8 日から19

81年11月15日まで実施したものである。

4 . 発掘調査は田代 孝、 小野正文が担当し、 調査員として、 一 宮町教育委員会の猪股喜彦、 勝沼

町教育委員会の室伏 徹が加わった。 また出土品の整理、 報告書の作成は小野が担当した。

5 . 調査区域は中央自動車道のセンク ー 杭のうち 2点を延長して、 南側をS区、 北側をN区として、

それぞれ100mごとに 1-v 区まで設定した。

6. 調査区の名称は、 S-1区が東八代郡一 宮町塚越北A地区、 s-n 区が同郡塚越北B地区、

-Il区が東山梨郡勝沼町釈迦堂地区、 s-i 、 s-w 、 N- IH、 N-W区が勝沼町三口神平地

区、 s-v 区が一 宮町野呂原地区となる。 野呂原地区は 一 宮町の飛地である。

7 . 本書の遺構写真は田代 孝、 小野正文が、 遺物写真は佐野博基、 小野が担当した。

8. 本書の展開写真は小川忠博氏によるものである。

9 . 本書土器実測図の一 部は写真実測を中央航業株式会社に委託した。

10. 本書の執筆は、 N-ll区第 3節を田代

第2章と第9章第1節を保坂康夫が担当し、 他を小野正文が担当した。 付編は、 渡辺誠先生、

S-1区第 1 章第 1節と第9章第7節、 孝、 S-1区

小池裕子先生、 金山喜昭氏にそれぞれお願いした。

11. 調査にあたっては、 日本道路公団をはじめ、 一 宮町、 勝沼町等の関係機関から、 多大の援助が

あった。 また整理作業においては一 宮町より施設の提供を受けた。 合せて感謝申しあげる。

12. 発掘調査から本書の作成に至るまで、 実に100余名の方々から、 多大の御教示、 御指導を賜わ

った。 本来なら御芳名を記し、 謝意を表すぺきであるが、 別の方法をとりたい。

13. 発掘調査にあたって、 地元の千米寺地区、 石地区、 藤井地区の御協力を得た。 また発掘作業員

として、 上記地区をはじめとする多数の方々の御協力があった。 御芳名を記すべきであるが、

延べ2万人以上という人名のため、 やむなく断念した。



凡 例

1. 本書の図面は、 住居址が S-1 区で(1 : 80) 、 S ー Il 区で(1 : 60) 土拡が(1 : 40) 

である。

2. 士器の実測図は(1 : 6)、 拓本は(1 : 3)を原則としてあるが、 例外のものは、 それ

ぞれ図に縮尺を示した。

3. 方位は特に図示していないものはすべて上が北である。

4. 土器の実測図は従来の方法を用い、 士器の拓影図と鉄製人形を第1角法とし、 その他実測

図は原則として、 第3角法を用いた。

5. 土器の断面のスクリ ー ント ー ンは、 繊維の含有を示す。

6. 土偶の割れ口のスクリ ー ント ー ンは第253図の凡例のとおりである。

7. 稜磨石、 玉石は発掘時の呼称を踏襲したが、 後日訂正を要する暫定的なものである。

8. SB は住居址、 SK は土拡、 sx は不明遺構の記号である。

9. 第3章の縄文時代早期の中に一 部前期初頭のものも含めている。
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第 1 章 調杏 と そ の概要

第 1 節 調 査 の 経 過

1 979年 1 1 月 2 1 日

1 2 月 1 8 日

く 調 査 の 経 過 ＞

1 980年 2 月 8 日

2 月 1 2 日

3 月 1 日

7 月 28 日

1 1 月 2 日

1 2 月 5 日

1 98 1 年 2 月 5 日

文 化 庁 に 発 掘 通 知 を 提 出 す る 。

文 化 庁 よ り 県 教 育 委 員 会 へ 発 掘 通 知 の 受 理 通知 書 が 送 付 さ れ る 。

東 八代 郡 一 宮 町 千 米 寺 塚 越 A 地 区 C s - I 区） の ク イ 打 ち 作 業 開 始 。 こ の 間 東 新 居

遺 跡 の 調 査 続 行 。

S - 1 区 の 発 掘 調 査 開 始 。

S - 11 区- s-v 区 ま で の 側 道部 分約500m の 試掘 開 始 。 5 月 中 旬 ま で に 、 一応 終 了 。

学 生 の 夏 休 み に と も な い S - 11 区 の 本 格的 調 査 開 始 。 こ の 間 遺 跡 全面 に ク イ 打 ち

( 4 m 方 眼 ） 作 業 を 併 行 さ せ る 。

S - III - S - N 区 （三 口 神 平 地 区 ） の 発 掘 を 開 始 し 、 S - I 区 の 残務 処 理 を 行 う 。

S - 1 区 の 発 掘作業 を 終 了 す る 。 古墳時代 か ら 先土器時代 の 重層 遺跡 で あ っ た た め 、

長 期 間 を 要 し た 。 そ の 後 S - 11 区 の 調 査 を 進 め る 。

S - 11 区 の 一 部 分 が 残 っ た た め 、 厳寒 の 中 簡 易 ビ ニ ー ル テ ン ト と ジ ェ ッ ト ヒ ー ク ー

を 用 い て 調 査 を 進 め 、 よ う や く 終 る 。 寒 さ と 乾 燥 の 中 、 調 査 は 困 難 を き わ め る 。 こ

の 間 、 金生 遺跡 の 調 査 を 終 え た 新 津 健 、 八 巻 与 志 夫 両 文 化 財 主 事 の 援 助 が あ る 。

ま た こ の 冬 期 間 、 遺跡 全 面 の 試掘 を 行 う 。 S - III 区 、 S - N 区 の 遺 構 ・ 遺物 集 中 区

の 全 貌 を ほ ぼ握 む 。 ま た N - 11 区 に お い て 、 土 拡 を 検 出 し た 。

1 98 1 年 8 月 1 日 - 1 2 日 N - 11 区 S X - 0 1 の 調 査 を 終 了 す る 。 歴 史 時代 の 方 形 土 拡 で あ っ た 。

第 2 節 調 査 組 織

く 発 掘 調 査 ＞

調 査 主 体 山 梨 県 教 育 委 員 会

調 査 担 当 田 代 孝 （ 県 文 化 財 主 事 ）

小 野 正 文 （

調 査 員 猪 股 喜 彦 、 室 伏 徹 、 佐 野 勝 広 、 横 倉 雅 幸 、 外 山 泰 久 、 山 下 孝 司 、 日 向 千 恵

調 査 補 助 員 青 柳 弘 美 、 秋 田 か な 子 、 秋 山 千恵 、 大 橋 瑠 咲 、 奥 山 和久 、 河 西佳 子 、 勝 田 あ け み 、 川 島 園 枝 、

櫛 原 功 一 、 桑 折 礼子 、 小 林 宇 壱 、 小 林 斉 、 小 林 正 彦 、 五 味 研 治 、 斉 木 義 一 、 佐藤 美 鈴 、 佐

藤 好 枝 、 三 五康 司 、 志 村 和 子 、 信 藤 祐仁 、 杉 浦 章 一 、 高 橋 葉 子 、 田 村 和 幸 、 成 島 京 子 、 広 川

珠 美 、 藤 田 菜穂 子 、 古 谷 健 一郎 、 堀金 靖 、 三 谷 雅 章 、 矢崎佐 百 合 、 山 田 周 平 、 山 田 美作 子 、

山 根 弘 人
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く 整 理 作 業 ＞

整 理 担 当

調 査 員

調 査補 助 員

小 野 正 文 （ 県 埋 蔵 文 化 財 セ ン ク ー 文 化 財 主 事 ）

横 倉 雅 幸 、 奥 山 和 久 、 佐 野 博 基

秋 田 か な 子 、 浅 利 司 、 大 橋 瑠 瑛 、 北 村 玲 子 、 櫛原 功 一 、 桑 折 礼 子 、 古 谷 健 一 郎 、 森 田 安 彦 、

山 形 真 理 子

整 理 作 業 員 雨 宮 照 子 、 雨 宮 正人 、 飯 島 由 美 、 岩 間 喜 美枝 、 岩柳 弘 子 、 内 田 裕 一 、 小河 い つ ゑ 、 小 川 苗 美 、

奥 村 澄 江 、 笠 原 美 登 里 、 加 藤 道 、 金 子 美 枝 、 小 宮 山 葉 子 、 五味 は る み 、 三 枝 明 仁 、 坂 野 恭

子 、 里 吉 あ つ 子 、 佐野靖 子 、 白 沢 多恵 子 、 田 草川 か み 志 、 田 中 き く の 、 津 田 元 栄 、 土 屋 浩 司 、

醤 田 成 美 、 中 川 千 春 、 早川 き く え 、 早 川 君 子 、 樋川 歌 子 、 広 瀬 ま す 子 、 古 屋 香 代 子 、 保 坂 正

美 、 松 岡 美 恵 子 、 丸 山 つ ぎ 子 、 水 上 き よ み 、 武 川 明 美 、 武 藤 敏 、 八 代 米 子 、 矢 房 静 江 、 山

下 延 子 、 山 下 弘美 、 山 村 正 光 、 依 田 I ヽ Jレ江 、 渡 辺 美 代 子

第 3 節 釈迦 堂 遺跡 の 位 置

釈 迦 堂 遺 跡 群 は 山烈 県 東 八 代 郡 一 宮 町 と 東 山 梨 郡 勝 沼 町 に ま た が る 京 戸 川 扇 状 地 （ 藤 井 扇 状 地 ） の 扇 央 部 に 位

置 す る 。 遺跡 の 名 称 の も と と な っ た 釈迦堂 は 、 一宮 町 と 勝沼 町 に ま た が る 字 名 で 、 現 在 も 小 さ な 杜 が 残 っ て お り 、

小 さ な 祠 と 石

棒 が 祀 っ て あ

る 。

京 戸 川 扇 状

地 は 、 地理学

的 に も 典 型 的

な 地 形 と し て

著 名 で あ る 。

蜂城 山 （ 標 高

738m ) と 京 戸

山 （ 標 高 880 m )

の 間 を 流 れ る

京 戸 川 の 押 し

出 し た 土 砂 に

よ っ て 形 成 さ

れ た 扇 状 地 は 、

扇 頂 か ら 扇 端

ま で 約 2500 m

を 測 り 、 広 大

な 面 積 と な り 、

モ モ 、 プ ド ウ

の 栽 培 の 適地

と し て 、 付 近

有 数 の 果 樹 園

地 帯 と な っ て

い る 。

ー

ー
↓

20 .. 

第 1 図 釈迦堂遺跡群の位置図 （ 山 梨 県 ）
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第 2 図 釈 迦 堂 遺 跡 群 の 位 置 ( 1 : 2 5 0 0 0 ) 

S- 1 区 塚 越 北 A地 区 S- Il 塚越北 B地 区

S- 81 ・ S- IV •  N - IIl •  N- IV 区 三 n 神 平 地 区

第 3 図 釈迦堂遺跡群地区図
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N- ll 区 釈 迦 堂 地 区

s- v 区 野 呂 原 地 区



N.. 遺 跡 名
縄

遺 跡 名
縄 文

早 ,111 中 後 晩
弥～ 古 歴呻世 N. 早 IりJ 中 後 晩 弥～占 歴-•f o t lt

I H 向 林 ゜ ゜ ゜ 1 8  鉢 塚 古 墳 ゜

2 物 見 塚 ゜ ゜ ゜ ゜ 1 9  藤 井 tn ゜

3 山 辺 添 ゜ ゜ 20 松 ,t;: ゜

4 鉛 塚 A ゜ C 2 1  馬 込 ゜ ゜

5 // ＂ ゜ ゜ 22 宮 Ill ゜

6 塚 越 北 A ゜ ゜ ゜ ゜ 23 地蔵久保I . ゜

7 三 口 �11 ヽy. ゜ 24 ，， 2 .  ゜

8 野 呂 原 ゜ 25 及 神 ゜

， 木 新 I l l ゜ ゜ ゜ 26 ,t.; ,t.: ゜

1 0  内 藤 塚 ゜ ゜ 27 釈 迦 党 ゜ ゜
゜

I I  人 築 地 ゜ ゜ ゜ ゜ 28 若 宮 ゜ ゜
゜

1 2  雁 I賛 敷 ゜ ゜ ゜ 29 南 駐 敷 ゜

1 3  岩 崎 館 跡 。 30 西 I l l  ゜

1 4  御 ,rr 畑 ゜
3 1  西 11 1 北 ゜

1 5  X. �11 常 32 t· 一一・ n ゜

1 6  1-. 野 ゜ 33 I l l  H ゜ ゜

1 7 · I 白 J I I  ゜ 34 桜 坪 ゜ ゜

17 2 寺 平 ゜
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ま た 京戸川の流 路の 変 更 はいく つ もあっ た と 思われ、 現在扇状地の南端を流れている川 もか つては東端を流れ

てい た と いう伝 承 もあるく ら いである 。

なお、 付近は京 戸山千坊 と いわれる古代山岳 寺 院が存在し た と いわれ、 現在も寺 院跡の遺構が山 林の中に うも

れている。 千米 寺 と いう字名もま たその遺称であ ろ うか。 あるいは釈迦堂もそれ と 何 ら かの関係をもっ た名称で

あ ろ うか 。 ま た 蜂城山は中世の山城で、 茶 臼 山は烙 火 台 である 。

第 4 節 調 査 の 概 要

1 . s - I 区 の 概 要

釈迦堂遺跡群の調査の成果 は、 後述の報告書の と おり で あるが、 こ こ では、 その概 要を示す 。

塚越北A地区(s-I区） は、 東八代郡一 宮町千米 寺 字 塚越北に 位 置 し、 京 戸 川 扇 状地の扇央部に あ たる 。 扇

状地はいく つ もの小さな解 折 谷が発達していおり、 S- 1 区もまた 小さな 谷に よ って区切 ら れ た 幅 約80m ほど の

台 地である 。

調査の結果、 先土器時代の包 含層、 縄文時代早期末～前期末の住 居 址 と 土拡、 前 期後半の住 居 址 と 土拡、 中 期中

葉の住 居 址 と 土拡、 後期初頭の 敷 石遺構 と 土拡等を検 出 している。

2 . 先 土 器 時 代

ナ イ フ 形石器15点、 槍先形 尖頭器 4 点、 掻器 1 点、 石錐 l 点、 二 次加工ある条IJ 片 7 点 、 使 用 痕 ある 剥 片 11点、

剥 片 33点 、 打 面 再生 条IJ 片 2 点、 石核 2 点が出土している 。

先土器時代の包 含層である第W層が、 縄文時代早期お よ び前期の遺構に よ って掘り込まれていた ため、 確 実な

位置をおさ え た ロ ー ム 層中の調査 と は違って、 石器等の出土状況か ら 、 遺跡の性 格を知るに は無理がある 。

しかしなが ら、 山梨県の よ うな ロ ー ム 層が部分 的に しか存在しない地域に あっ て 、 それ と 対応する確 かな先土

器時代包 含層が存在する と いう事実は一 つの収穫 とい え よ う。 こ の釈迦堂の先土器時代包 含層は黄 色 砂 質士層で、

花 晩 岩 ゃ 閃 緑 岩の 風 化 し た 砂質土を主体 と し、 それに 火山灰（ ス コ リ アが 目 立 つ ） を含むものである 。

3 . 縄 文 時 代

縄文時代の遺構 と 遺物は早期末～後期初頭に 及 ぶ 。 た だし 晩期中葉の土器 片 が一 片 検出されている 。

早 期

早期末～ 前 期初頭の住居址27軒、 土拡16基を検出している。 早期末の集 落 は近年調査例 は増加し た と はい え、

数ないものである 。 その中で、 早期末か ら 前期初頭の集 落の変 遷を知り得る 貴 重 な 資 料 と い える。 ま た 、 こ れに

S- lll 区で検出され た 前期初頭の集落を加 え れ ば、 その動態が よ り明 ら かに なる と 思 われる 。

なお、 こ の報文告書では関東編年でいう神 ノ 木 台式を早期に 、 下 吉井式を前期 と して考 え ている 。

前 期

前 期後半の住 居 址20軒、 土拡 37基を検出している 。 前期は関東地方の黒浜式に 併行する時期の土器がある 。 こ

れは中部地方の有 尾式の一 部 と する 見 解 もあるが 、 筆者は有尾式の型式内 容が1956年以来いく つ かの研 究成果 が

あ る が、 旧 来のままの有尾式 と 塑式学 的 な 検 討を行っ た 結果 か ら 、 こ れが有 尾式か ら は区分され る 在地の士器で

ある と 考 えている 。 それ故、 こ れを発掘時か ら 黒浜式併行期の土器お よ び黒浜式併行式 と 仮称し、 また釈迦堂Z

3式 と も仮称している 。

黒浜式併行期の住 居 址11 軒、 諸磯a式期 3 軒、 諸磯b式期 5 軒を検出している 。 こ れに よ って前期後半の集 落

の変遷を知る こ と がで き よ う。

中 期

- 11 -



中期 の 住居址は初頭の五領ケ台式期の 住居址 l 軒 と士拡 4 基を検出し、 藤 内式期の住 居 址 8 軒 と土拡 52基を検出

している 。 こ の 藤 内式期 の 集 落 がいわ ゆる定形 的 な環状集 落で、 中央部土拡群を持 つ も のである。 と こ ろが環状

集 落 も土器型式区分でい え ば、 一 時期 3 - 4 軒 とな ろう。 土拡 は士器埋設土拡 とでも呼ぶ べ きも の で、 耳 飾 や骨
片が出土しているので土拡墓と考 えられる。

後 期

後期は包 含層があり、 前期や中期の 住居址 の 窪地に石や土器片を遺棄している様子がSB-12上層お よ びSB

06、 SB-41• 42等で認められている 。 遺構としてはS X-01、 02、 03の 敷石遺構がある 。

遺物は、 称名寺式～堀 之 内式土器が数多く出士している 。

4 . 古 墳 時 代

石• 千米寺古墳群が町誌の 時点で、 32基確 認されていたが、 釈迦堂 l 号墳は こ の古墳群に含まれるも ので、 墳

丘 の 大 きさから、 現存する千米寺大塚古墳とほ ぼ同等の 規模 の古墳であった と思われる。 石室が ほ と んど 破 壊 さ

れていたために石室から の 出土遺物はわず かで、 前庭 部脇の周 溝から鉄鏃•須恵器 ・ 土師器等が出土している 。

なお古墳前庭 部に接して、 男 性 人 骨が出土しており、 そ の 附近 よ り古銭が 4 枚 出土している の で、 おそらく 後

世（江 戸期） の 埋 葬 と思われる 。

古墳 の墳丘 の 一 部を切って東西に並 ふ 、 石埋 設 坑が検出された。 こ れは現代 の 耕地拡大 のため、 古墳の葺 石等

の 石を埋設し た も の と思われる 。

5 .  S - Il 区 の 概 要

S -1区 とは谷をへ だてた、 台 地上に 立 置する。 縄文時代早期～後期 の 住 居 址 と土拡を検 出 している 。

早 期

早期 の 住 居 址 は 1 軒 の みであっ た 。 こ れはS-1区 の 集 落 といかなる 関 係を持ったも のであっ た ろうか 問 題を

残すも の である 。

中 期

中期初頭 の 五領ケ台式期 の 住 居址 4 軒、 士拡 5 基が検出されている。 五領ケ台式と総称し て いるが、 こ れは集

合沈 線文土器で、 厳 密 な意味では五領ケ台式とは区別され よ うが、 こ こ では該期 の動態を知るため に 、 とりあ え

ず、 総称して の 五領ケ台式に含めておく 。

曽 利式期の 住 居 址 は 3 軒 検出されており、 そのうちSB-05は出土遺物が 少ない の み にかかわらず 、 奥 壁 部近

くで吊 手土器が出土している。 奥 壁 部に柱 穴がない こ とも、 S- ]Il 区の該期 の 住 居 址 とは きわ だった 対 照を み せ

ている 。

後 期

後期 の 称名寺式期の 柄 鏡 形 敷 石住居址が 1 軒検出されている。 炉 址は失なわれている。 また堀 之 内式期 の 敷石

住 居 も 1 軒 確 認されており、 他 の 1 軒も加 えると堀 之 内式期は 2 軒 となる 。

そ の 他として台 地 の 中央部に 巨 石を埋設した遺構がありS X-01とした 。 こ れはおそらく古墳 の 石材を埋 設し

た も のではないか と考 えられる 。

6 . N - Il 区 の 概 要

N-ll区は小さな谷をもつも の の 、 割 合と平坦 部が続く地区 で 、 分布調査からも遺構の 存在は予 想されなかっ

た 。 冬 期 の 試掘調査 の 結 果 から、 谷 の 中央部に奈 良時代 の土拡がある こ とが判 明 し、 調査 の 結果 、 土拡 内 よ り鉄

製人 形 、 釘、 須患器、 土師器を検出し、 炭 化材も多いと こ ろ から、 火を用い た祭祀遺構であった と考 えられる 。

� 12 �  



第 2 章 先土器時代

第 1 節 遺 物 の 出 土状 況 （ 第 9 図 ）

本遺跡からは、 先土器時代の石器が76点出土した 。 本遺跡の土層は 、 1層耕土、 I 層黒褐色土、 DI層茶 褐 色土、

lV 層黄 色 砂 質土、 V 層礫層である 。 先土器時代の石器は、 DI層以上の土層に含まれ、 その本来の包 含層は DI層下

部であると思われる。 DI層には縄文時代早期の遺物が含まれ、 遺構掘り 込 み 面 も DI層下 部から lV 層に近い位 置 に

ある。 本地区には縄文時代早期の遺構が多く 、 先土器時代の包 含層がかなり撹 乱されていると思われる 。

平面分布をみると、 広く は 直 径50 mの範 囲 に分布し、 中央の直径 20m 程 度 の範 囲 に比較的 高 密 度 に集 中分布し

ている。 特にS-22 G に11点、 P -20 G に 6 点、 R -20 G に 5 点と多く分布している。 こ のように 、 非 常に 散 漫

な分布ではあるが、 出土量の多い グ リ ッドを核 に 同 心 円 状に分布している。 た だ し、 こ うした分布も縄文時代の

遺構により撹 乱され 、 分断 ・ 拡 散されたと思われる状況も見て取れる。

各 種の石器の分布をみ る と、 剥 片 は各 種の石器の中で 33点と最も多く 、 先述の分布状況と同 様なありかたを示

す。 次いで多い ナ イ フ 形石器は15点あるが、 ある地域 に集中する こ とはなく 、 広い範 囲 に 散漫 に分布する。 その

他の石器のうち槍先形 尖頭器は 4 点あるが、 2 点は直径20 m 程 度の高 密 度地域の周縁部に、 他の 2 点はその 外 部

に分布している。 ナ イ フ 形 石器が 高 密 度地域の内 部にも多いのとは対 照 的 である 。 しかし、 士層がかなり撹 乱を

受けているう え 、 石器の点数も 少く、 上記の状況から供伴関係を問うのはむりがあ ろ う。

第 2 章 出 土 石 器 （ 第 1 0 図 � 1 3 図 ）

本遺跡からは、 ナ イ フ 形 石器15点、 槍先形 尖頭器 4 点、 掻器 1 点、 石錐 1 点、 二 次加工ある 条IJ 片 7 点 、 使 用 痕

ある条IJ 片 11点、 条IJ 片33 点、 打 面 再成剥 片 2 点、 石核 2 点が出土した 。 以下それぞれについて記述する 。

ナ イ フ 形 石 器 大 きく 2 つの形 態 に分ける こ とがで きる 。 一つは素 材の形状を大 きく 変 形させたもので、 背縁と

側刃縁の両側縁を プラ ン テ ィ ン グしたもので 、 いわ ゆる二側縁加工の ナ イ フ 形石器である 。 本遺跡における第1

形 態とする ( 1 -11) 。 こ の中でも調整加工のありかたに変化がみられ る 。 背縁では 、 先端側と基部側の加工が

連続しないものがある(1) 。 他はすぺて先端から基端まで連 続し、 形状はおおむね 弧を描く 。 た だ し、 2 は三

段に折れ曲り 、 全体の形状もいわ ゆる切出形 ナ イ フ 形 石器に似る 。 背縁部は 、 基本的 には裏 面 から加撃されてい

るが、 特 に先端部側にか ぎって正 面 からの加撃が対 向 する場合がある(3 - 9) 。 対 向 剥 離 は、 背縁中央に至る

場合もある ( 3 • 4 • 6) 。

側刃縁の加工は 、 いず れも裏 面 からなされている。 深いものが多いが、 浅 いものもある(3 • 4 • 11) 。 形状

は 、 内 彎するもの ( 1 ・ 2) もあるが、 直線 的なものの方が多い 。 裏 面加工は 、 ほ と ん ど のものに みられる 。 側

刃縁側からの加撃 ( 1 • 4 • 8) 、 背縁側からの加撃(2 • 6) 、 両側縁からの加撃(3 • 7 •  9 · 10) がある 。

その規模も大• 小がある。 裏 面 加工は、 いずれも正面の加工の後になされている 。 基部の形状をみると 、 両 側縁

の正 面の加工が基端 部で接しないもの ( 1 - 6) と接するもの ( 7 -11) とがある。 後者では、 基端が尖るもの

( 7 • 8) と丸 く なるもの ( 9 -11) とが ある 。 側刃 角 については、 1so· に近く 不 明 瞭なもの ( 4 • 5 ) から、

130 ° を下まわり 明 瞭なもの(3 • 8 •  11) まである 。 素 材の打 面と石器先端の位 置関係を み ると 、 素 材の打 面

側に先端がくるもの(1 - 7 • 9 ・ 11) と 、 素 材 打 面側に基部がくるもの(8 • 10) とがあり 、 前者が圧倒 的 に

多い 。

長さは、 5 . 3 cm (7) から3 . l cm (IO) と幅 がある 。 5 cm以上を大型 、 5 - 4 cmを中型 、 4 - 3 cm を小 型 とす

る。 幅 は 、 2 . 2 cm(2) から1 . 3 cm(11) である 。 厚さは 9 mm (10) から 4 mm ( 8) まである 。 なお 、 6 は基部
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を 欠 損 し た ものを、 裏 面 加工を深 く して再加工し たものと、思われ 、 本来はもう少し大 きかっ た ものと思わ れる 。

素 材正 面 の条IJ 離痕 は 、 9 を除いて全て主 剥 離 面と同一方向である。 9 には逆方 向 の剥 離 もみられる 。 全 て 黒 曜 石

である 。

もう一 つの形 態 は、 素 材の形をあまり大 き く 変 更させないもので、 素 材の一 端 に断ち切るようよに プ ラ ン テ ィ

ン グを行うもので、 いわ ゆる部分加工の ナ イ フ 形石器である。 本遺跡における第 lI 形 態 と する 。 本 形 態のものは

4 点ある 。 出土点数が 少ないが、 その中でも変化が みられる。 非 常に幅広 な素 材を用 い、 背縁が長いものがある

(12• 13 ) 。 厚さもあり、 非 常 に頑 強 な 素 材である 。 一方、 幅 や厚さがあまりない き ゃ し ゃ な 素 材を用い、 背縁

の短いものがある(14•15) 。 また 、 大 きさにもかなりの違いがあるようである 。 素 材の打 面を残し 、 末端側を

加工 するものが多い(12•15) 。 13は打 面側を欠 損するが 、 おそら く 、 打 面 を残 してい た だ ろ う。 打 面側を加工

し、 打 面 を残さないものもある(14 ) が、 加工 部分の厚さを確保する ためであ ろ う。 背縁の加工 は 直 線 的 か や や

コ ンベ ッ ク ス ぎ み に なる 。 裏 面 からの加撃 ばかりで、 第1形態のように対 面 条IJ 離がみられない 。 素 材 はすべて石

刃で、 背 面の条IJ 離 は 主 条IJ 離 面 と同一方向である 。 14は、 素 材末端に石核 腹 面 の調 整痕が みられる。 石材は全て黒

曜石。

槍 先 形 尖 頭 器 槍先形 尖頭器は 4 点出士している 。 片 面 周 辺加工(16) と両面全面加工(17-19) とがある 。 16

は、 素 材 背 面 周 辺に プ ラ ン テ ィ ン グ様の急 斜な加工を施し、 木 葉形に整 形 し た ものである 。 形 態は最大幅が中央

やや下方にあり、 両 端ともあまり尖らない。 素 材 は、 横長剥 片 と思われる 。 素 材の打 面 は大 き く 残 存している 。

自然 面 打 面で、 背 面の剥 離 は 主 剥 離 面の方 向とほ ぼ 一 致する。 17は、 やや大型の木 葉 形槍先形 尖頭器である 。 平

坦な剥 離が非 常に ス ム ー ズに施され、 両 面 は非 常に丹念に仕 上げられており、 断面 は均 整のとれ た 凸 レ ン ズ形を

呈する。 素 材の条IJ 離 面 と思われるものが裏面に若干 残存するも 、 両 面とも ほ と んど調 整剥 離で覆われている 。 先

端部を欠 損する。 末端 部は 素 材 の条IJ 離 面で、 おそら く 素 材の折れ面であ ろ う。 18は 、 小型の木 葉 形 の槍先形 尖 頭

器である 。 形 態をみると、 最大幅が中央やや末端側にあり、 先端は鋭 く 尖るが、 末端はやや丸い 。 全体に平 坦 な

剥 離が施されているが 、 裏 面は正面よりも平 坦に加工され、 断面が 「 D 」 字 形に仕 上 げられている 。 裏 面 中央の

大 きな剥 離痕は、 小規 模な調整加工の一 部を切 っ ており、 裏面を平 坦にする ための大規模な調 整 条IJ 離と考 えられ

る。 19は石英製の槍先形 尖頭器である。 両 面 周 辺を平 坦な条IJ 離で荒 く 調整している。 両 面 中央 に大 きな剥 離 面 が

残るが 、 素 材の条IJ 離 面 かもしれない。 先端側を欠 損しており、 最大幅 は 欠 損部にあるらしい 。 末端は丸 く 仕 上 げ

られ、 正面末端 には節理面が残 存する 。

掻 器 20は、 やや幅広の石刃末端に刃部を作出したものである。 刃部は一 部を欠 損 するが 、 裏 面 からみ た 場 合は 、

凸 刃で左に傾いている 。 ま た 、 正面 右縁部にも刃 部が形成されている。 下 半 部が深 く 調整されているのに対 し 上

半 部は浅 く 、 両 者の境 界が 「 く 」 の宇 形 に折れている 。 正 面 右縁部の打 面 付近にも 若 干 の二 次 加工がみら れる。

素 材 は幅 広で 、 末 端 に ゆ く ほど 厚 く な っ ている 。 打 面が残存し、 細 部調整が みられる。 正面の素 材の条l 離 面 は 、

主 条lj 離 面と同方 向 と逆方向 の条り 離が みられる。 また 、 掻器刃 部に石核 腹 面 の横方 向 の調 整痕らし き 剥 離が残 存 し

ている 。

石 錐 26の 1 点の み みられる。 錐 部は非 常 に厚 く 頑 強で 、 断面が四 角 形である。 一 部を新しい剥 離で欠 損してい

る 。 素 材の打 面側を大 き く 切断するように 、 ななめに プ ラ ン テ ィ ン グ様の加工を行い 、 先端 部を左 右 両側から 、

弱 く コ イ ンケイ プした 加工を厚 く 行って錐 部を作出している。 あるいは 、 ナ イ フ 形 石器第 I 形 態を転 用 し た もの

かもしれない。 素 材は 、 石核 底 部を大 き く 剰 ぎ 取り、 末端が肥厚した 「し」 の字 形の石刃である。 上 下 両方 向 か

らの条lj 離痕が素 材 正 面 に残 存する 。

二 次 加 工 あ る 剥 片 7 点が出土した 。 21は正面 左縁部打 面よりに2 . 7cm にわ た って二 次加工がみられる 。 ま た 、

左縁部下 半 や 右縁部上 半 に使 用 痕が みられる 。 さらに 、 二 次加工と同じ位 置 から同じ幅で 、 石 刃を横 に 反対 側の

縁部まで達する擦 痕 帯がみられる 。 擦痕は、 主 剥 離 面 の条lj 離方 向 に 直 向 する方向 の線状痕によって構成され て い

る。 二 次加工 部分の使 用 に伴うものであ ろ う。 素 材 は、 本遺跡で最大の石刃を用 いている 。 正面の条1J 離 は 、 上下

両方 向の条lj 離と、 その末端 部に稜形成時の稜 上からの剥離がみられる。 22は 、 石 刃 打 面 部側の折れ面 から右縁部
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にかけて、 若干 の 二 次 加 工がなされたも のであ る 。 二 次加工は非 常 に急 斜になされてい る 。 素 材 は 、 大型の石 刃

であ る 。 上下 両方向 から の 条IJ 離、 お よ び石核 腹 面 の調整痕がみられる。 同様な 部 位 に 二 次 加工がみられ る の が28

である。 し か し 、 二 次加工は正 面側からなされ、 また 浅く、 折れ面と右縁部とが成す 角 を生 かす よ う に加工 がさ

れてい る 。 素 材も小型で、 正 面 には主 剥 離 面と同方 向 の 条IJ 離 の み みられ る 。 23 -25 は、 非 常 に小型 の 剥片 を利 用

したものであ る 。 いずれも打 面 部が破砕 し てい る 。 加 工 部 位は、 剥 片 末 端 (23 · 25 ) と右縁部 (24 ) とあ る が、

いず れもかなり急 斜な加工で あ る 。 27 の 左縁部下 部に連続す る 小剥 離がみられ る が、 自然 面 を打 面 に し ており、

二 次加工かは不 明 であ る。 25 の 二 次加工は プ ラ ン テ ィ ングに近い が、 ナ イ フ 形 石器 のそれは直 線 的 か やや弧を描

くも ので、 し かも鋭い先端をもってい る。 29は、 小型 の 厚い剥片 の末端に若 干 の 二 次加工を施 し たものであ る 。

二 次加工 は非 常に急斜である。 素 材 の 正 面 には、 上下 両方向 の 剌離と、 腹 面調整 の 条IJ 離がみられる 。

使 用 痕 あ る 剥 片 二 次加工 ほど大規模ではなく、 剥 片 の 形を変 形させないあ る 程 度 連続する微小剥 離を使 用 痕と

した。 大型 ・ 中型 の 石 刃を用 いたも の (27• 30• 31• 35 -38) と、 小型 の 条lj 片 を用 いたもの (32 -34• 39) とが

あ る 。 大型 ・ 中型 の も の の 使 用 痕 の 小条IJ 離は、 小型 の 条IJ 片 の も の よ り小規模であ る 。 使 用 痕は、 打 面 部を除く あ

らゆる縁部にみられ る 。 また、 縁部全体にみられ る 場合もあ る (32• 37• 39) が、 部分的 な場合が多い。 正 面 に

微小象IJ 離がみられ る が、 裏 面 にもみられ る 場 合もあ る (31 -33• 35• 37• 38) 。 表裏 の 微小条IJ 離が同一縁部にあ

る場合 (32• 33• 35• 37 ) もあ る が、 完全に重なるわけではなく、 位置がややずれたり (33 ) 、 部分的であった

りする。 微小剥 離 も、 同規 模 の も の が連続す る も の 、 大小 の 規模を混 え ながら連 続す る もの、 不 連 続 に みられ る

も の など あ る 。 39は水 晶であ る が、 他は全て黒曜 石である。

剥 片 いずれも縦長剥 片であ る 。 いわ ゆ る 石刃もあ る。 石刃 は長さが幅 の 2 倍以上で、 両縁部が ほ ぼ平行 し 、 中

央に前の石刃 の 条IJ 離痕 に よ る 稜が入 る ものとす る のが一 般的であ ろ う。 大 きさを問わなけれ ば、 ほ とんど の も の

が石刃と言 える。 59• 64• 66• 67 の 4 点が こ の範疇から出る程 度であ る。 剥 片 には、 打 面 部を折 損 す る も の (40•

41• 52• 63• 66• 68• 70 ) と 、 破砕 したもの (54• 55• 58) もあ る が、 他は打面 が 残存する 。 自然 面 打 面 (53•

62• 64 ) 、 単 剥 離 打 面 (48-50• 65• 74 ) 、 2 枚以上の大 きな剰離面で構成され る も の (44• 45• 57• 61• 69) 、

打 面 細部調整のみられ る もの (42• 43• 46• 47• 51• 56• 59• 60• 67• 75 ) があ る。 正 面 は、 自 然 面を有す る も

の (41 -49• 52• 55• 66• 62 -64• 68 . 69• 74• 75 ) 、 主 条IJ 離 面 と同一方 向 の 条IJ 離 面のみのもの (40 -43• 45 -

47• 49-52 · 55 -58 · 61 · 67• 75 一 腹 面調整のあ る ものも含む） 、 上下 両 方 向 が みられ る も の (44• 48 • 54• 60 • 

62 -65• 68• 70• 74 ー 復 面 調整 の あ る も の も含む）、 石核 腹 面 調整痕がみられ る もの (45• 53• 59• 65• 66 ) があ

る。 し か し 、 53 は腹面調整痕と し ては非 常に大 きな粂IJ離であり、 あ る いは他 の 条IJ 離 （ 分割 面 など） かも し れない。

なお、 41• 46 は焼け条IJ 片 であり、 特に41 は焼けに よ る条IJ離が正 面 に大規模 に みられ る 。 こ れら の 条IJ 片 は、 いわ ゆ

る石刃 技法に よ って生 産されたもの ばかりであ る 。 石刃とは 言 え ないも の も 、 そ の 条IJ 離 過 程で副 次 的 に出来たも

のと理解で き る 。 石材は、 70 の シ ル ト 岩以外は全て黒曜 石 。

打 面 再 生 剥 片 72は、 自然面を大 きく 残す。 作業面側から の 打 面調整剌 離がみられ る 。 また左縁部 に、 反 対 側打

面 から の 乗IJ 離 痕が残存する 。 73 は、 正 面全面に多方 向 の 条IJ 離 痕がみられ る 。 作業面 の 条lj 離とも思 え る が、 左 右 両

縁方 向 から の 条IJ 離がみられ る こ と、 打 面 部 の 剥 離 面が大 きい こ と、 打 面縁部 に打 面 細 部調整と思われ る 剌 離 がみ

られ る こ となど から打 面 調整剌 片 と考 え たい。

石 核 76 は、 単設打 面であ る 。 背 面 に大 きく 自然 面を残す。 打 面 は調整打 面であ る 。 77 は、 両設 打 面であ る 。 上

方から の 作業面が新 し い。 上 面 は 単 条IJ 離 打 面 、 下 面 は調整打 面であ る 。 腹 面 調整条IJ 離 も みられ る 。 背 面 に自 然 面

を大 きく 残す。 い ずれも黒曜 石 。

接 合資 料 1 個体、 2 点 の 接 合資 料がある の みであ る 。 剥 離 の 手順をみる と 、 ま ず74 の 正 面 にみる よ うに、 下方

の 打 面 から の 条IJ 離作業が行われている。 次 に 上方 の 打 面 から の 剌離作業が開始され る が、 74 に みられる範 囲では

本 格 的 な 剰 離作業はなされていない 。 下方から の 条lj 離作業に よ り 上方打 面 付近 の 厚 み がかなり出て し まうが、 上

方打 面から の 小条IJ 離 は こ れを条IJ 離作業に先 立 ち途 去 し たも の かも し れない。 本格 的 な 剥 離作業は74 からである 。

そ の 後、 7 5 の 正 面 左側の 目 的 剥 片 の 条IJ離作業が行われ る 。 その後、 75 打 面 部 に みられ る 打 面 細 部 調整がなされ、
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75の条IJ 離が行われる 。 本例の右縁部には自然面が大 きく 残存し、 石核 右 端 部での条IJ 離作業であるが 、 上下 両 打 面

が残存し て おり石核自体、 本遺跡で発見 さ れた残核と同程 度の大 き さ であったと思われる。 したがっ て 、 剥 離作

業のかなり末期のものであ ろ う。 また、 本例と同時に行われた条IJ 離作業も、 横 にそう幅をもつ ものではなく 、 せ

いぜ い本例と同程 度の幅をもつ 条IJ 片 が 3 枚 程 度の幅であ ろ う。

石 材 黒曜石73点、 シ ル ト 岩 1 点(70) 、 水 晶 1(39) 、 石英 1 点(19) である。 黒曜 石は、 大まかに六 種 類 に

分けられる。 漆黒色のもの 。 かなり薄い条IJ 片も不透明である 。 30点あ る(7 、 10、 14、 16、 23- 25、 27、 29-33、

36- 38、 45、 41、 51、 53- 56、 59、 63、 68、 69、 72、 73) 。 ナ イ フ 形石器、 槍 先 形 尖頭器、 二 次加工ある剥 片 、

使 用 痕ある条IJ 片 、 剥 片 、 打 面 両生剥 片 を含む。 透 明なもの 。 シ マ を含まず、 厚い剥 片 もかなり透 明である。 18点

ある(4 、 11、 13、 17、 18、 22、 26、 35、 40、 42、 43、 49、 60、 61、 64、 67、 76、 77) 。 漆黒色のものと同様 な

石器に加 え、 石錐、 石核がある 。 半 透 明 なもの。 シ マを含まないが、 白 濁し て いる。 11点ある(8 、 12、 20、 34、

41、 57、 58、 65、 66、 74、 75) 。 ナ イ フ 形石器、 掻器、 使 用 痕ある条 lj 片 、 剥 片 があ る 。 白 色の細い シ マ の入るも

の。 部分的 に 白 濁 しているう え 、 シ マを含む。 7 点ある(3 、 5 、 6 、 11、 15、 28、 62) 。 ナ イ フ ．形 石器、 二 次

加工ある 条IJ 片 、 剥 片がある 。 黒色の シ マ が入ったもの。 部分的 に漆黒の部分が入る。 シ マ も細いものと太いもの

とがある 。 8 点ある(1 、 2 、 9 、 21、 46、 48、 50、 52) 。 ナ イ フ 形石器、 二 次加工ある条IJ 片 、 剥 片 がある 。 い

ずれの黒曜石も灰雑物をほ と んど含まず、 非 常に良質である 。

こ れらの黒曜 石は、 さ らに細分がで きる 可能性がある。 また、 漆黒色のもののように、 それぞれが差がないよ

うに 見 え て も、 同 一の個体であるかは厳 密には限定で きない。 したがっ て 、 上記の区分は、 それぞれが違った 岩

脈 に 由 来する可 能 性がある程 度の レ ベ ルの分類である 。

第 3 節 ま と め

本遺跡から出土した石器76点は、 その出土状況からして、 一 括して 扱 えるものがかなり含まれるものと思われる 。

しかし、 共 伴関係が問 題のある石器も含まれて おり、 こ こ では条IJ片 別離作業を、 第 9章では石器の形態から み た

年代観を検討し、 資料の一 括性を考 え て みたい。

剥 片剥 離 技 術 本遺跡の出土遺物のうち、 槍 先 形 尖頭器を除く 資料は、 いずれ も 石刃 技法との関連が考 えられる

もの ば かりである 。 そ こ で こ れらの資 料の条IJ 離痕から、 まず 技 術 的 な 要 素をぬ き出し て み よう。

まず、 石器や剥 片 の正面の条1J 離 痕をみ て みよう（ 石核 ・打 面 再生条IJ 片 を除く） 。 主 条IJ 離 面と同一方向の条IJ 離 痕

のみをもつもの39点、 主 剥 離 面と逆方向 の条IJ 離痕を混 えるもの16点、 主 剥 離 面 と90° 前後く い 違う、 横方向 から

の条IJ離痕をもつもの13点がある 。 こ の う ち、 同一方向、 逆方向の条lj離は、 非 常に大規模なものも必 ず 含 んでおり、

目 的 的 な 条IJ 片を剥 離した痕跡と思われる。 しかし、 そうした剥 離とは思 え ない小規模なものがかなりみられる 。

非 常 に微小な 剥 離が打 面 付近に何 枚かみられるものが12点ある。 打 面調整のように、 かなりの範 囲 に連 続 的 にな

さ れるものではないが、 頭部調整と同様な性 格のものであ ろう。 また、 こ れ ほど 微小ではないが 、 打 面 付近に小

剰 離をもつものが17点ある 。 目 的 剥 片 象IJ 離時の ミ ス によるものかもしれないが、 剥 片 の打 面 部付近の厚 みを取 ろ

うとした意図のものである可 能 性も考 えられる。 こ こ では、 両 者を石核 前 面の調整剥 離と考 え て お きたい。 横方

向の条IJ 離 は、 やはり大規 模なものと、 小規模な も のとがある。 大規模なものは37と53 にみられるが、 他の条IJ 離 面

に切られ て おり、 性 格 不 明である 。 小規 模なもののうち 、 24、 45では、 条lj 離作業面の稜上を右 左 に象IJ 離 したもの

であり、 石刃の両縁がそ ろ うように稜をまっす ぐにする意図をもった、 稜形 成 剥 離と思われる 。 右 核前面か側面

かの違いはあったかもしれな い が、 ほ ぼ同様な性 格のものであ ろう。 こ れらの稜 形 成 条IJ 離は、 41などのように自

然 面 に対 して行なわれ 、 剥 片 剥 離の最初に行なわれたものもあっ たであ ろ う。 さ らに21などのように 、 条lj 離作業

の途 上に行われたものもかなりあるようである。 また、 77にみられるように石核の側面調整も含まれよう。

次 に打 面をみ て みよう。 打 面を有する石器や条1J 片 （ 石核 ・打 面 再生剥 片 を除く） は37点ある。 こ のうち打 面 を

上 下 二 面もつものが 3 点あり、 打 面 数は40となる 。 こ のうち自然面 打 面 は 4 点 、 条IJ 離 面 一 枚のものが 3 点、 複数

- 16 -



の大 きな条IJ 離 面のものが1 3点、 細 部調整のあるものが20点である。 打 面 が非 常に 小さかっ たり、 打 面 前面が前の
剥 離で な く なっ て いるも の もあるが、 細 部調整がかなりの頻 度でなされ て いた ものとみ て よい だ ろ う。

石 核 や打 面 再生条IJ片 も加 え て 、 技 術 的 要 素をみ て みると、 剥 離作業当初 や途 上での稜形 成 条IJ 離 、 石 核側面 の 調
整条IJ 離 、 頭部調整を含む石 核 前面 打 面 付近の調整剥 離 、 打 面 細 部調整を含む打 面 調整 剥 離 、 打 面 再生 、 両設 打 面
と打 面 転 移などである。 目 的 剥 片 である石 刃の大 きさをみると、 9 cm ほどのものから 3 cm ほど の もの ま であ り 、
打 面 再生さらに は打 面 転 移を頻 繁に行うものと思われる。 ま た 、 資 料に 残る自然 面 の状況 からして 、 自然の転 石
を利 用し て いるものと思われる。 ま た 、 分割 面と思われるような面を有するものは ほ と んど な く ( 35、 53の横方
向 剥 離はその可能 性もある） 、 転石を そ の ま ま 一 つの石核として 剥 離し て いっ た も の ど思われる。
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第 3 章 縄文時代早期

第 節 早期の住居 と 出 土遺物

S-1区 S B -1 1 

早期 末の住居で あ る 。

主柱穴は p 3 な い し P 4 、

S K - 05 を 調 査 中 床 面 を 発 見 し た住居 で あ る 。 長 軸500cm 、 短 軸355cmの住居 で あ る 。

P 5 、 p g お よ び P IO 、 P l3 で あ ろ う 。 こ れ に P17 と P 7 が 付 い た もの で は な か ろ う か 。

壁 高50cm を 測 る 良好 な住居で あ る 。 焼土 は 3 ケ所 に 認 め ら れ た が、 中央部の もの が炉 と 思 わ れ る 。 住居北 側の 壁

近 く に 、 花 商 岩の 石 が ほ ぼ床 直 に あ り 、

重 複 関 係 を も つ 。

こ れ が お そ ら く住居に 伴 う 板状石 皿 と 思 わ れ る 。 S B-25 、 S B-16 と

出土土器の う ち 無繊 維土器 、 断 面 三 角 形の 隆 帯の 第1 群土器 1 類 が出土 し て お り 、 こ れ は や や 古 い 様 相の土器

と 思 わ れ る 。 ま た 、 図 15- 9の よ う に 水 平隆帯 に V 字状沈 線 を 付 け る 類 例の な い もの で あ る が、 こ れ はSB-36 

な ど に 見 ら れ る 含繊維の V 字 隆隆帯文土器 と 何 ら かの 関係 が あ る で あ ろ う 。 石器 は 石 鏃 7 、

磨石 6 、 打 斧 l 、 横 刃 石器 1 、 礫器 1 、 黒 曜 石 84 g 、 水 晶391 g で あ る 。

ド リ ル 1 、 稜磨 石 l 、
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第 1 5 図 釈迦堂 S - 1 区 S B -1 1 出土土器 ( 1 、 2 、 4 、 5 、 9 、 1 3 は 1 : 6 )  
S B -1 1  

図版 挿図 挿図No. 出 ± 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ¢ 備考” 15 I N.. 2 1 - 1 - e 無繊維 水平隆帯に縦の降帯が付 く 、 表に条痕が残る

2 No.1 2 、 30 1 - 7 - a  無繊維 4 里位の波状口縁隆帯な し

29 3 1 - 1 - 2 無繊維 懸垂隆帯 と 水平降帯があ る 。

27 4 N.1 7 、 26 、 31 、 34 1 - 7 - a  無繊維 2 と 同様 な 土器

5 N.. 7 、 8 、 35 1 - 1 2- C 含繊維 刻 目 水平隆帯に縦の降帯が接続

6 1 - 9 - e  含繊維 懸垂隆帯 と 水平降帯がみ え る 。

29 7 1 - 9 - e  無繊維 断面三角形の降帯

8 1 - 10 - a 含繊維 口 唇 刻 目 、 水 平降帯， 1 - 1 0- a 含繊維 口 唇 刻 目 、 水 平刻 目 降帯 、 波状 口 絵波 頂 部 か ら V 字状 の沈線が

あ る 。

10 No 9  1 - 7 - a  無繊維 条痕の明瞭な も の

I I  No.1 8 I 含繊維 胴部

1 2 P - 15 I 含繊維 胴部

1 3 I 含繊維 底部
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第 1 6 図 釈迦堂S-1区 S B -1 1  出 土 石 器 ( 1 � 8 は 1 : 4 9 � , s は 1 : 2 ) 

No. 名 称 出 土地点 大 き さ 重 さ 備 考 N. 名 称 出 七地点 大 き さ 侑 さ 備 号

I 磨石 No l l  1 1 . 5  X I . O X  5 . 5  ， 石鏃 l . 0 X l . 1 X 0 . 3  黒曜石

2 胴石 上層 l l . 5 X 9 . Q X 5 . 2  IO 石鏃 0 . 8  X J . 4  X 0 . 5  黒耀�i

3 府石 N.10 ) 0 . 5 X 9 . 5 X 5 . 0  1 1 石鏃 i . 8 X i . 8 X 0 . 5  烈耀�i

4 府石 N. 3 J 0 , 5 X 8 , 3 X 5 . 9 12 石鏃 i . 2 X J . J X 0 . 3  焦耀石

5 胴石 N. 2 1 1 . 3 X 7 . 5 X 4 . 7  13 石鏃 No.IS l . l X I . I X 0 . 3  熟騒石

6 胴石 No 7 } 0 . 2 X 9 , 0 X 5 , 7  14  石鏃 2 . 2  X 1 . 6 X 0 . 6  黒曜石

7 閉石 Na.16 4 , 6 X 6 . 6 X 6 . 0  15 石鏃 l . 4 X l . 5 X 0 . 5  焦曜石

8 横 刃石器 上 層 3 . 7 X 7 . 3 X 0 . 9 16 石鏃 2 . 2 X  J . 8 X 0 . 5  水晶

S-1区 S B -1 3  

集 落 の ほ ぼ中央部にある住 居 址で、 早期のSB-15、 30 と 重 複するのはもち ろ んの こ と、 中期の土拡 と 重なっ

ている。 住 居 プランは隅 丸 方 形 と い う より楕 円 形 に近い。 柱 穴 と 思われるのは p 9 、 p 7 、 p 4 、 p 3 、 P 10、

P l3でそれぞれ約40cmの深さである。 炉址 と 思われる焼土の堆 積 は 2 ケ所に認められる。

出土土器にはいく つ か種 類があるが、 ほ ぼ 完 形品である図19- 3 は神之 木 台式士器そのもの と もい え るよ う

な土器である。 石器は石鏃 8 、 ピ エ ス ・ エ ス キ ー ユ 2 、 ドリル 1 、 稜磨 石 3 、 磨 石 6 、 打 斧 2 、 礫器 5 、 黒曜 石

312 g 、 水 晶 261 g である。
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第 1 9 図 釈 迦 堂 S - 1 区

1 7  

S B -1 3 出 土土器 ( 6 、 9 、 1 3 、 1 4 、 1 5 、 1 6 、 1 7 は 1 : 6 )  

S B -1 3  
図版 挿図 挿図比 出 土 地 ヽ占•ヽヽ 分 類 文 様 高 さ 容 馘 ¢ 備 考

29 19 1 1 - e  無繊維 内折 口縁 水平隆帯 と 縦 の隆帯が接続

2 N.. 3  3 - a  無繊維 懸垂隆帯 隆帯上背圧痕 ？

27 3 No. 2 3 - b  無繊維 懸垂隆帯 ＋ 水平隆帯 ＋ 縦降帯が付 く 降帯J::背圧痕

4 6 - a  無繊維 隆帯上に 背圧痕 を施 し 、 そ の 上 に 2 次施 文 と し て 沈線 を 施 し 、

二重降帯 と し て い る 。

5 N.24 7 - a 無繊維 波状条痕 が 見 え る 。

6 無繊維 表裏条痕

7 N..25 含繊維 無隆帯 士器

8 No.21 10- b  含繊維 隆帯J:格子 目 文

- 26 -



図 挿図 挿l図凡 出 ± 地 点 分 類 文 様 高 さ 容 鼠 ¢ 箭 考

19 ， t - 9 - c 含繊維 水平降帯に縦の隆帯が接続

10 1 - 10� b 含繊維 一条の左傾刻み ク ガ状降帯

1 1  1 - 1 - 12 含繊維 一条の ク ガ状隆帯

12 N. 1 1  1 - 10- a 含繊維 一条の ク ガ状隆帯

13 N.. 9  I 含繊維 底部

14 N. 5 I 含繊維 底部

15 No 3 I 含繊維 底部

16 N.. 2  l 含繊維 底部

17 N.. 4  I 含繊維 底部

S-1区 S 8 -1 4  

S K-61• 62土拡に切られているが 、 早期の遺構とは重複関係はもたない。 住 居 プ ランは楕円形で長軸450cm 、

短軸350cmを測る。 壁 高約27cmである。 柱 穴と思われる ピッ ト は 6 箇ある。 p 1 、 P 3 、 P 5 、 p 8 、 P ll 、 P 14、

である。 炉 址と思われる焼土は 2 ケ所ある。 こ とに 9 の士器は焼土の直 上にあった。

土器のうち 1 は隆帯が欠損しているが 、 おそらく ワ ラ ビ テ 文化するものと思われる。 隆 帯 上は貝 殻 刻 目 である。

他の 2 、 3 は隆帯 上の施文具が不 明 であるが、 隆帯 モ チ ー フ は古拙である。 石器は石鏃 3 、 ド リ ）レ 1 、 稜 磨 石 2 、

磨石 6 、 礫器 1 である。 フ レ イ ク は 黒 曜石 31 g 、 水 晶144 g である。 こ こ でも 水 晶 の 量 が多い。

S B -1 4  
図版 挿図 挿図凡 出 ± 地 戸'" 分 類 分 様 高 さ 容量¢ 備 考

27 20 I -,16 、 17 、 18 、 + S B -07 J - 2 - c  無繊雑 断三角隆帯に貝殻腹緑刻 目 、 懸 垂隆帯 、 水平隆帯波底部 に縦の

隆帯 、 お そ ら く 水平隆帯は ワ ラ ピ テ 文化す る も の と 思われ る 。

29 2 I 無繊維 2 段の懸垂隆帯で 波頂部 で ワ ラ ピ テ 文化か ？ 隆帯上の施文 貝 は

不明

3 I 無繊維 懸垂隆帯に 水平隆帯が付 く

4 I 無繊維 隆帯上の施文具は不明

5 1 - 1 無繊維 表裏条痕

6 無繊維 口縁部に刻み

1 J - 9 - e  含繊維 、 懸垂隆帯 ＋ 縦の隆帯

8 No.19 1 - 9 - b  含繊維 、 刻 目 隆帯モ チ ー フ， N..30 J - 7 - b  含繊維 、 隆帯な し

10 I 含繊維 、 条痕 を の こ す

1 1  I 含繊維

1 2  N.25 、 31 I 含繊維 、 底部

13 I 含繊維 、 底部

14 N.33 1 - 7 - b  含繊維 、 口 辺 、 表裏条痕

S 8-1 4 出 土 石 器
No. 名 称 出土地点 大 き さ 重 さ 備 考 No. 名 称 出土地点 大 き さ 重 さ 備 考

I 胴石 No. 1 8 . 2 X 9 . Q X 5 . 3 凹 あ り 7 稜磨石 N.. 9  J 4 . 6 X 6 . 5 X 5 . 3 

2 稜胴石 No. 7 J 4 . 0 X 8 , Q X 5 . 8  8 礫器 J Q . 3 X 6 . 7 X 2 . 5 

3 磨石 p 2 8 . 2 X 5 . 2 X 3 . 3 ， 石鏃 i . 7 X i . 4 X 0 . 5 水晶

4 胴石 N.. 6  5 . 2 X 4 . 6 X 2 . 8  JO 石鏃 l . 9 X l . 6 X 0 . 7 

5 稜磨石 No.I I  I 8 . 0 X 8 . 0 X 6 3 1 1  石鏃 i . 3 X i . 2 X Q . 3 

6 稜磨石 No S  1 5 . 0 X 8 . 5 X 4 . 3 1 2  石錐 ？ 2 . 2  X 0 . 7  X 0 . 6 黒燿石

S-1区 S B -1 5  

S B -15は北側 をS B -30 、 北 西側でSB-13と 重複 関係をもっている。 S B -15は東壁寄り に 炭 火 材があり 、

ま た 炭 火物の出土が多い こ とおよび床 面 に焼土の広がりがある こ とから 、 火 災を受けた住 居ではないかと思 われ

る。 柱 穴と思われる ピッ ト は p 4 、 p 5 、 p 7 、 P 15、 P 17である。 ま たS- 1 と 2 は破損しているが、 住 居 址

に設置された石 皿と思われる。

出土遺物は極く 少 な い。 土器は 1 がおそらく ワ ラ ビ テ 文化する 隆帯で 、 S B -17や54のそれと近いものであ ろ

ぅ 。 石器は石鏃 4 、 ド リ ル 1 、 稜磨石 1 、 磨石 2 、 打 斧 1 、 礫器 2 、 石 皿 l 、 黒 曜 石 61 g 、 水 晶95 g である 。
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第 20 図 釈迦堂 S - 1 区 S B -1 4出 土 土 器 ( 1 、 9 、 1 1 、 1 2 、 1 3 は 1 : 6 )  

S B -1 5  

戸 I 挿[:日 こl t 地 点 分 類
I - 1 3  I 含繊維 、 降帯力： く 、 降帯上刻 日 な し 様

l 含繊維 、 表 面 に 繊維 の み え る ザ ラ ザ ラ し た 器 面

他 に 早 期 の粘 士塊出 七

高 さ l 容量 t i 備考
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第 2 1 図 釈 迦 堂 S - 1 区 S B - 1 4 出 土 石 器 ( 1 - 8 は 1 : 4 、 9 - 1 2 は 1 : 2 ) 

2 

第 22 図 釈迦堂 S - 1 区 S B -1 5出土土器 ( 2 は 1 : 6 )  
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第 24 図 釈迦堂 S - 1 区 S B -1 6 ( 1  : 80 ) 
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S - 1 区 S B - 1 6  

S B-16は北側をSB-13と西側をSB-11と重複しており、 北 西の方向 では住 居址の範 囲が不 明である 。 柱

穴と思われる ピッ ト は p 5 、 p 3 、 p 2 のみで他は不 明 である 。 炉 址の位 置が、 住 居 址の中央部 よ り北側に 扁在

する。 板状石皿が南側の壁 寄りに ある 。

出土遺物は極 く 少 ない。 1 は懸 垂 隆帯が下がるもので類例 は少ない。 また 2 は小片であるが、 含 繊 維土器で隆

帯が ワ ラ ビ テ 文化 するものと思われ、 S B-17、 54と同類のものであ ろ う 。 石器は石鏃 4 、 コ ア l 、 磨 石 5 、 打

斧 2 、 礫器 1 である 。 フ レ イ ク は黒曜 石120 g 、 水 晶 110 g である 。

?
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3
5•
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第 25 図
2 

釈迦堂S - 1区

S B -1 6  (早期 ）
I 竺 l図版

30 

出

r,.,. z 

No. J 

±
 

地 点 分

I - 9 - e  

J - 9 - b  

I 

類 文

含繊維 、 表裏条痕か 見 え る 、 懸垂降帯

含繊維 、 懇垂隆帯 と 水 平降帯が付 く 、 あ る い は ワ ラ ピ テ 文 化 す る か ？

含繊維 、 条痕かみ え る 。

様 高 さ 容量 .e I 備 考

S - 1 区 S - 1 7  

S B-17はSB-18に よ って貼られた 住 居である 。 SB 17は長軸 520cm 、 短 軸 300cm の 楕円形をした プ ラン

である。 床 面に 地山の花 岡 岩が 露頭している。 炉 址と思われる 焼士の広がりを検出で きなかった 。 柱 穴と思 われ

る ピッ ト は確定で きないが、 p 7 、 p 9 、 P 12、 P 10、 P 15、

出士土器は 4 、 9 がまとまって、 P 15に 近接して出士している。

もので、

5 、

9 の断面 三 角 形 隆 帯に 貝 殻 刻 目 を施すものと伴 出している こ とから、 同時期のものと思われる 。 石器は

石鏃 5 、 稜磨 石 1 、 磨 石 1 、 石皿 1 、 打 斧 l 、 礫器 2 である。

P 19、 P 22などが柱 穴と思われる 。

こ れは含繊 維の隆帯が ワ ラ ビ テ 文 化 する

フ レ イ ク は黒曜 石90 g 、 水 晶100 g で あ る 。

S - 1 区 S 8 - 1 8  

S B-18はSB-17の 上に 床を貼った住 居である。 壁は南側半分しか判 明 しなかったが、 ほ ぼ 隅 丸方形の プ ラ

ンである 。 柱 穴はSB� I7と菫 複しているが、 p 1 、 p 2 、 p 5 、 p 6 、 P IO 、 P 16、 P ZO と思われる。 こ の う

ち、 p 1 と p 6 は浅いので柱 穴かど う か疑われる。 炉址は住居址の中央 部に 焼土の広 がりある地床 炉である。

出土土器の う ち10は懸 垂 隆 帯 上に 貝 殻 背 圧 痕を施しており、 時期決定の良 好な 資 料である 。 石器は石鏃 2 、 ピ
》

エ ス ・エ ス キ ー ユ l 、 磨 石 7 、 打 斧 3 、 磨 斧 1 、 石皿 2 、 礫器 3 、 玉石 1 である。 黒曜 石65 g 、 水 晶59 g で ある 。

S - 1 区 S 8 - 1 9  

住 居 址の切り合い関係はない 。 床 面 も壁 も 軟 弱であったが、 長軸420cm 、 短 軸 340cm の 不定形 プ ラ ンである 。

炉址と思われる焼土の検出で きなかった。 柱 穴と思われる ピッ ト は p 1 、

他の住 居の ビッ ト に比べて大 きい。

p 2 、 p 5 、 p 6 であると思われるが、

出土遺物は少 な く 、 士器も口辺部破 片 もな く 時期決定の 資 料に ならない。 石器 は 石鏃 2 、

石� l 、 稜磨石 5 、 磨 石 2 、 石 皿 3 、 礫器 l で、 黒曜石48 g 、 水 晶 17 g である。
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第 26 図 釈迦堂 S - 1 区 S B - 1 7 • 1 8  ( 1  : 80)  

S B -1 7 、 1 8 、 1 9
図版 挿図 挿図凡 H\ 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ¢ 備考

30 27 l S H - 17 [ - [ - e 無繊維 、 懸垂降帯、 隆帯上ヘ ラ 刻 目 か貝殻刻 目 か不明

2 J - 2 - e  無繊維 、 V 字状降帯 、 条痕 を 残 し 、 降帯上貝殻腹縁刻 目

3 1 - 1 - a 無繊維 、 水平降帯に縦の隆帯か接続

4 N. 5 J - J - a 無繊維 、 3 と 同 一個体か ？

'll 5 N. 5 1 - 9 - b 含繊維 、 水平降帯に縦隆帯が付 き 、 懸垂降帯は波底部か ら下が り 、 波頂

部で ワ ラ ビ テ 文化す る 。

30 6 J - 9 - b  含繊維 、 水平降帯 1こ縦降帯 と 懸 垂降帯が付 く

7 l 含繊維 、 整形痕 の段が残 る 。

8 l 含繊維 、 胴下部

， I 含繊維 、 胴下部
'l:7 'fl 10 S B - 18 I - 3 - a  無繊維 、 懇垂隆帯、 降帯上背圧痕

I I  I 含繊維
1 2 N. 2 I 含繊維 、 整形痕の浅い溝が残 る 。
1 3 No 2 I 含繊維 、 12 と 1 3は同一個体
1 4 I 含繊維
15 I 含繊維 、 格子 目 状条痕

31 27 1 6  S B - 19 J - 6 - b  無繊維 、 隆帯上 に沈線あ る い は結節沈線
17 I 無繊維 、 隆帯上 に 刻 目
18 J - 6 - a  無繊維 、 隆帯上 に貝殻腹縁刺突に よ る 沈線
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第 2 8 図 釈迦堂 S - 1 区 S B -1 9 ( 1  : 80 ) 
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第 29 図 釈迦堂 S - I 区
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S - 1 区 S B -22 

S B- 22 は 北 側 を 前 期のSB-06によ っ て 切 ら れ 、 西 側 を 小 川によ っ て 流 失 し 、 南 東 側 はSB-28 を 切 っ て い

る 。 住居址の全体 プ ラ ン を 知る こ と は で き な い が 、

2 ケ 所 あ り 、 柱 穴 と 思 わ れる ピッ ト が い く つ か あ り 、

出土土器の う ち 注 目 さ れるの は 1 と 2 で あ ろ う 。

お よ そ 直 径800cmの 円 形 プ ラ ン で ある と 思 わ れ る 。 地床 炉 は

あるい は 建 て 替 え が あ っ た と 思 わ れる 。

1は 口 唇 部に波 状の隆 帯 （ 小 単位 ） の上に貝殻 背 圧 痕 は な い

(1次 施文消 略 ） が 、 2 次 施文 と し て の貝殻 腹 縁の刺 突 を 行 っ て いる 。 ま た 2 は 含繊 維 隆 帯文土器 で 、 波 頂 部に

三 角 状 隆帯 を 施 す も ので ある。 ま た 尖 底の ミ ニ チ ュ ア 土器が 2 個体 も出士 し て いる 。 石 器 は 、 石鏃 1 4 、

ピ エ ス ・ エユ キ ー ユ 1 、 稜磨石 2 、 磨石 8 、 石皿 1 、 礫器 4 、 打 斧 1 、 磨 斧 1 、 黒曜石180 g 、 水 晶72 g で ある。

ド リ ル 4 、
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t;;J S B-22出 土土器 ( 1 、 2 は 1 : 6 )  

S B-22 (前期 ）
図版 挿図 挿図比 出 七 地 点 分 類 文 様 容 械 ¢ 備 考

31 30 I S B -22 1 - 6 - a  無繊維 、 口辺部波状降帯、 こ の降帯は 切れ切れで あ る 。 降帯J::は扁 平,::
さ れ 、 貝殻腹紘に よ る 刺突があ る 。 本来な ら 、 貝殻背圧痕 があ
る はずだが、 本例 に は な い。

2 N.. 9 1 - 9 - e 含繊維 、 水 平降帯の上に三角形の隆帯が付 き 、 その中央に縦の降帯が付
く も の と思われ る 。

3 J - 9 - e 無繊維 、 2 条の降帯が見え る 。
4 1 - 1 1 - a  無繊維 、 水 平 2 条の降帯が見え る 。
5 N.. 5 . 6 1 - 1 1 - a  含繊維 、 水平 2 条の ク ガ状隆帯
6 J - 10- a  含繊維 、 高い隆帯が付 く 、 水 平 ク ガ状降帯、 格 HI 状刻u
7 No. 7 1 - 1 3- a 含繊維 、 水 平 ク カ‘状降帯
8 1 - 1 3- a  含繊維 、 水平ク ガ状降帯， I 含繊維 、 ミ ニ チ ュ ア 尖底 七器
10 No. 7 I 含繊維 、 ミ ニ チ ュ ア 尖底 土器
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第 31 図 釈迦堂 S - 1 区 S B -25出土土器 ( 1 は 1 : 6 )  

S B -25 (早期 ）
図版 挿図 挿図凡 出 ± 地 点 分 類 分 様 高 さ 容 騒 ¢ 備 号

27 31 I N.. 4 、 5 、 8 I - 2 - aorf 無繊維 、 水 平降帯 と も 懸垂降帯 と も い え る 降帯に ヘ ラ 刻 ti が付 く 波底部

に縦の降帯あ り 。

31 2 No l  1 - 2 - b  無繊維 、 水 平降帯 1こ縦の降帯が付 く 、 格 f LI 状沈線がみ え る 。 降帯ヘ ラ

刻み。 た だ し降帯は台形 を な す 。

3 No. 9 I 含繊維 、 格 -f fcj 状沈線

4 Nc. 2 I 含繊維 、 格 — H J 状条痕

5 N.. 7 I 含繊維 、 胴部

6 No 7 I 含繊維 、 胴部
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第 32 図 釈迦堂 S - 1 区 S B -24 ( 1  : 80 ) 
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S-1区 S B -25 

S B- 25は北側はSB-11とSB-22と重複している。 SB-22によって切られている こ とは 、 確か だが 、 S

B-11との重複関係は不 確 実である。 SB-11の拡 張と見るには無理がある 。

柱 穴と思われる ピッ ト は p 1 と p 2 の みであり、 焼士は検出で き ず、 炉 址 は不 明 である 。 出士土器は 1 、 2 と

もに隆帯にヘ ラ刻 みを加 えたもので、 SB-11の 1 に器形文様ともに近似したもので、 同 一 型式である こ とは疑

いようがない 。 こ の こ とからSB-25とSB-11は同一時期の住居と思われる 。

S-1区 S B -24 

S B-24は 南側を石 埋設坑（ 古墳の揖 石を埋設した近 ・現代の遺構） によって切られている。 また住 居 内 に中

期の土拡SK-151、 152 、 153が切り込 んでいる。 柱 穴は p 2 、 p 5 、 p 8 、 P 10、 p 3 などであ ろ う。 炉 址と

思われる焼土の広がりは検出で きなかった 。

出土遺物は極く 少 なく 、 土器は含繊維士器の胴 部の小片 のみで図示しなかった。 石器は石鏃 3 、 稜磨 石 1 、 磨

石 3 、 黒 曜 石27 g 、 水 晶43 g である 。

S-1区 S B -26 

住居址の西側を小川によって流失 し ている。 また南側はSB-30と重複している。 柱 穴と思 われる p 1 、 p 4 、

P B 、 P 17 、 P 13ではないかと思われる。 炉址と思われる焼士の広がりはない 。 床 面 に地山に花 蘭 岩が露頭して

いる。

出土遺物は極く 少ない。 士器は有文の口辺部がないため 、 時期決定は困 難である。 石器は石鏃 3 、 ド リ ル 1 、

ポ イ ン ト 1 、 磨石 3 、 磨 斧 1 、 打 斧 1 、 礫器 7 、 黒曜 石74 g 、 水 晶84 g である。

S B-26 (早期 ）
図版 挿図 憚図凡 出 土

32 34 I 

2 

3 

4 

＼ P l◎ �(0 p交�{,匹

t =  @) 

応る翠い＼

p I 

哭 //(§) 

第 33 図 釈迦堂S-1区 S B-26 ( 1 : 80) 

地 点 分 類 文

I 含繊維 、 降帯上刻 H

I 含繊維 、 口 辺 部 を 欠 く

I 含繊維 、 無降帯の 口 辺

I 無繊維 、 胴 部
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第 34 図 釈迦堂 S - 1 区 S B -26出土土器 ( 1 、 2 は 1 : 6 )  

S - 1 区 S B -30 

S B - 1 5 、 1 3 、 29 と 重 複 関 係 を も ち 、 し か

��ca a 

。
◎

｀ 
2 m  

第 35 図 釈 迦 堂 S - 1 区 S B -30 ( 1  : 80 ) 

S B -30 (早期 ）

も 小 川 に よ っ て 、 住居中 央 部 を 流出 し た 住居

で あ る。 S B - 15 と 重 な る わ ず か に 確 認 さ れ

た 壁 か ら 住居址 と 推定 し た も の で 、 資 料 的 に

希 薄 な 住居址 で ある 。

出土 遺物は 2 が 小川 の中 に あ り 、 横 だ お し

と な ってお り 、 そ の下 半 分 は 埋 設 し 、 上 半 分

は 水の影 響 を 受 け た も のと 思 わ れる 。 石 器は

磨石 1 、 黒曜石27 g 、 水 晶 26 g で ある 。

図版 挿図 挿図凡 出 七 地 点 分 類 文 様 高 さ 容 績 £ 備 ぢ

32 37 I S B -30 I - 3 - · i 無繊維 、 水 平隆帯上背圧痕 裏条痕

2 I - 7 - b 含繊維 、 無隆帯

3 I 無繊維 、 胴部片

4 I 含繊維 、 胴部片

5 I 無繊維 、 降帯 を持 た ず 、 口縁部に左傾刻 �j を付 け て い る 。

6 J - 1 3- a 含繊維 、 ク ガ状降帯

7 N.. 6 I 含繊維 、 一条の ク ガ状降帯

8 N.. I I 含繊維 、 胴部， I 含繊維 、 胴部

10 N. 5  I 含繊維 、 胴 部

I I  I 含繊維 、 胴部裏面に条痕が 著 し い 。

1 2 S B -30 1 - 13- a  含繊維 、 ク ガ状降帯が付 く 。

。”

□。" y i 
)( �5 0 e- 3 1  

- 4 1 0 
(Q)- 27 

く����―�. 0-,s 
＼ 翌→3 e - 16 

'-·-.....,、 � � 、. ) - 1 3  

x
 

□ 

S - I 区 S B -32 

S B - 19の東 、 S B -33の西に検

出 さ れ た 床 面 を も って、 住居址 と し

た が 、 全 体の プ ラ ン は 不 明 で ある 。

い く つか の ピッ ト は ある が 、 柱 穴 は

確定 で き な い 。
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第 36 図 釈迦堂 S - 1 区 S B -32 ( 1  : 80) 
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第 37 図 釈迦堂 S - 1 区 S B -30出 土土器 ( 2 、 5 は 1 : 6 )  

S - I 区 S B - 33 

こ の住居址 は 、 1号 墳の墳 丘の下 か ら 検出さ れ た も の で 、 北 側 は石埋 設 坑によ って切 ら れている 。 長 軸 は 不 明

だ が 、 短 軸400cm を 測る楕 円 形 プ ラ ン と 思 わ れる。 柱 穴 と 思 わ れる ピッ ト は 壁 近 く を め ぐ る 。 炉 址 と 思 わ れる 焼

土の広 が り は 検出さ れてい な い 。

出土遺物は 少 な く 、 前 期の も の も 多 少 あ り 時期 決定に困 難 で ある が 、 早 期 の住居址 と し てお く 。 石器は石鏃 1 、

稜磨石 l 、 磨石4、 磨 斧 l 、 黒曜石35 g で ある 。

- 39 -



E
P
E
 

＇
 

E
P
C
 

迄

ー1・
ー

＋
1

PF

E

 

E
P
F
 

E
P
D
 

）
 

．．
 
p

 
“
"
2
 

.
I

 
EPA EPB 

� '" 

第 38 図 釈迦堂 S - 1 区 S B -33 ( 1  : 80 ) 
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第 39 図 釈迦堂S - 1区 S B -33出土土器 4 

S B -33 (早期 ）
図版 挿図 挿図凡 /1\ 七 地 点 分 類 文 様 r\'li さ 容 1,t .e 備 ぢ

39 I 1 - 13- a  含繊維 . 2 本の降帯がみ え る

2 I 含繊維 、 降帯あ り

3 I 含繊維

4 N.. 4  I 含繊維 、 胴部片

S - 1 区 S B - 34 

北東側を S B - 1 2によって切られた住 居である。 確 認 面が床 面とほとんど同ーであったため、 壁 高は ほ と ん ど

ない。 また床 面 には地山の花 商 岩が露頭 し ている。 柱 穴と思われる ピッ ト は p 1 と p 5 と思われる。 焼土はわ ず

かに南側にある。

出土遺物は石器の石鏃 3 、 稜磨石 2 、 磨石 2 、 礫器 5 、 黒曜石64 g 、 水 晶 30 g である。
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第 40 図 釈 迦 堂 5 - I 区 S B -34 ( 1  : 8 0 )  
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第 41 図 釈 迦 堂 S - I 区 S B -35 ( 1  : 80 ) 

S B -3 5  S - I 区

北側を石埋設 坑 によっ て 切られ、 また住 居 址 内 に 2 つの土拡が切り込 ん で いる。 さらに床 面 に は地山の花 蘭 岩

が露頭している。 柱 穴と思われる ピッ ト は p 1 、 p 2 、 p 3 が確 認されて い る。 炉 址と思 われる焼土の広がりは、

範 囲 が広 い。

出土遺物には中期や前期の も の も あるが、 わ ず かな早期期の資 料および住 居 形 態 から 早期の住居址とした 。 石

器は磨石 2 、 礫器 3 がある 。 黒 曜 石1 2 g 、 水 晶 1 0 ,g である 。

- 41 -



S - 1 区 S B -3 6  

重 複 の な い 住居 址 で あ る 。 短 軸520cm 、 長 軸 は 不 明 な 不 定 形 プ ラ ン を も っ た 住 居 址 で あ る 。 柱 穴 は P l - P 6

と 思 わ れ る が 、 住 居 址 内 に い く つ も の ピ ッ ト が あ る 。 焼 土 は 4 ケ 所 に 認 め ら れ て い る 。 早 期 の 住 居 址 で は 焼 士 の

検 出 さ れ て い な い も の も あ る が 、 こ の よ う に 数 力 所 に 焼 士 の 認 め ら れ る S B - 1 1 、 1 4 、 1 5 、 22 な ど が あ る 。

出 土 遺物 は 豊 富 で あ る 。 図43- 1 、 3 、 6 に 見 ら れ る V 字 状 隆帯 を し た も の な は 、 条 痕 を 著 し く 残 す 点 お よ び 、

6 に 見 ら れ る よ う に 、 器 面 に 貝 殻腹縁文 を 施 す 点 な ど よ り 古 拙 な 様相 を 持 っ て い る と い え よ う 。 こ の よ う に S B -

36は 、 S - 1 区 の 早 期 住 居 群 の 中 で も よ り 古 い 位 置 を 持 つ と 思 わ れ る 。 石器 は 石 鏃 6 、 ピ エ ス ・ エ ス キ ー ユ 2 、

稜 磨 石 5 、 磨 石 1 0 、 石 皿 l 、 礫 器 3 、 打 斧 2 で 磨 斧 が 2 本 出 土 し て い る 。 早 期 の 住 居 址 か ら は い く つ か 磨 斧 が 出

土 し て い る が 、 確 実 な 早 期 の 磨 製石 斧 は こ の S B 36 と S B - 50 の も の で あ ろ う 。 い ず れ も 小型 で 片 刃 の も の で あ

る 。 類例 に 乏 し い が 、 長 野 県 駒 ケ 根 市 舟 山 遺 跡 に 同 型 式 の も の が あ る 。 黒 曜 石 は 44 g 、 水 晶 1 85 g と 早 期 で も 時

間 的 に 古 い 住 居 址 ほ ど 水 晶 の 割 合 が 多 い 。
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S B -36 ( 早 期 ）

図版 抑,1 挿図No. / 1 ', I 地 /,,、'.· 分 粕 分 様 ',"', '・ ヤ' 容 ： ， ：・ ¢ 餅渇

32 4:l I I 2 l' 無繊維 、 断 面 1「1 形 V '[ '状降盟、 具 殻 刻 I I 、 条痕か よ く 残 る い

2 I 2 (' 無繊維 、 断 rf1i 二 角 形 V ' i'状降僻 、 具殻 刻 I I 、 条船 が よ く 残 る 、9

3 I 2 '、 無繊維 、 断爪i /IJ 形 貝 ·，殴 亥1) 1 1 陥,:1; 、 こ の降・：りは ワ う ビ ャ 文 化す る l 「 l fltt'I
あ り

4 I - 2 a 無繊維 ， 懸 箪降盛に 具殻亥IJ I I 、 人 災 と も 条担 を よ く 残 す C

,' ) I I 無繊維 、 断血 か 丸 い 降開か付 く 、 S Iぅ 250) 2 1こ 酌似す る 。

6 I - 2 - c 無琺維 、
給
断面 �

突
1り

が
形 貝 殻 刻

る
I I  V ' i'状降僻 、 V ' i'状降衛の 中 央 部 に U殻IJ\i

(/) 刺 み え 。

7 I - 1 3 - " 含繊維 、 タ カ状降衛刻 1 1 な し

8 l y ,, 含繊維 、 V '/状降，；l, 亥l] l l な し

， I � 1 3 a 含繊維 、 ク ガ状降俯

10 No. 2 I 1 2  b 含繊維 、 無降、閤 で よ 尖条痕

1 1  I 含繊維 、 格 f I I 状条痕

1 2  "" 7  I 1 4  無繊維 、 無 文の 東沿1 系 I?.ii 

S - I 区 S 8 -44 

ー
ー
l
J ヽ

S X -0 1 の 直 下 に あ っ た 早 期 の 住 居 址 で あ

る 。 住 居 址 の 柱 穴 と 思 わ れ る ピ ッ ト は p 6 、

p 7 、 p 5 と 思 わ れ る が 、 楕 円 形 プ ラ ン の 住
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と 3 を 指 標 と し た い 。

も 出 土 し て い る 。 石 器 は 石 鏃 7 、
第 44 図 釈 迦 堂 S - I 区 S B -44 ( 1 : 8 0 )  

居 址 の 柱穴 の 位 罹 と し て は S B - 1 7 の よ う に 、

よ く 対 応 し な い 。 炉 址 と 思 わ れ る 焼 土 は 2 ケ

所 認 め ら れ て い る 。 北 側 は 前 期 の S B - 43 と

重 複 し て い る が 、 床 面 の 高 さ は 、 ほ ぼ 同 一 で

あ る 。

出 土 土 器 は 小 片 ば か り で あ る が 、

断 面 三 角 形 の 隆 帯 に 背 圧 痕 を 加 え た も の で あ

る 。

1 と 3 は

2 は 三 角 状 隆 帯 を 施 す も の で 、 好 例 は S

B - 2 1 に あ る が 、 住 居 址 の 時 期 と し て は 、

エ ス ・ エ ス キ ー ユ 1 、

4 、

コ ア 1 、

ー

ま た 東 海 系 土 器 の 小 片

ピ

ス ク レ イ パ ー 1 、 磨 石

玉 石 l 、 打 斧 1 、 礫 器 3 で あ る 。 黒 曜 石

2 73 g 、 水 晶 62 g が 出 土 し て い る 。
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S B -44 (早期 ）
図版 挿lr<I 挿l咄凡 出 r 地 !.!• · , 分 酎 文 様 ＇：．：j さ 容 : , t ヽ !l'ii ろ·

32 45 I l -- 4 c ?  無繊維 、 水 'I'降,:;,か 2 ,t.; み え る 。 降·�tt 1 .Hl tlU 
2 I - Y e 含繊維 ｀ タ カ＂状降 ・情の I : に 頂J状降 -:Ii をみ え る 。 ·f rJの中 央 に縦降 -:Ii
3 I - 3 - i 無繊維 、 断mi , 灼 形降術に W t:狽
4 I 含繊維 、 胴祁
5 I 含繊維 、 胴祁
6 I - 14 b 無繊維 、 胴部
7 I - 14- g 無繊維 、 胴部
8 I 14 - g 無繊維 、 胴部

・'ー、`―

芭�

_____/

�B

第 4,6 図 釈迦堂 5 - I 区 5 B -46 ( 1 : 80 ) 

S B -46 (早期 ）

S - 1 区 S B -46 

S B -46 は 南 壁 を わ ず か に 残 し 、 東 辺 は 中

期の土拡 等 の 撹 乱 が 著 し い 。 ま た 北 西 側 は S

B -41の前期の住居址によ って切 ら れている 。

床 面 を わ ず か に 残 す のみ で 、 柱 穴 と 思 わ れる

ピッ ト は 確定 で き な い。 炉 址 と 思 わ れる焼 土

は ほ ぽ住居の中央に あ る 。

出土土器は 、 そ の基 準 と な る 口 辺 部 隆 帯 を

も つ も の が 少 な い 。 1、 2 、 3 は 断 面 三 角 形

の隆 帯 を も つ が 、 そ の上に施文 さ れてい な い

の で 、 所 属 時 期の推定 が 困 難 で ある。 ま た 4

のよ う に格子 目 状 沈 線 を も つ破 片 も ある こ と

か ら 、 よ り 新 し い 資 料 で は な い 。 石器は石鏃

3 、 磨石1、 玉石1、 打 斧1、 礫 器4、 黒曜

石45 g 、 水 晶143 g で ある 。 こ の住 居 で も 水

晶の量 が 上 ま わ っ てい る 。

図版 挿図 挿図No. 出 t · 地 、'.. , -' . 分 ti 文 楳 l
“
"l― ヤc w :,:; ヽ !Iii JS 

34 47 I I 無繊維 、 降·:I, I: 施 文 共 小:w1

2 I 2 - � 無繊維 ． 降帯 l ·.施 文 具 f- llJJ

3 I 2 I( 無繊維 、 断面 · : f『J 形、 H殻 刻 I I

4 I 無繊維 、 胴滞に格 r I mt.t線
5 N. 4 I 無繊維 、 ＆火条紺
6 S tt 39 I 無繊維 、 J,.� 条I�

7 I 7 b 含繊維 、 無降·:i} I I辺
8 I 無繊維 、 胴邪， N.. 5 I 無繊維 、 胴渇
10 No. I 、 2 、 3 I 含繊維 、 底溜

S - I 区 S B -48 

住 居 址の切 り 合 い は も た な い が 、 中期 の 土 拡 に よ っ て切 り 込 ま れている 。 長 軸470cm 、 短 軸 360 拡 の楕 円 形 プ

ラ ン で ある 。 柱 穴 は 住居 プ ラ ン と 対 応 してい る と は 思 え な い 。 炉 址の痕 跡 は 確 認 さ れてい な い 。 住居付 き 石 皿 は

東 壁 寄 り に存 在 し た 。

出土士 器は 水 平 隆 帯の中 に 波 状 隆 帯 を 2 本 施 す も のが ある が 、 J::端の水 平 隆 帯 は 省 略 さ れている 。 こ の破 片 か

ら そ の所 属 時 期 を 推定 する こ と が で き る。 石器は石鏃1、 ス ク レ イ パ ー1、 稜磨石 l 、 磨石 3 、 打 斧 2 、 礫 器 l

で フ レ イ ク は 黒 曜石38 g 、 水 晶 24g で ある 。
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S B -48 ( 前 期 ）

＇ 図版 I 挿1><1 , �WIゞ
49 

I I ', 地 ， ! . .  '、 分 粕

34 

2
 

5

4

 

―

―

 

文 様

無紘雑 、 中'i i降・：りの 間 に 2 本 の 波状降閤 、 降：り に 背 I i痕

無紘雑 、 降,:,; 1 -.背 I t 似
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図蔽 M•I刈 挿t111r... I I \  I :  地 .. ’ ,ヽ’
. 
ヽ 分 酌 分 様 ,:':j さ "il h\ e \iii ぢ

3 I - 4 無繊維 、 降俗

4 No I I 含繊維 、 胴 部

5 No. I  I 含繊維 、 胴 祁

6 No. I  I 含繊維 、 底祁
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S 8 -48出 土 土 器

S - 1 区 S B -49 

北 側 は S B - 31 で 失 わ れ て い る が 、 直 径 35
0cm の ほ ぼ 円 形 プ ラ ン の 住 居 址 で あ る 。 床 面

に 地 山 の 花 商 岩 が 露 頭 し て い る 。 住 居 址 プ ラ

ン と 対 応 す る 柱 穴 は p 1 、

を 占 め 、

p 2 、 p 3 、 p 4 
で あ る 。 焼 士 の 広 が り は 広 く 、 床 面 の 大 部 分

こ れ ら が 地 床 炉 の 痕 跡 で あ ろ う 。

出 士 士 器 は 少 な い 。 1 は 断 面 台 形 の 隆 帯 に

貝 殻 背 圧 痕 を 施 し て い る の で 、 S B - 1 8 な ど

s
 と 同 時 期 の も の で あ ろ う 。 石 器 は 石 鏃 3 、 黒

第 50 図 釈 迦 堂 5 - 1 区 S B -49 ( 1  : 8 0 )  
曜 石 20 g 、 水 晶 4 g が 出 土 し て い る 。

3 1 で 管 状 玉 が 出 土 し て い る が 、

S B -

こ れ は お そ ら

く S B -49 に 伴 う も の で あ ろ う 。

2
 

第 51 図 釈 迦 堂 S - I 区 S B -49 出 土 土 器 ( 1 は 1 : 6 )  

S B -49 (早期 ）
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S -1 区 S B - 50 

重 複関係を持たな い 住 居 址である 。 長 軸480cm 、 短 軸 310cm の楕円形 プ ラ ンである 。 柱 穴 と 思われる ピ ッ ト は

いく つ かあるが、 p 1 、 p 3 、 p 4 、 p 5 、 p 6 、 p 8 、 P I O 、 P l l 、 P 12、 P 14が柱 穴であ ろ うか。 炉 址と思

われる焼土の広がりは 2 ケ所あり、 ほ ぼ住居址の中央部にあるので、 炉として使 用されたのであ ろ う。 住 居 址 付

属の石 皿は、 北側の隅にあったが、 壁に斜めにかかった状態であったので、 後から捨てられたものであ ろ う。

出土土器は東海系の天神山式土器が一 個体分出土しているが、 こ れと併出した在地系の土器 2 は口辺 部を失 っ

ており、 型式認定が困 難である。 石器は石鏃 2 、

礫器 7 、 磨 斧 1 で、

ドリ ル 1 、 ピエ ス ・エ ス キ ー ユ 2 、 石� l 、 稜磨 石 4 、 磨 石 l 、

フ レ イ ク は黒曜石66 g 、 水 晶98 g である。 磨 製 石斧は SB- 36のものと同一 型式のものであ

る 。
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第 52 図 釈迦堂 S - 1 区 S 8 -50 

第 53 図
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S B -50 (早期 ）
図版 挿図 挿I叫凡 出 t. 地 /,，!． , 分 封i 文 様 翡 さ 容 :, t ヽ 備 �
33 53 I N.. I .  3 、 5 I - ) 4 � c 無繊維 ｀ 東海系 t器、 波状条炭力• あ る k削 I i式

2 Na. 2 I 含繊維 、 水 平降·:J}の 一部かみ え る 。
3 No. I I 含繊維 ｀ 胴部
4 N.. 3 I 含繊維 、 胴部

S - 1 区 S B - 52 

北側は畑の石垣のため失われている 。 また、 こ の住居 址の上部を小川 が流れていたため、 ようやく プランを確

認した 。 一辺が350 cmの 隅 丸方形 プ ラ ンであると思われる。 壁 高 は11 cmと浅 い 。 床 面 に 地山の 花 滴 岩が露頭して

土の床 面 が 少 な いくらいである 。 ピッ ト は 4 個 確 認されているが、 柱 穴とは確定で きな い 。 焼土は 2 ケ所 認めら

れ、 地床 炉である 。

出土土器は含 繊 維土器が多 い 。 1 、 2 はい ずれも隆帯が ワ ラ ビ テ 文化するものと思 われる。 S B - 54のものに

近似し、 S B - 1 7とは異なるので、 こ れら ワ ラ ビ テ 文の土器に も時間 差があるのであ ろ う。 また東海系木 島式士

器の木 島式（ 渋 谷 ・1985 ) の出土もある 。 石器は石鏃 6 、 稜磨石 3 、 磨石 5 、 玉 石 2 、 打 斧 2 、 黒曜石9 g 、 水

晶 5 g が出士している。

ー

第 5 4 図 釈迦堂 5 - I 区 5 B -52 ( 1 : 80 ) 

S B -52 (前期 ）
図版 挿図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 分 様 高 さ 容量 ヽ 備考

33 55 1 K. 2 I - 9 -aorb 含繊維、 2 重のク ガ状隆帯
2 N.. 3 1 -10- a 含繊維、 1 本のク ガ状隆帯
3 I -10--- b 含繊維、 1 本のク ガ状隆帯
4 K. 4 l 含繊維、 底部はやや平底部
5 I 含繊維
6 No. 1 I 含繊維
1 N. l 1 -14-c 東海系土器、 木島 1 式 隆帯か ら器面に かけて沈緯
8 & 2  I 含繊維 、 胴部， 1 含繊維、 胴部
10 I 含繊維、 胴部
1 1 1 含繊維
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S - 1 区 S B - 53 

S B - 49 を 調 査後 、 南 西壁 の 土 層 の 変 化 を 知 り 、 追 求 し た と こ ろ S B - 53 を 確 認 し た 。 プ ラ ン は 不 明 だ が 、 お

そ ら く 楕 円 形 で あ ろ う 。

炉址 は 未 確 認 で あ る 。

ま た ピ ッ ト は 多 数 確 認 さ れ て い る が 、 柱 穴 は 確 定 で き な か っ た 。 焼 土 は 検 出 で き ず 、

出 土 土器 は 1 、 2 と も に 断 面 三 角 形 の 隆帯 に 貝 殻 刻 目 を 施 し て い る 。 特 に 2 は 縦 の 隆 帯 に 貝 殻 背 圧 を 施 し て い

る の で 、 よ り 新 し い 様 相 と 思 わ れ る 。 5 、 6 は 含 繊 維 土 器 で 隆 帯 が ワ ラ ビ テ 文 化 す る も の で あ る 。 ま た 10の よ う

に 東 海 系 木 島 式 土 器 が 出 土 し て い る が 、

礫器 2 、 黒 曜 石49 g 、 水 晶 78 g で あ る 。

こ れ は 隆 線 を を 持 た な い 。 石 器 は 石 鏃 3 、 稜 磨 石 2 、 磨 石 7 、 ・打 斧 4 、
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S B -53 (前期 ）
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S B -53出 土土器 ( 7 、 8 は 1 : 6 )  

図版 挿図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 £ 備考

33 57 1 I'. 3 1 - 2 - a  無繊維 、 懸垂隆帯に縦 の隆帯が付 い た も の 。 隆帯上貝殻刻 目

2 1 - 2 - f 焦繊維 、 水平隆帯は 貝 殻刻 目 、 縦の隆帯に背圧痕

3 1 - 2 無繊維 ｀ 隆帯上 に 貝 殻刻 目

4 I 無繊維 、 意匠条痕

5 No.IO 1 - 9 - b  含繊維 、 隆帯が ワ ラ ビテ 文 化 し て い る 。

6 N. 6 1 - 9 - b  含繊維 、 隆帯が ワ ラ ピテ 文化 し て い る 。

7 No. 6 l 含繊維

8 No 4 、 19 I 含繊維， N. 6  1 - 9 -a orb 含繊維 、 懸垂隆帯 と 水平隆帯に 縦 の隆帯が接続

10  1 - 1 4- e  東海系土器、 隆帯は な い 。

1 1  I 含繊維

S - 1 区 S B -54 

S B -37 の 西壁 を 精 査 中 検 出 し た 住 居 で 、 西 壁 の 一 部 を 残 し て い る 住 居 址 で 、

士 し て い る 。 炉 址 ・ 柱 穴 と も に 不 明 だ が 、 焼 土 の 広 が り は あ る 。

一 個 体 分 の 土 器 が ま と ま っ て 出

土器 は 含 繊 維 士 器 で 隆 帯 が ワ ラ ビ テ 文 化 す る も の で あ る 。

こ の 個 体 の み で あ る 。

- 51 -

こ れ ら の 土 器 の う ち 、 全 体 の 様 相 が 判 明 す る の は 、



S - 1 区 S B -56 

K-17グリ ッ ドで、 早期の土器の分布が認められたので、 住居址 プランの検出を試 みたと こ ろ 、 わ ず か に 南壁

の 一 部を確 認したのである。 炉 址 ・柱 穴ともに不 明である。

土器は隆帯に 貝 殻背 圧 痕を連続 的 に施したもので、 こ れを断続 的 に施したものより新 し い 傾 向を示す。 石器は

ド リ ル 3 、 稜磨石 2 、 磨 石 2 、 フ レ イ ク は黒曜 石38 g 、 水 晶13 g である。 こ の他に管状玉が出土している。
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第 5 8 図 釈迦堂 S - 1 区 S B -54 • 56 ( 1  : 80) 

第 59 図 釈迦堂 S - I 区 S B -54出土土器 ( 1 : 6 )  
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S B -54 (前期 ）
l

図版 I ,__ I 一- · I
出 土 地 点 I 分 類 文 様 高 さ

34 I 59 S B -54 

S B -38、 S B -05 、 L -
18 、 N. 4

1 - 9 - b  I 含繊維 、 懸垂墜帯が波底部の縦の隆帯の所で ワ ヲ ピ テ 文化 し 、 波頂部か

ら の縦の隆帯 も 水平隆帯に接続
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釈迦堂 S - 1 区 S B -56出 土土器

S B -56 (前期 ）
図版 挿図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ヽ 備考

60 1 N. 4  1 - 4 - C  無繊維 、 懸垂隆帯、 水平隆帯 に縦の隆帯が接続

2 l - 4 - L 無繊維

3 1 - 5 - C  無繊維 、 平行隆帯間 に波状隆帯が隆帯上背圧痕

4 1 無繊維

5 l 無繊維 、 懸垂隆帯

6 No. 2 1 - 9 - a ? 含繊維 、 懸垂隆帯に 縦の隆帯が付 く

7 1 - 10- a  含繊維 ｀ タ ガ状隆帯

8 J\1.. 3 l 含繊維， l 含繊維
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S K 出土土器 ( 1 1 は 1 : 6 )  

図版 挿図 挿図No. 出 ± 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ¢ 備考
35 61 1 S K -23 1 - 9 - b ワ ラ ピテ 文の モ チ ー フ

2 S K -29 J - 9 - e 隆帯モ チ ー フ 不明

3 S K -59 1 - 4 - j  隆帯上背圧痕

4 S K -71 1 - 6 - b  隆帯上押引 文

5 S K -71  J - 6 - b 隆帯上貝殻腹縁剌突

6 S K -87 1 - 14 条痕

7 S K -fl,/ 1 - 12- a ク ガ状隆帯

8 S K -87 1 - 6 a 

， S K  - 1 4 1  1 - 12- b 断面三角 形隆帯

10 S K - 1 44 1 - 2 ?  断面三角形隆帯

1 1  S K - 121 、 124 1 - 5 - e 口辺部に小単位の波状文 • 円 文 を降帯で描 き 、 そ の 上に 貝 殻背圧痕 を施

す。 部分的 に貝殻腹絃剌突

1 2  S K - 1 4 4  1 - 5 - a 平行隆帯間 に 波状降帯

13 S K - 1 9 1  I - I o r  2 ?  断面三角 形隆帯 と 格子 目 状条線

14 S K  - 2 1 9  1 - 4 - i 台形隆帯、 ワ ラ ピ手文隆帯の波底部か ？

15  S K - 227 I -JO- b ク ガ状隆帯

1 6 S K - 232 I - 10--- a ク ガ状隆帯

17 S K - 223 - 2 24 J - 5 - c 断面三角形の波状隆帯

18 S K - 246 J - 1 1 - a ク ガ状隆帯、 口 唇部刻 目
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第 3 節 早期 の グ リ ッ ド 出 土土器

第 1 群土器 1 類
断面三角隆帯 に刻 目

図版 挿図 挿図凡 出 土 地

35 62 I U - 22 

2 N - 16 

3 ？ 

4 U -20 

5 S - !6 + W- 16 

6 T - 17 

7 P - 22 

8 P - 16 ， J - 17 

1 0 v -22 

1 1  S B - 31 

1 2 

1 3 S -25 

14 P -22 

15 M - 18 

1 6 T - 18 

1 7 S B -31 、 No.31

18 S B -07 

19 1 - 18 

20 

21 

22 L - 18 

23 J - 21 

24 K - 1 9  

25 T - 17 

26 R - 19 

'Zl S B -06 

28 0 - 18 

29 1 - 15 

30 I -20 

31 M-24 

63 32 S B -W 

33 S - 18 

34 0 ト レ ン チ

35 N - 1 2 

36 P - 16 

37 J - 18 

38 L - 18 

39 I -20 

40 M -23 

41 S B -23 

42 P - 16 

43 M- 15 

44 S B -31 

45 S - 16 

46 J - 1 8 

47 U -23 

48 P - 16 

49 S B 呵

点 分 類
1 - 1 - c 

1 - 1 - c  

1 - 1 - c 

1 - 1 - a 

1 - 1 - b 

1 - 1 - b  

1 - 1 - b 

1 - 1 - c 

1 - 1 - a 

J - 1 - c 

1 - 1 - c 

1 - 1 - f 

1 - 1 - g 

1 - 1 - f 

1 - 1 - g 

1 - 1 - g  

1 - J - a 

1 - 1 - a  

1 - 1 - a 

1 - 1 - a  

1 - 1 - a 

J - 1 - a  

1 - 1 - a  

J - 1 - a 

1 - J - a 

J - 1 - a  

1 - I - a  

J - 1 - a  

1 - 1 - a 

J - 1 - a  

1 - 1 - c 

J - 1 - g  

1 - 1 - g  

J - 1 - g 

1 - J - g 

1 - 1 - g 

1 - 1 - g  

1 - 1 - c  

1 - 1 - g  

1 - 1 - g 

1 - J - g  

J - 1 - g 

1 - 1 - g  

1 - 1 - g 

1 - 1 - g  

1 - 1 - g 

1 - 1 - g 

1 - 1 - g 

1 - ) - g 

文 様 高 さ 容量 ¢ 備考

波 状 口 縁 、 口 唇刻 目 、 波状部 に ワ ラ ピ テ 隆帯

1 と 同様の も の と 思 われ る 。

1 と 同様の も の と 思 わ れ る 。

ワ ヲ ピ テ 文 を持た な い。

4 と 同 様

ワ ラ ピ テ 文 で は な く 円 文 に な っ て い る 。 口辺部に条痕を残す。

お そ ら く ワ ラ ピテ 文 を も つ も の で あ ろ う 。 口辺部に条痕を残す。

口辺部に条痕 を残 し て い る 。

ワ ラ ピ テ 文の波底部で あ ろ う か。

2 本 の隆帯が さ が る 。

こ れ だけ隆帯断面がカ マ ポ コ 状で あ る 。

細い断面三角形の隆帯

懸 垂 曲 線隆帯、 裏面 に赤彩

懸 垂 曲 線隆帯

懸垂曲線隆帯

懸 垂 曲 線隆帯

条痕を残す。

こ れ も 隆帯断面がやや丸 く 太 い。

表裏 と も 条痕 を残す。

条痕 を残す。

刻 目 が 見 え な い 。

条痕 を残す。

ロ縁形状が特異

波底部で あ ろ う 。 条痕 を よ く 残す。

条痕 を残す。

条痕を残す。
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早期 の土器 ( 2 )

第 1 群土器 2 類

隆帯上貝殻腹縁刻目
図版 挿図

―
挿図凡 出 土 地 点 分 類 文 ｀ 様 高 さ 容量 ヽ 備 考

36 64 I V - 20 1 - 2 - a 口 唇刻 目 、 懸垂隆帯

2 S B - 1 2 1 - 2 - a  表裏 と も 条痕 を残す。 口 唇刻 目 、 懸垂隆帯は ほ と ん ど水平

3 S B -16  1 - 2 - a 1 と ほ と ん ど 同 じ で あ る が 、 表裏 と も 条痕 を残す。

4 T -20 1 - 2 - a  2 と ほ と ん ど同 じ条痕で文様を描 く よ う で あ る 。

5 T -20 1 - 2 - a 条痕 を よ く 残す。

6 T -20 1 - 2 - a  条痕 を よ く 残す。

7 S B -06 1 - 2 - g 条痕 を よ く 残す。

8 S B -40 I - 2 - g  条痕 を よ く 残す。， R - 1 9  I - 2 - g 条痕 を よ く 残す。

10 S B -42 1 - 2 - g  条痕 を よ く 残す 。

1 1  S - 16  1 - 2 - g  条痕 を よ く 残す。

1 2- J - 18 1 - 2 - g 条痕 を よ く 残す 。

13  S B -39 1 - 2 - g 条痕 を よ く 残す。

1 4  M- 1 7 、 N..13 1 - 2 - f 口辺部がやや薄 く な っ て い る 。

15  S B -()6 1 - 2 - g  口辺部がやや薄 く な っ て い る 。

16 L - 18 1 - 2 - g 裏 に 条痕 を残す。

17 P - 18 1 - 2 - g 裏 に条痕 を残す。

18 T - 17 1 - 2 - g  口辺部隆帯下 に条痕を残す。

19  U - 19 1 - 2 - g 

20 0 -25 1 - 2 - r 表裏 と も 条痕 を残 し 、 十字形隆帯

21 S B -05 I - 2 - g 裏 1こ条痕

22 R - 18  1 - 2 - g  ロ 唇部 に も 刻 目
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第 65 図 釈 迦 堂 S - 1 区 早期 の 土 器 ( 4 )
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図版 挿図 挿図凡 出 士 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 £ 備 考
64 23 S B �J2 I - 2 - g 条痕 を残す。

36 65 24 S B -'ll ! - 2 - c  ワ ラ ビ テ 文 を な す 。

25 K - 16  1 - 2 - c  ワ ラ ピテ文が入れ違 っ て い る 。

26 S B - 39 I - 2 - c  ワ ラ ビ テ文の巻 き 方が逆 で あ る 。

切 S H �05 1 - 2 - c  ワ ラ ピ テ 文

28 H - 18 1 - 2 - c  

29 I - 2 - e  い わ ゆ る 樹枝状の隆帯

30 I - 2 - c ワ ラ ピ テ文

31 T -20 J � 2 � c ワ ラ ピ テ文

32 I - 17 I - 2 - c  ワ ラ ビ テ 文 の波底部、 表裏 と も 条痕 を残す。

33 J - 16 1 - 2 - c  ワ ラ ビ テ 文 か ？

34 1 - 2 - c  波頂部で ワ ラ ピ テ文 に な る か ？

35 S H -07 I - 2 - c  ワ ラ ピ手文の波底部

36 N -21 I - 2 - c  裏 に条痕

37 S ll -27 I - 2 - c  

38 U -22 1 - 2 - c  裏に条痕

39 1 - 2 - c  ワ ラ ビ テ 文の波底部

40 T - 15 J - 2 - c ワ ヲ ビ テ文 に継 る 部分

41 P - 16 I - 2 - c  ワ ラ ピ テ文 に継 る 部分

42 S B -06 1 - 2 - g 液底部

43 Q -17 1 - 2 - g 条痕の上に縦の波状文 を付 け て い る 。

44 J - 16 1 - 2 - f  2 お よ び 4 の よ う な モ チ ー フ

45 S B -21 I - 2 - c ワ ヲ ピ テ文 に つ な が る 部分

46 W- 17 1 - 2 - c  表裏条痕

47 S B -21 、 N. 6 ] � 2 � 1  平行降帯か

48 S B - 1 2  1 - 2 - f  波頂部か ら垂下す る 隆帯 と 懸 垂 す る 平行降帯、 条痕は波状か ？

49 T - 19 1 - 2 - g 裏 に 条痕 、 条痕がやや太 く 高 い 。

50 J - 17 I - 2 - e  ロ 唇刻 目 、 胴部は竹管か も し れ な い。

第 1 群土器 3 類
断面三角 形帯 に貝殻背圧痕 を 間 を あ け て 施 文

図版 挿図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 分 様 高 さ 容量 £ 備考

36 66 I 1 - 16  1 - 3 - a  表裏条痕 、 懸垂曲線

2 T -22 1 - 3 - a  条痕は意匠風で あ る 。

3 S - 18 1 - 3 - b  条痕 あ り 、 懸垂隆帯の他に波頂部 か ら 垂下 す る 隆帯が付 く 。

4 S - 1 9  1 - 3 - b  条痕 あ り 、 懸垂隆帯の他に波頂部 か ら垂下す る 隆帯が付 く 。

5 J - 1 6  J - 3 - g 垂下 す る 隆帯が十字形 を な し て い る 。

6 G - 19 1 - 3 - b  3 、 4 と 同 じ モ チ ー フ

7 T -1 7  1 - 3 - g 5 と 同 じモ チ ー フ

8 I - 17 1 - 3 - b  3 と 同 じ モ チ ー フ

， T -20 1 - 3 - a  懸垂状隆帯

10 R - 19 1 - 3 - b  3 と 同 じモ チ ー フ

I I  S - 1 1  1 - 3 - a 1 と 同 じ モ チ ー フ

1 2  S B -41 J - 3 - h ワ ラ ピ手文 を な す の で あ ろ う 。

1 3  S B -39 1 - 3 - 1  モ チ ー フ 不明

1 4  x �23 1 - 3 - 1  モ チ ー フ 不明

15 U -23 I - 3 - a 押圧が浅い 。

16 S B -06 、 No.46 J - 3 - a  1 と 同 じ モチ ー フ

17 J - 16 1 - 3 - e 平行隆帯 を も つ。

18 P - 18 1 - 3 - e 平行隆帯に 垂下 す る 隆帯が付 く 。

19 U - 18 1 - 3 - e 平行隆帯に垂下す る 隆帯が付 く 。

20 S B -20 1 - 3 - f 口縁部 か ら 斜 め に隆帯が付 く 。

21 P - 18 J - 3 - i 3 本の隆帯が付 く 。

22 T - 17 、 18 J - 3 - i  懸垂す る 2 本隆帯 と 垂下す る 縦隆帯。

23 S - 19 1 - 3 - f 垂下す る 隆帯 と 平行降帯の間に鋸歯状隆帯が付 く 。 裏 に 条痕 あ り 。

24 K - 14  1 - 3 - f 23 と 同 じ よ う な モ チ ー フ 、 表裏条痕

25 Q - 19 \ - 3 - e 十字形隆帯、 表裏条痕

26 S B -23 J - 3 - e 十宇形隆帯、 表裏条痕
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図版 挿図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容 量 ¢ 備考

67 ” S B -51 1 - 3 - i 十字形隆帯、 表裏条痕

28 S B -09 、 N.24 1 - 3 - g  懸垂隆帯。

29 T ー21 1 - 3 - g 懸垂隆帯。

30 石埋設坑 1 - 3 - i 

31 S B -40 l - 3 - ; 隆帯下 に条痕

32 S B - 1 2 1 - 3 - e 平行隆帯

33 Q - 1 9  1 - 3 - i 裏 1こ条痕

34 S - 16 1 - 3 - i 

35 S B -1 2 1 - 3 - i 

36 S B - 1 2 J - 3 - i 条痕 を残す 、 口 唇1こ背圧痕

37 Q - 15 1 - 3 - i 

38 S B -51 J - 3 - i 口 唇 に 背圧痕

39 K - 17 1 - 3 - i 口 唇 1こ 背圧痕

40 S B - 17 1 - 3 - i 

4 1  Q - 8 1 - 3 - i 

42 F -22 1 - 3 - i 

43 S B -45 I - 3 - i 小片 で モ チ ー フ 不明

44 S B -4 1  1 - 3 - i  小片 で モ チ ー フ 不明

45 S B -07 1 - 3 - i 小片 で モ チ ー フ 不明

46 V -23 1 - 3 - i 小片 で モ チ ー フ 不明

36 68 47 V -18 、 S B - 1 2 、 s - 1 - 3 - e  波頂部 か ら 垂下す る 隆帯 と 水平隆帯、 口 辺部 、 裏に条痕

1 9 ,  1 6 

48 J -19 、 No. I 、 S B -50 1 - 3 - c 口 辺 部 、 裏に条痕 、 液頂部下 で 下 の隆帯が ワ ラ ビテ文 化 し て い る 。

49 W- 27 1 - 3 - c 波頂部の垂下 す る 隆帯 と 懸垂隆帯 と 下 の水平隆帯は波頂部で ワ ラ ビ テ 文

化

50 S B -04 I - 3 - c ワ ラ ピ テ 文 の波底部

51 M -1 7  1 - 3 - f 樹枝状の モ チ ー フ か ？

52 J - 22 I - 3 - h 懸垂状隆帯が 2 本下が る 。

53 S B -07 1 - 3 - c 懸垂状隆帯 を波頂部で継 ぐ部分、 表裏条痕

54 I - 18 1 - 3 - c こ れ ら は隆帯上無文で本類では な い が 、 モ チ ー フ 的 に類似す る の で 一応

含 め た 。

55 J - 22 1 - 3 - c こ れ ら は隆帯上無文で本類で は な い が 、 モ チ ー フ 的 に類似す る の で 一応

含 め た 。

第 1 群土器 4 類
台形隆帯 に 貝殻背圧痕 を 施 し た も の

図版 挿図 挿図凡 出 ± 地 点 分 類 文 様 高 さ 容 慎 ¢ 備 考

37 69 I N - 15 1 - 4 - a  表裏条痕、 懸垂降帯

2 S B -43 1 - 4 - a 懸華降帯

3 S - 17 1 - 4 - a 懸垂隆帯

4 S B -23 J - 4 - a  や や 丸 い懸垂隆帯

5 S - 19 1 - 4 - a 2 本の懸 垂降帯

6 R -23 I -- 4 - a ロ縁1こ接 し て 降帯が付 く 。

7 V -1 8 、 U - 23 1 - 4 - e 水 平 3 本の降帯 と 垂 下 す る 降帯

8 N - 1 7 1 - 4 - c モ チ ー フ が不明 だ が 、 波底部 と 思われ る 。

， S - 1 7 I - 4 - c モ チ ー フ が不 明 だ が 、 波底部 と 思 われ る 。

JO S B -03 l - 4 - b  垂下降帯 と 水 平降帯が 口縁部 に 向 っ て 上 っ て い る 新 し い 要素

1 1  J - 19 I - 4 - e 水 平降帯 と 垂下す る 降帯

1 2 0 - 15 l - 4 - e 水 平降帯 と 垂下す る降帯

1 3 S B - 12 1 - 4 - f 半 月 状の隆帯

14 S B -06 l - 4 - f 半 月 状の降帯

1 5 S B -21 I - 4 - f 半 月 状の隆帯

16 1 - 4 - e 口紘か ら水平降帯 に 向 っ て 降帯が下 が る 。

1 7  1 - 4 - e ロ縁か ら 水平隆帯に 向 っ て 隆帯が下 が る 。

18 U -24 I - 4 - f 波頂部 に 円 形 文 が付 い て い る 。 図62- 7 と 同 じ モ チ ー フ

70 19 P -16  1 - 4 - g  表襄条痕

1
2

2

0 

1 

U - 21 I - 4 - g ロ唇部 に背圧痕

S B -29 、 No. 5 1 - 4 - p;  
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第 71 図 釈 迦堂 S - I 区 早期 の 土器 ( 1 0 )

図版 挿図 挿図No. 出 土 地 点 分 類 文 様 店 さ 容 H ヽ 備 ろ

70 22 S B -42 l - 4 - g 口 柑 祁 1こ背圧痕

23 I - 17 I - 4 - g 

24 N - 16 1 - 4 - g 

25 S B -03 I - 4 - g  

26 M - 23 1 - 4 - g  

'1:1 S B -03 I - 4 - g  裏 に 条痕

28 J - 17 I -- 4 - g 降帯下 に 条痕 、 口 唇 1こ 背圧痕
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図版 挿図 挿図凡 出 土 地 、"ヽ,ヽ.ヽ 分 類 文 様 高 さ 容量 ¢ 備考

70 29 L - 16 I - 4 - g  降帯下 に 条痕、 ロ /i'f. lこ背圧痕

30 ， 1 - 4 - g  

3 1 0 - 15 I - 4 - g  口屈部に 背圧痕

32 0 - 26 1 - 4 - g  

33 P - 23 I - 4 - g  口縁部に降帯が付 く の で 、 g 類 に 入れて お く 。

34 S - 17 I - 4 - g  

35 P - 18 l - 4 - g  降帯がやや太い。

36 V - 22 I - 4 - g  条痕 を残す。

37 K - 20 I - 4 - 1(  表裏条痕、 隆帯が太い。

38 V - 18 I - 4 - 1s ロ縁部に背圧痕

39 ？ l - 4 - g  

40 S H -45 1 - 4 - g 

4 1 S - 16 l - 4 - g 補修礼 を も つ

42 S B -47 1 - 4 - g 口給部に折かえ し l l縁の よ う で あ る 。 口 肘部背圧痕

43 N - 23 1 - 4 - g ロ縁部に折かえ し 口絃 の よ う で あ る 。 1 1 柑部背圧痕

44 P - 18  I - 4 - g ロ縁部に折かえ し 口 給の よ う で あ る 。 口 肘部背托痕

45 U - 26 I - 4 - g ll縁部に折か え し JJ給の よ う で あ る 。 口 柑部背If痕

妬 M - 25 1 - 4 - g 

47 R -23 1 - 4 - g 表裏条痕

48 S - 16 l - 4 - g 

49 S 8 - 43 I - 4 - 11:  

71 50 S - 16 1 - 4 - i(  口 ／序 部 に降帯が付 く

51 Q - 18 [ - 4 - g  口 柑部 に降帯が付 く 、 及喪条痕

52 N -23 l - 4 - g  口絵下に降帯が付 く

53 T - 18 1 - 4 - g 

54 S B - 12  I - 4 - g  表裏条痕

55 V - 16 I - 4 - g 表裏条痕

56 S B -47 I - 4 - g  表襄条痕

57 ？ 1 - 4 - g 

58 ？ I - 4 - g  

59 S B - 12  l - 4 - g  

60 J - 16 ] - 4 - g 

61 U - 18 1 - 4 - g  

62 S B -43 l - 4 - g  

63 Q - 1 5  l - 4 - g  

64 S - 16 I - 4 - g  

65 S B - 06 l - 4 - g  

66 U - 19  1 - 4 - g 降帯上条痕 ら し い

67 s - 21 1 - 4 - g  

68 M - 23 l - 4 - g 

69 H � J 4 1 - 4 - g  表裏条痕

70 V - 23 1 - 4 - h  

第 1 群土器 5 類
平行帯 の 間 に波 状 お よ び鋸歯 状隆帯 を 配 し た も の 、 隆帯上は 背圧痕

図版 挿図 挿図凡 出 七 地 ,\
r 
/, 分 類 文 様 高 さ 容 11t .e 備 ぢ

37 72 I J -20 I - 5 - a 裏に条痕

2 K - 20 I - s � a  裏1こ 条痕

3 U - 2 1 、 S B -07 、 39 、 45 1 - 5 - a 裏 1こ条痕

4 S - 17  I - 5 - a 

5 M - 1 7 、 N - 17 1 - 5 - a 裏1こ条痕

6 S H -04 、 No. 1 56 I - 5 - a 水平降帯で は な く 、 上下の降帯 も 波状 と な っ て い る 。

7 S B -55 1 - 5 - a  裏 1こ条痕 、 口 柑部背圧痕波状の波長が特に短い 。

8 M - 21 I - 5 - a 口 柑部背圧痕
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- 69 -



°:NFE翌ぶ＼｀•｀茨

窓翌箋
沿深'..... ,: ぃ . ... . ..

・ 心 3 .
.... 占"i:t

llfl"" . .  ..... 
4沃‘”‘屯w.v.:··.;;7:;,,71よ

20 も

送笹苓右c:... 

r心梵 ,ゞYr.!,島之
伶··..,;;.�,. . � ... 心沿
令こ ；ゞt．
℃心ら出ニ項

2 1  

パ
□
ハ
｝／ー

y.
F

 

玄
ふ- :

f
 

f

}

ぐ
染
．
『 ．

乏
5
ごみ

i

19

J
.→ ●
 

零 0.... � .  
22 

こ

霞a
 

合
｀
ぶ
や

9
3
 

`
r
 

磁
踪
g‘

忍
{
53
跨：
6

．
．．

 ロ・・・

2

n
リ
11

.. ••
 
．`

リ

知
こ f`l

斉
g．

裕

ご.)
＼

27

n
げ
け
ば

,、 ．
a、 .

嶋
• •

 

｛．
り
べぷぷ

8"

,＇4.'
 

1
1
i.
 

ti
炉[:

、
ミ5．

ィ
苔

兌

｛
 

i d
 

ふi、
t.

ごヽ巧
]＂4.

3
 

て4

4 •
なアゞヽ

f
5

.

33

ぷ. ..‘
ぶ

序
怠《．

t
fi



図版 挿図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ヽ 備考
72 ， M-2 1  J - 5 - a  ロ 唇部背圧痕

10 ？ 1 - 5 - b  2 段 1こ な っ て い る 。

I I  S B -03 1 - 5 - b  

1 2  S B -01 1 - 5 - b  裏 に条痕

1 3 Q - 24 1 - 5 - c  裏に条痕、 上 の隆帯は失 な われて い る 。

1 4  I - 17  1 - 5 - a  

15 J - 16 1 - 5 - f  裏 に条痕

16 P - 2 1  1 - 5 - c  裏 に 条痕 、 1 3 と 同 じ構成

37 73 17 L - 21 1 - 5 - c  裏 に 条痕 、 13 と 同 じ構成、 隆帯J:背圧痕 と い う よ り 条痕

18  L - 2 1  I - 5 - c 17 と 同 じ で あ ろ う 。

1 9  K -20 I - 5 - f 

20 ？ I - 5 - c  裏 に 条痕

21 ？ I - 5 - c  裏 に 条痕

22 L -2 1  I - 5 - f 

23 S H -05 I - 5 - c 裏に条痕

24 J - 1 6  I - 5 - f 裏 に 条痕

25 L - 1 7  I - 5 - f 

26 S H - 29 I - 5 - f 

切 T - 20  I � 5 - f 

28 N - 1 6  I - 5 - <!  やや複雑 な モ チ ー フ を取 る 。

29 T - 16 、 1、 - 22 I - 5 - e 裏に条痕、 大 き な 波長 と な っ て い る 。

30 S 8 - 03 、 T - 19 I - 5 - f 裏 に 条痕 、 l:. 下 の降帯が失 な われ て い る 。

31 S 1:1 - 04 、 No.I 60 I - 5 - d  裏に条痕、 下端の降帯 は な く 、 2 重の波状隆帯が続 く 。

32 S B - 10 I - 5 - a  降帯上に背圧痕は な い。

33 ？ I - 5 - a  降帯間 に 2 貢の波状降帯が付 く 。

34 I - 20 I - 5 - e  本類に 入 ら な い が、 樹枝状の隆帯、 裏 に 条痕

第 1 群土器 6 類
隆帯上に 2 次施 文 が あ る も の

図版 挿図 挿図N.. 出 t 地 双� 分 類 文 様 高 さ 容量 ヽ 備考

39 74 1 S - 20 1 - 6 - a  裏に条痕、 隆帯上 に背圧痕 を 施 し 、 貝 殻腹縁 に よ る 刺突 を 加 え る 。

2 L - 18 I - 6 - a ロ 唇部背圧痕、 隆帯上 に背圧痕 を 施 し 、 貝 殻腹縁に よ る 剌 突 を加 え る 。

3 H - 16 I - 6 - a 器面に条痕がみ え る 。

4 P - 22 I - 6 - a  ロ 唇部背圧痕、 波状降帯 を な す も の か ？

5 M - 18 、 No. 6 I - ·6 - a 表裏 と も 条痕、 隆帯の 一部 が残 る 。

6 R - 16 I - 6 - a  降帯上背圧痕が失 な われて い る 。

7 R - 21 I - 6 - a 隆帯上 に 貝殻腹縁 を 3 列刺突 し て い る 。

8 S - 19 、 22 I - 6 - b 波状口絵、 表裏条痕 、 降帯上 角 押 文 、 樹枝状降帯， R - 23 I - 6 - b 円 文 に 角 押 文 を加 え る 。

10  R -23 1 - 6 - b 9 と 同 一 か。

1 1  T -25 I - 6 - b  角 押 文 （結節沈線で は な く ） 単 に 引 い て い る 。

12 R - 22 I - 6 - b 表裏条痕、 降帯上角 押 文

13 R - 24 1 - 6 - b 表裏条痕 、 隆帯上角 押 文

1 4  T -21 、 No. 5 1 - 6 - b 及裏条痕、 降帯J::角押 文

15 T - 24 I - 6 - b  

16 S -23 1 - 6 - b 降帯上 を 角押 文 で は な く 沈線化 し て い る 。

17 Q - 20 1 - 6 - b 降帯J:は背圧痕 と い う よ り 刻 目 に 近い。

18 R - 'l:1  I - 6 - b 背圧痕が失 な われて い る 。
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早期 の土器 ( 1 5 )

第 1 群土器 7 類 口 縁 部 無 文 の も の
図版 挿図 挿図比 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ヽ 備考

38 75 1 S B -06 I - 7 - a 表裏条痕、 口唇部に貝殻腹線 も し く は竹管様工貝 に よ る 施文が あ る 。

2 ？ 1 - 7 - a 表裏条痕 、 口唇部に貝殻腹線に よ る剌突文

3 T�l9  1 - 7 - a 

4 K - 1 8  1 - 7 - a  

5 S B -05 1 - 7 - a 

6 S B -23 1 - 7 - a 

7 s �1s 1 - 7 - a 

8 S B -49 1 - 7 - a 

， S B -47 1 - 7 - a 

10 S B -23 1 - 7 - a  

1 1  S -1 9  1 - 7 - a  

12  L -1 8  1 - 7 - b 含繊維 の も の

1 3  V -23 1 - 7 - b 含繊維の も の

14  V -20 J - 7 - b  含繊維 の も の

15 u � 24 J - 7 - b 含繊維の も の

1 6 L -21 I - 7 - b  含繊維の も の

1 7  T - 18 1 - 7 - b 含繊維の も の

18 T -1 8  1 - 7 - b 含繊維の も の

19  U -24 1 - 7 - b 含繊維の も の

20 L -21 1 - 7 - b 含繊維の も の
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図版 挿図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ヽ 備考

75 21 T -18 1 - 7 - b 含繊維 の も の

22 T - 18 1 - 7 - b  含繊維の も の

23 N -25 I - 7 - b  含繊維の も の

24 V -16  1 - 7 - b  含繊維 の も の

25 0 -21 1 - 7 - b  含繊維の も の

26 K -23 I - 7 - b  含繊維 の も の

切 P - 19 1 - 7 - b  含繊維の も の

28 H -20 1 - 7 - b  含繊維の も の

29 P - 18 1 - 7 - b  含繊維の も の

30 P -22 J - 7 - b 含繊維の も の

31  0 -25 1 - 7 - b  含繊維の も の

32 P - 18 1 - 7 - b  含繊維の も の

33 T - 17 1 - 7 - b  含繊維の も の

第 1 群土器 8 類 格子 目 文 を 有 す る も の

図版 挿図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ヽ 備考

38 76 I P - 18 、 Y -23 1 - 8 - a  裏に条痕、 浅い沈線で格子 目 文

2 P - 17 I - 8 - a  裏に条痕、 浅 い沈線で 格子 目 文

3 Y -23 I - 8 - a  裏 1こ条痕 、 浅 い沈線で格子 目 文

4 X -23 1 - 8 - a  裏に条痕、 浅い沈線で格子 目 文

5 P -17 1 - 8 - a  裏に条痕、 浅 い沈線で格子 目 文

6 X -25 1 - 8 - a 裏に条痕、 櫛歯状工具 で 格子 目 文

7 X -21 
8 P - 16 1 - 8 - b  含繊維 、 一本引 き 沈線 に よ る 格子 目 文， P - 18 1 - 8 - b  合 繊維 、 一本引 き 沈線に よ る 格子 目 文

10 S B -04 1 - 8 - b  含繊維 、 一本引 き 沈線 に よ る 格子 目 文

1 1  L - 19 I - 8 - b  含繊維 、 一本引 き 沈線 に よ る 格子 目 文

1 2  M-19 含繊維 、 条痕 に よ る 格子 目 文

13  T -20 1 - 8 - c  条痕 に よ る 格子 目 文

1 4  L - 18 1 - 8 - c  条痕 に よ る 格 子 目 文

15 J - 17 1 - 8 - c  条痕に よ る格子 目 文

1 6  T -20 1 - 8 - c  条痕に よ る 格子 目 文

17 ？ 1 - 8 - c  条痕 に よ る格子 目 文

18 W-20 1 - 8 - c  条痕 に よ る 格子 目 文

19 S B ---05 1 - 8 - c 条痕に よ る 格子 目 文

20 N -22 1 - 8 - c 条痕に よ る 格子 目 文

第 1 群土器 9 類 繊 維 土 器 の う ち 、 口 辺 部 に 刻 目 隆 帯 で 文 様 を 描 く も の

図版 挿図 挿図凡 出 l:: 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ヽ 備 考

77 l u �I9 、 V - 19 I - 9 - a  波状 口 絵波頂部か ら の懸垂降帯 と 水 平降帯で 構成 さ れ る 。 こ れに 波 頂 部

か ら縦 の降帯が付 く 。

2 ？ I - 9 - a  波状 口 縁波頂部か らの懸垂降帯 と 水 平隆帯で構成 さ れ る 。 こ れ に 波 頂 部

か ら縦 の隆帯が付 く 。

3 T -22 I - 9 - a 波 状 口 縁波頂部か ら の懸垂降帯 と 水 平降帯で構成 さ れ る 。 こ れに 波頂 部

か ら縦の降帯が付 く 。

4 V -22 I - 9 - -c 波頂部か ら 水平隆帯に縦の降帯が接続す る 。

5 v -21 1 - 9 - c  波頂部か ら 水平降帯 1こ縦の隆帯が接続す る 。

6 Q - 18 I - 9 - a 1 、 2 と 同 じ で あ ろ う か。

7 S - 18 I - 9 - a  1 、 2 と 同 じ も の の波底部で あ ろ う か。

8 R -16 、 S - 18 I - 9 - c 4 と 同 じ 構図， S B -03 、 J\1.40 I - 9 - d  懸 垂 降帯 と 水 平隆帯があ り 、 縦の隆帯が な い。

10 N - 17 、 N.56 I - 9 - c 
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図版 挿図 挿図比 出 土 地 点 分 類 分 織 高 さ 害量 4 傭考

77 1 1  Q-18 1 - 9 - d 9 と 同 じ モ チ ー フ

12  S -16 1 - 9 - b  懸垂隆帯の端が ワ ヲ ピテ 文化 し た も の

1 3  U -19 1 - 9 - b 懸垂隆帯の端が ワ ヲ ピ テ 文化 し た も の

14 G -1 9  1 - 9 - b 懸垂隆帯の端が ワ ラ ピテ 文化 し た も の

1 5  S B -28 1 - 9 - b 懸垂隆帯の端が ワ ラ ビ テ 文化 し た も の

16 1 -18 1 - 9 - e 上下 の隆帯が接続 し て い る 。

17 S B -09 1 - 9 - b 懸垂隆帯が小さ く ワ ラ ピ テ 文化 し て い る 。

18 I -18 1 - 9 - a  お そ ら く 懸垂隆帯が ワ ラ ピテ 文化す る の で あ ろ う 。

19  S - 19 1 - 9 - a  波頂部 に懸垂隆帯 と 縦 の隆帯がみ ら れ る 。

第 1 群土器 1 0類
タ ガ状隆帯 を め ぐ ら す繊維土器

図版 挿図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 分 様 高 さ 容量 ヽ 備考

37 78 l R - 18 1 - 10- a ロ縁に接 し て 太 く 丸い隆帯が付 く

2 R -18 1 - 10- a 

3 R -18 1 - 10-- a 

4 S B -08 1 - 10- a 

5 S B - 1 2  1 - 10- a 

6 W-22 1 - 10- a · 

7 S B -04 1 - 10- a 刻 目 が深 く 、 隆帯下 に条痕が残 る 。

8 V - 18 1 - 10--- a 

， V -23 1 - 10--- a 

10 J -16  1 - 10-- a 口 縁下 か ら 少 し離れて 隆帯が付 く 。

1 1  V -1 5  1 - 10- a 

1 2  I - 17 1 - 10- a ロ 唇 に も 刻 目 、 隆帯下 に条痕

13 S B -02、 No.51 I - 10-- a 

14 S B -05 1 - 10-- a 低 く 太い隆帯が付 く· .

15  S B -03 1 - 10- a 

16 M - 13 1 - 10- a 

17 S B -03 1 - 10- a 

18 M-25 l - 10--- a 

19 M - 1 7  1 - 10- a 

20 S B -45、 N.13 l - 10--- a 

21 Q - 18 1 - 10--- a 

22 S B -03 1 - 10--- a 

23 W-22 1 - 1 0- a 貝殻腹縁に よ る 刺突の可能性 も あ り

24 M-24 1 - 10-- a 

25 S B -03 1 - 10-- a 

26 I -17 1 - 10- a 表裏 に 条痕

'Zl W -22 1 - 10- a 

79 28 S B -03、 31 1 - 10- a 口唇に も 刻 目

29 R -19 1 - 10- a ロ 唇 に も 刻 目

30 R -25 I - 10- a ロ 唇に も 刻 目

31 V -24 1 - 10--- a 口 唇 に も 刻 目

32 S B -03 1 - 10- a ロ 唇 に も 刻 目

33 S B -12 1 - 10- a 口 唇 に も 刻 目

34 V -18 1 - IO- a  口 唇 に も 刻 目

35 L - 18 l - 10- a. ロ 唇 に も 刻 目

36 M -25 I - 10- a 口 唇に条痕

37 L -1 3  1 - 10--- a 

38 P -21 I - 10--- a 

39 S -21 1 - 10- a 隆帯下 に 条痕 を残す。

40 S - 18 1 - 10-- a 隆帯下 に条痕 を残す。

41  I -17  I - JO- a  
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几

早期 の土器 (20 )

図版 挿図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ¢ 備考

79 42 K -21 1 - 10--- a 

43 M- �  I - 10--- a 

44 S -21 I - 10--- c 幅 3 cmに も の低い隆帯に刻 目 が付 く 。

45 J -16 1 - 10-- C 隆帯上 に右左の刻 目 を施 し 、 格子 目 状 に な っ て い る 。

46 Q -18 I - 10--- c 隆帯上 に右左の刻 目 を施 し 、 格子 目 状に な っ て い る 。

47 T -24 I - 10-- c 隆帯J:に右左の刻 目 を施 し 、 格子 目 状 に な っ て い る 。

48 0 -19 1 - 10- c 隆帯上 に右左の刻目 を施 し 、 格子 目 状 に な っ て い る 。

80 49 S 8 -<J7、 邸5、 0 - 16 I - 10- b 隆帯上に左 さ が り の 刻 目 を施す も の。

50 S B -09 I - 10--- b 

51 P -18  I - 10--- b 

52 P - 17 J - 10- b 

53 T-17  I - 10-- b 

54 W-22 I - 11}- b 

- 81 -
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1 1  

図版 挿図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ¢ 備考

80 55 V -22 I - 10- b  

56 S B �5J 1 - 10- b  ロ唇1こ刻 目

57 T -22 I - 10- b  ロ 唇 に 刻 目

58 R -25 1 - 10- b 

59 J - 17 I - 10- b 隆帯はやや細い。

60 J - 17  I - 10- b 

61 J - 16 I - 10- b  ほ と ん ど隆帯は失 な われて い る 。

62 M-21 l - 10- b 

63 0 - 25 1 - 10- b 

64 Q - 18 I - JO- b 

65 J -21 I - 10- b  低 く 太い隆帯

66 P -1 7  1 - 10- b  

67 R -16 I - 10- b 

68 S B -01 1 - 10- b  

69 L -18 I - 10--- b 

70 J �16 I � 10-- b 条痕残 し 、 高い隆帯に刻 H 、 条痕 を よ く 残す 。

71  s s �zo 1 - 10- b 

72 R - 14 1 - 10- b  

73 S B -02 1 - 10- b  口 唇1こ刻 目

第 1 群土器 1 1 類
2 重隆 帯 が め ぐ る も の

図版 挿図 挿図凡 出 ± 地 点 分 類 文 様 高 さ 容 量 ¢ 備考 ＇

38 81 1 N -25 1 - l l- a 口縁直下 に 2 重の隆帯がめ ぐ る 。 右傾刻 目

2 0 - 14 I - 1 1 - c 上の隆帯は右傾 、 下 は左傾刻 [l

3 Q - 18 1 - 1 1- a 右傾刻 目 、 条痕

4 K -1 9  1 - 1 1 - b 高い隆帯に左傾の 刻 目

5 P - 7 I - I I- a 右傾刻 目

6 Q -20 1 - 1 1 - a 右傾刻 目

1 s s �47 、 N,. 3 I - I I- b 左傾刻 目

- 82 -



図版 挿図 挿図凡 出 土 地 ・占ヽヽヽ 分 類 文 様 高 さ 容量 ¢ 備考

81 8 S B -31 I - 1 1 - c 上は右傾、 下は左傾の 刻 目， N - 16、 S B -20 1 - 1 1 - b  

10 M- 18 I - 1 1 - b  右傾刻 目

1 1 J -20 I - I I - b 右傾刻 目

12  U -22 1 - 1 1 - e  右傾、 左傾が併用 さ れて い る 。

1 3  S B - 10 I - I I- a 右傾刻 目

1 4  L - 17 1 - 1 1 - a  右傾刻 目

15 P � J7 I - 1 1 - e 隆帯に沈線 を施す こ と に よ っ て 2 本 の 降帯の よ う に し て い る 。

16  U -23 I - 1 1 - a 左傾刻 目

第 1 群土器 1 2類 繊 維 土 器 の う ち 隆 帯 で 文 様 を 描 く が 、 隆 帯 上 に 刻 目 の な い も の 。

図版 挿図 挿図比 出 土 地 点 分 類 分 様 高 さ 容量 ¢ 備考

82 I T - 17 J -12- b 縦の隆帯 と 水平隆帯がみ ら れ る 。

2 R - 19  J - 1 2- c 縦の隆帯 と 水平隆帯がみ ら れ る 。

3 R - 19 J -1 2- c 縦の隆帯 と 水平隆帯

4 K - 17 1 -1 2- c  裏 に 条痕、 縦の隆帯

5 R - 19 \ - 1 2- c  裏 に 条痕、 縦の隆帯

6 J - 17  J - 1 2- d  口縁部か ら斜めに隆帯が下が る 。 波状隆帯の一部か。

7 T - 1 8  J -1 2- d 

8 S -18 J -1 2- d  波底部か。， V - 18 J - 1 2- a  

10 T � 1 6  1 -12- a  

1 1 W -25 J -1 2- a  懸垂隆帯か。

第 1 群土器 1 3類 繊 維 土 器 の タ ガ 状 隆 帯 に 刻 目 の な い も の

図版 挿図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 分 様 高 さ 容量 ¢ 備 考

83 I U -25 、 S B -01 、 No.95 J - 1 3- a 無 文 の タ ガ状隆帯 を 付 け る 。

2 S -19  1 -13- a 

3 M -21 1 -13- a 

4 U - 18 J -13- a  

5 S B -21 1 -13- a 

6 K -17  J - 13- a 

7 S B -21 J - 13- a 

8 U - 2 、 S B -09 1 -13- a 

， S B -04 J - )3- a 

10 T - 17 1 - 1 3- a 

1 1 K -17  J -13- a 

1 2 11 -20、 Nn 3 J -13- a 

1 3  L - 18 J - 13- a 

1 4  S B -03 J - 1 3- a  

15  R - 18 J - 1 3- a 

16  S B -09 J -1 3- a  

17 S - 18 1 - 1 3- a 口 唇 部 に 刻 目

18 S B -28 1 -1 3- a  口唇部に刻 目 、 条痕 を残す。

1 9 M - 16  J - 1 3- a 

20 S B -31 J -13- a  

21  K - 1 6  J - 13- a 

22 s � 1s  J - 13- a  

23 S B -06 、 N.322 1 - 13- a  

24 S B -03 J - 1 3- a  

25 S B -01 1 - 13- b 
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早期の土器(25)
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図版 挿図 挿図凡 出 ± 

83 26 R-16 

27 R-18 

28 R-19 

29 R-16 

3 0 T-18 

3 1  S B-02、03

3 2  S B-02 

3 3  SB-28 

34 S B-01 

3 5  S B-4 2 

第1群土器 14類
東海系土器

図版 挿図 挿図比 出 ± 

3 9 85 I S B-4 3 

2 SK -183 

3 S B-3 1  

4 W-21 

5 U-23 

6 L-21 

7 S B-3 1  

8 T-18 

， S B-4 3  

10 S B-03 

11 S B-07 

12 G-19 

13 G-19 

14 SK-76 

15 L-21 

16 Q- 8  

17 I-19 

18 S B-03 

19 SB-05 

20 S B-12 

21 M-15 No.4 

22 M-17 

23 I-19 

24 [-16 

25 T-19 

26 S B-03 

27 S-16 

28 R-15 

29 N-15 

3 0 N-15 

3 1  N-15 

3 2  P-15 

地

地

3 3  S-16、 M-17

34 J. ー17

35 1-17 

3 6  R-18 

3 7 U-22 

3 8 R-19 

3 9 V-23 

点 分 類 文 様 高さ 容量¢ 備考

J- 13-a 裏に条痕

I- 13-a 

1- 13-b 2本の隆帯

1- 13-b 2本の隆帯

I - 13-a 

J - 13-a 

1- 13-a 

I - 13-a 

I-13-a 

1-13-a 

点 分 類 分 様 高さ 容量ヽ 備考

1-14-a 隆帯上に背圧痕を施すもの、 平行隆帯の間1こ波状隆帯

J-14-a 

1-14-a 

1-14-a 

1-14-a 

1-14-a 

1-14-a 

1-14-a 隆帯下に波状条痕

1-14-a 8と同 一個体であろう。

1-14-b 

]-]4-b 隆帯上に刻目を施すもの。

1-14- b  

1- 14- b 

1-14-c 隆帯上から器面にかけて｀ 沈線文を引くもの。

1-14-c 

1-14-c 

1- 14-c 

1-14-c 

J-14-c 

1-14-c 

1-14-e 口唇1こ刻目

1-14-c 口唇1こ太い刻目

1-14-d 隆帯J:無文のもの。

1-14-d 

l -14-d 

1-14- e 

1-14- d 

1- 14-d 

1-14 ー f 無文の口縁

1-14-f 条痕を有するもの。

1-14- f 

1-14-f 

1-14- f 

1-14-f 

1-14-g 

J-14-g 

1- 14-g 

1-14-g 

I 14-g 
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図版 挿図 挿図比 出 ± 地 点 分 類 分 様 高さ 容量9 備考

86 4 0  S B-12 1- 14-g 

4 1  J-17 1- 14-g I 4 2 T-16 I- 14-g 

4 3  S B-31 I - 14-g 

4 4  S B-31 I - 14-g 

4 5  V-23 J - 14-g 

4 6  T-22 1- 14-g 

4 7  U-24 I- 14-g 

4 8  Q-19 I- 14-g 

4 9  SB-31 I - 14-g 

50 H-18 1- 14-g 

51 S B-39 I- 14-g 

52 S B-02 I - 14-g 

53 K-17 1- 14-g 

54 P-17 1- 14-g 
55 P-19 I - 14-g 
56 T-18 1- 14-g 

57 J-17 I - 14-g 
58 T-16 1- 14-g 
59 J-18 1- 14-g 
60 S B-39 1- 14-g 

61 T-20 1- 14-g 
62 M-17 1- 14-g 
63 T-18 1- 14-g 
64 S B-39 I - 14-g 

65 N-16 1- 14-g 
66 V-20 1- 14-g 
67 S-16 I - 14-g 

図版 挿図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 分 様 高さ 容U ヽ 備�-

84 I J -!9N. 1- 3-c 断面三角形隆帯に貝背圧痕を施文

2 V-18 1- 4 -e 台形降帯に貝圧痕を施文

3 1-14 東海系士器の胎士である。 平行隆帯の間に2本の波状隆帯をめぐらす。

隆帯の上に貝殻腹縁を刺突し、 やや引いているようである。

4 1-14 東海系七器 折り返し口縁の上に半戴竹管様工具で沈線を加えている。

上の山Z式に比定されよう。

5 含繊維士器 で口辺部に三角形状降帯が付くもので、 第77図2のようなモ

チ ー フとなる。

6 1-13-a 含繊維土器 口辺部に1本のクガ状隆帯がめぐる。

7 1- 含繊維土器 クガ状隆帯に左傾刻目

8 !- 含繊維土器 クガ状2本の隆帯、隆帯J:無文

9-17 " 
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第 4 衆 縄文時代前期

第 1 節 前期の住居と出土遺物
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第87図 釈迦堂5-I区S B-02• 03 (I : 80) 
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l層 茶褐色土
Il層 黄色砂礫土
皿層 黒色砂質土
IV層 淡黄色砂質土
V層 黄色土
VI層 黒褐色土
VII附 黄褐色土
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S-1区 S B-02 

S B-02はS B-03に切られた住居址である。 おそら く一辺が約500cmの隅丸方形プランである。 主柱穴は 4

個と思われ る が、 2個はS B-03に切られて 不明である。 S B-03と違い壁柱穴は ない。 炉址も不明である。 南

側の壁にか かって、 板状の大きな石皿がある。

前期の釈迦堂Z 3式の出土状態の大きな特色と して 、 大きな破片が多く 、 復元できることは少ない のである。

またS B-03から諸磯a-b式土器を出土し、 S B-03との切り合い関係があることから、 この釈迦堂Z 3式は

諸磯a式より古いことは明ら かである。 黒浜式、 北白川下層式士器の伴出があることから、 その時間的位置も自

から明ら かである。

石器は石鏃 4、 稜磨石3、 磨石6 、 玉石 1、 石皿1、 打斧2 、 礫器 2、 黒曜石134 g、 水晶64 gである。 中期

に比較して稜磨石の出土 が多い。

S B-03 

諸磯a-b式の住居址である。 主柱穴 4個の隅丸方形プランで、 炉址 は住居中央部にある地床炉である。 また

その北東側の 2個のピットは貯蔵穴様のものである。 住居の壁際には壁柱穴が並んでい る。

出士遺物のうち土器は いわゆる竹管文を有する 土器群がある。 これら は諸磯a式に属するもの と、 諸磯b式の

古い部分に属する巾広爪形文土器などの出土がある。 石器は、 石鏃2 1、 ドリル3、 コ ア1、 ピエス ・ エスキ ー ユ

1、石�-2、 稜磨石3、 磨石 7 、 玉石2、 石皿l、 磨斧3、 打斧18、 礫器 3、 黒曜石703 g、 水晶 163 gである。

石鏃の出土量が多いことに気付く。 また石器の種類が多いことも特色の 一 つである。

S B-02 

図 版 挿 図 挿図凡 出 士 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量ヽ 備 考

4 5  88 I S B-02 N..17 2-1 縄文地に 一本引沈線で円文等を描いている。縄文は L R と R? を結束第 1 種と

したものである。

2 N.. 5 2-1 異った撚りの縄を使用している。 L R と R L

3 N.26 2-1 直前段の縄の太さが異なる縄 L R  

4 2-I 斜縄文 L R  

5 N,. 7 2-1 4 と同 一個体であろう

6 N,.39 2-1 L L と R R か

7 邸6 2-1 L L と R R か

8 N.4 2-1 L L と R R か

， Noll、 14 、 15 2-1 L L と R R か

1 0 No. 9 2-J L L と R R か

11 S B-03 No!3 7 2-1 L L と R R か

N.26 

12 2-1 L L と R R か

1 3 2-1 L L と R R か

14 心 2-1 L R  

15 心 2-1 L L と R R か

89 16 N..4 2-J L R と R L が併用されている。菱形縄文をなしている。

17 N. 2 N.118 2-1 R と L で菱形縄文をなしている。 あるいは反の撚りか？

4 0 18 N.4 7 N逸 2-1 R R と L L と思われる。 一 見単なる R と L のようだが、 条が直線的にそろわな

い点が目立つ。

19 N..14 3 2-1 多様な縄が使われている。 R と L R と RIこ L の縄を間をあけて巻きつけたもの

もある

2 0 No. 3 2-1 R L  

21 No.122 2-J L R  

22 2-5 関東系士器 黒浜式 おそらく縄を軸とし L と R を忙ぺて巻きつけている。
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第88図 釈迦堂S-1区 S B-02出土土器(1)
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第89図 釈迦堂S-1区 S B-02出土土器(2) (16-21は1 : 6) 

S B-03 
図 版 挿 図 挿図No. 出土地点 分 類 文 様 高 さ 容量¢ 備 考

45 90 I 2-2-a 櫛描文で菱形文を描く

2 2-2-b 木枝状半戯竹管文 助骨文

3 2-2-b 木枝状半戴竹管文 助骨文

4 2-2-b 木枝状半絨竹管文 交点に円形竹管文地文はLR

5 2-2-b 櫛描助骨文 交点に円形竹管文

6 2-2-b 縄文地に櫛描文

7 N..67 2-2-c 口縁にヘラ状刺突文 胴部に格子目状沈線で縦に円形竹管文

8 2-2-b 櫛描文と円形竹管文， 2-2-b 櫛描文

JO 2-2-b 櫛描文

11 2-2-e 

12 2-2-e コンパス文

13 2-2-e 無文地に波状文

14 2-2-e 無文地に波状文

15 N.97 2-2-e 無文地に平行沈線と円形丸棒状刺突文

16 2-2-e 縄文地に波状文

17 2-2-e 縄文地に波状文

18 2-2-c 無文地に押'.JI文

19 2-2-c 口縁に刺突文

20 2-2-d あるいは木の葉状文をなすものか。 爪形文が見える。
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第 90 図 釈迦堂 S-1区 S B-03 出土土器 (1)
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第 91 図 釈迦堂 S- l 区 S B-03 出 土土器 ( 2 )
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46 

45 

47  

48  

第92図 釈迦堂S - I 区 S B-03出土土器 < 3) (45�4sは1 : 6 ) 

図 版 挿 図 挿図凡 II\ t. 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量¢ 備 考

90 21 邸6 2-2 - c  細 い連続爪 形 文 がみ え る 。

22 2-2 - c 無 文地に 平行沈線 文と 丸棒状刺突文

23 N.39 、 1 09 2 - 2-c 縄文地に 半載竹管文

24  N.. 121 2 - 2 - d 連続爪 形 文で区画し 、 窮消縄文をなして い る 。 R L
25 2 - 2-d 木 の葉状文 R L  
26 2-2-d 木の葉状文 R L  
27 No.70 2 - 2-d 木 の葉状文 R L ( 1 -27 までが諸磯 a 式）

91 28 邸7 2 - 2-c 縄文地に 巾 広連続爪形 文

29 2 -- 3 - a 巾 広 連続爪形文

30 N,.76 2-3 - a  巾 広連続爪形文と降帯 に押圧痕

3 1 2 -- 3 - a 降帯上刻 H

32 2-3 - a  縄文地に弧線 文と fil 形竹管文

33  2-3 - a  巾 広連続爪形 文と降帯に押圧痕

34 2 - 3 - a  巾 広 連続爪形文と降帯に押圧痕

35 2 - 3- a  巾 広 連続爪 形 文と降帯に押圧痕

36 2 - 3 - a  巾 広連続爪形 文と降帯に押圧痕

37 2-3 - a  巾 広連続爪形文と降帯に押圧痕

38 2 - 3 -a 巾 広連続爪形 文と降帯に押圧痕

39 2-3 - a 巾 広連続爪形文と胴下部は縄文帯

4 0  2 - 3 - a  巾 広 連続爪形文と胴下 部は縄文帯

4 1  No.74 2 - 3- c 縄文地に 平行沈線 文 R L  
42 N..14 2-3- c 縄文地に 平行沈線 文 浅鉢か ？

4 3 No.17 2 - 3-b 縄文地に 浮線 文

44 No.71 2- 3- e 無 文 の浅鉢か 口 唇部に浮線 文 (28-44 ま でが諸磯 b 式）

40 92 4 5  No.79 、 あ 、 1 22 、93 2 - 2 - e 縄文 R L

46 No. 1 19 2-2-e R L の斜縄文と結節縄文がみられ る 。 （稜操文）

47 N.99 2-2-e R L の斜縄文と結節縄文がみられ る 。

4 5  4 8  2 - 2-d 口 辺 部 無 文地に助骨 文を描
｀
＜ 、 胴 下 部は 斜縄文 (4 5-4 8諸磯 a 式）

93 4 9  2 - 1 斜縄文 L L か
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図 肋 挿 図 挿図比 ti', t-. 地 点 分 酌 文 様 高 さ 容量 £ 備 考

93 50 2 - 1 斜縄文 l、 L か

5 1  2 - l 斜縄文 l、 l、 か

52 2 - I 斜縄文 稜紐縄文 R I、 内mi凋格は 利l

53 2 - 1 I{ L 

;,4 2 - 1  R I、 に し を巻 いている。

55 2 - 1  R I 、 と 1、 R

56 2 - 1  

57 2 - 1 fl I、と 1、 R

5X 2 - I R I、 と L R

59 2 � 1 R R  

60 2 - 1 l、 1 、と I< R 

6 1 2 - 1 L I、 と H H

62 2 - 1 L L と K K

63 2 - 1 l、 l、 と I{ I{ 

64 2 - l 底 邪 縄文地に木 の 葉 文

65 2 1 底 部 縄文地1こ 木の葉文

66 2 I 底邪 縄文地に木 の集文

67 2 I 底部 縄文地に木 の貶文

邸 2 I 底祁 縄文地に木の 集文

94 69 Nぶ2 2 - 5 関東系土器 胴 F 部

61 70  2 - 5 関東系 l:.器 R L の直前段 3 条 か

7 1 2 - 5 関東系 t 器 縄軸 1こ R と L をむぺて巻いた縄軸絡条体

64 72  No. 1 24 2 - 6 - c  近畿東而系 上器 北 白 川 下 府 II a 式 シ ュ ロ 状文

73 2 - 6 - c  近畿東海系士器 北 白 J I I 下 f('j U a 式 ジ ュ ロ 状文

63 74 No.72 2 - 6 近畿 東 �I/系 十器 rl 辺部表裏に赤彩あ り R L  

75 2 - 6 近畿東廂系 ri,, R L と L R

76 2 - 6 - f  近畿東海系 七器 l l 辺 部に列点を持つ S H -06 、 42 の坪甕炉 1こ 類例 あ り

77 2 - 6 - f  近畿束紺系t器 降帯と 平行沈線文

78 2 - 6 - f  近畿東海系 t器 降帯と 平行沈線文
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S - 1 区 S B -05  

長 軸850cm 、 短 軸620cm 、 壁 高 4 6cm 、 柱 穴 は 基 本 的 に は 4 個 と 思 わ れ る が 、 壁 に そ っ た ピ ッ ト を も 含 め れ ば 1 0

個 と な る 。 焼 土 の 広 が り は 2 ケ 所 あ り 、 1 号 - 3 号 埋 甕 は 同 じ 焼 土 の 広 が り の 中 に あ る 。 1 号 と 2 号 は 近接 し て

あ り 、 1 号 は 関 東 系 黒 浜 式 土 器 の 胴 部 を 利 用 し て い る 。 2 号 は 釈 迦 堂 Z 3 式 で 口 辺 部 は 欠 損 し て い る が 胴 か ら 底

部 に か け て 残 る 。 3 号 埋 甕 も 2 号 よ り や や 小 型 の 土 器 で あ る 釈 迦堂 Z 3 式 で あ る 。

な お 、 こ の 住 居 址 の 南側 に 落 ち 込 み が あ り 、 あ る い は 、 別 の 住 居 址 が 重 複 し て い る 可能 性 が あ る 。 ま た 北 側 は

小 川 に よ っ て 流 さ れ て い る 。

出 士 遺物 は 豊 富 で あ る 。 士 器 は 全 縄 文 の 釈 迦堂 Z 3 式 が 多 い が 、 竹 管 文 を も つ も の の も あ る 。 住 居 址 の 時 期 は

3 基 の 埋 甕炉 か ら 決定 さ れ る 。 石 器 は 石 鏃 1 1 、 ド リ ル 1 、 コ ア 1 、 ボ イ ン ト 1 、 石 .I:'.:, 2 、 稜 磨 石 1 2 、 磨 石 2 3 、 石

皿 4 、 磨 斧 7 、 打 斧 8 、 礫 器 6 、 黒 曜 石 593 g 、 水 晶 239 g で あ る 。

ま た 士 偶 の 出 土 が あ る 。 図 2 54 - 1 ・ 2 は S B - 05 か ら 下 半 身 が 出 土 し 、 顔 の 一 部 と 胸 部 は S K - 227 か ら

出 土 接 合 す る 。 ま た 、 3 と 4 は 同 一 個 体 で 胴 部 も ま た S B - 05 の 上 層 で あ る 。 顔 に 爪 形 文 （ 人 の 爪 ） が あ り 、

右 手 も あ る こ と か ら 、 両 脚 も 備 え た も の で あ ろ う 。 6 は 頭 に 孔 を 有 す る も の で 、 類例 は 東 海 地 方 か ら 東 北 地 方 ま

で あ る 。 S B - 27 出 土 の 住 居 址 と 接 合 す る 。 7 に は 乳 房 の 表 現 ま で あ る 。

前 期 釈 迦 堂 Z 3 式期 の 土 偶 が S B -05 に 集 中 し て い る こ と お よ び 埋甕 炉 を 3 基 も つ こ と か ら 何 か 特 別 な 住 居 で

は な か っ た か と 思 わ れ る 。

S B -05 

図 版 挿 図 挿図比 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量¢ 備 考

47 96 I 2-2-a 2 重口唇に押引 文 胴部竹管文 ミ ガキ は よ いが指頭圧痕あ り 。
2 2 - 2-a 縄文地 R L Iこ菱形文 と 交点 に 円 形竹管 文
3 2-2- a ロ唇部に爪形 文 内面 ミ カ冷
4 2-2-a 半竹管沈線 と 交点 に 円 文 内面の ミ ガキ はやや粗い。
5 No. 177 2 - 2-e コ ンパ ス 文
6 2 - 2-e コ ンパ ス 文
7 N..239 2 - 2-e 縄文地に押引 文 内面 ミ ガキ
8 2 - 2-c 無文の 口辺に爪形 文 内面 ミ ガキ
， 2-2-e 無文の口辺に押引 文 内面 ミ ガキ
lO  2 - 2-e ロ唇部に ミ ガキ
I I  2-2-e 器面にハケ痕の よ う な も のが残 り 、 裏面指頭圧痕や擦痕が残 る 。 有尾式か
12 2-2 - e  器面にハケ痕の よ う な も のが残 り 、 裏面指頭圧痕や擦痕が残 る 。 有尾式か
13 No.220 2-2-e 器面にハケ 痕の よ う な も のが残 り 、 裏面指頭圧痕や擦痕が残 る 。 有尾式か
14 No.226 2 - 2 - e 器面に ハケ痕の よ う な も のが残 り 、 裏面指頭圧痕や擦痕が残 る 。 有尾式か
15 2 - 2-e 器面に ハケ痕の よ う な も のが残 り 、 裏面指頭圧痕や擦痕が残 る 。 有屠式か
16 2 - 2-e 器面 1こハケ痕の よ う な も のが残 り 、 裏面指頭圧痕や擦痕が残 る 。 有尾式か
17 2-2-e 無文地に 爪形文
18 2-2-c 木の葉状入組文 （ ？ ） を爪形文で区画
19 2 - 2 - d 縄文 � L
20 N.220 2-2 - d 木の葉状人組文 内面 ミ カ'�
21 2 - 2 - c 無 文地に押引 文 ミ カや は中程度
22 四3 2-2-e 無文地に沈線文
23 2-2-e 擦痕の残 る器面に流水状沈線、 ． ミ ガキは中程度
24 2-2 - b  肋骨 文
25 2-2 - b 半絨竹管 に よ る 羽状文 と押引文
26 2-2 - b 無 文地に集合沈線に よ る助骨文
'Zl No.23 2-2-b 無 文地に集合沈線に よ る助骨文
28 2-2-e 無文地に沈線文
29 2 - 2-e 縄文地に 半絨竹管沈線
30 2- 1 縄文地 L R

31 2-I - d  縄文地 L R

32 2 - 1 縄文地 R L に 円 形竹管 文
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図 版 挿 図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 £ 備 考

33 2- 1 縄文地 R L に沈線 と 円形竹管文 ミ カ'� は粗い

34 2- 1 縄文地 L R に 半載竹管文 と 絡操文

35 2 - 1 縄文地に 沈線

36 2- 1 平行沈線内に爪形文 内面 ミ ガキ

37 2- 1 縄文地 L R Iこ 半載管沈線 ミ カ・キ は て いねい

38 2- 1 縄文地 L R 縄文地 L R Iこ半猷管 に よ る 液状文

39 2- 1 縄文地 L·R に指頭圧痕の あ る縦隆帯

97 40 No.266 2- 1 L L と R R に よ る 羽状縄文

41 N.247 2- 1 L L か

42 2- 1 L L と R R の反の撚 り

43 2- 1 L L と R R の反の撚 り

44 2- 1 R R と L R で 羽状縄文

45 N.104 2- 1 R R と L R の羽状縄文

46 N.55 2- 1 L R  

47 N.123 2- 1 L R  

48 No 4 2- 1 直文 R L

49 N.257 2- 1 L R  

50 2- 1 斜縄文 L R と 稜繰文

51 No.1 44  2- 1 斜縄文 R L

52 Noi54 2- 1 斜縄文 L k

53 邸6 2- 1 縄文 L R と R L を併用

54 2- 1  R Iこ r を L 巻 き し た 縄

55 No.76 2- 1 斜縄文 R と L R

56 No.248  2- 1 L L と R R と 思われる

57 2- 1 2種類の L R

98 58 2- 1 L R  

59 2- 1 L R と R L の羽状縄文

60 N.155 2- 1  縄文 R L 

61 2- 1 縄文 R L

62 r..121 2- 1 縄文 R L

63 2- 1  L R  

64 N.356 2- 1  縄文 R L と L R

65 2- 1  R L  

お 2- 1  R L  

67 2- 1 縄文 R L と L R

68 2- 1  L R  

69 2 - 1 

70 No.280 2 - 1 

7 1  2 - I 

72 N.132 2 - I 縄文 L R

73 �269 2 - 1 

74 N.333 2 - 1 

75 2 - 1 

76 N.76 2 - 1 

77 N..43 2 - 1 縄文 L R

78 Jlo.245 2 - 1 縄文 L R

40 99 79 No i  30 2 - 1 埋甕炉 R R と L L で羽状縄文

80 1'1, } 3 0 2- 1 埋甕炉 L R と R L を併用

81 � 1 30 2- 1 埋甕炉 関東系土器 、 黒浜式土器

82 N.27 3  2- I 羽状縄文 L R と R L

83 N.27 3  2 - 1 撚 り の ゆ る い L R
84 N. 3 36 2 - 1 縄文 L R

47 85 N.225 2 - 1 縄文 L R と R L
86 2- 1  斜縄文 L
87 2- 1  R と L L も し く は R と R R か

- 1 03 -
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図 版 挿 版 挿図凡 出 t 地 点 分 類 文 様 高 さ 容艤 £ 備 考

99 88  2 - 1 L L と R R

89 N.. 3 20 2 - 1 R L Iこ 部分的に L R

90 N. 2 5 I 2 � l  L L で あ ろ う

1 00 9 1  N. 1 63 2 - 1 底邪 木の葉底 R L

92 N.. 2 7 4  2 - 1 底部 木 の 葉底 に さ ら に R を施 文

48 93 2 - 1 底部 木 の 葉底

94 No. 3 4 6  i 2 - 1 底部 木 の 葉底
I 

底部 木の葉底95 No. 1 5 1  2 - 1 

96 No. 6  I 9 2 - 1 底部 木 の 葉底

97 No. 2 2 - 1 底部 木 の 葉底

98 N. 2 4 6  2 - I 底部 木の葉底

99 N. 1 88 2 � l 底部 木の葉底

1 0 0 "'40 2 - I 底部 木の葉底

I O  I ・N. 1 1 2 2 - 1 底部 木 の 葉底

1 0 2 N. 2 68  2 - l 底邪 木の葉底

1 0 3  N. 2 9 5  2 - I 底部 木の葉底

I O  4 1'b82 2 - 1 底部 木 の 葉底

61 1 0 5 心79 、 230、 S B
- 07 、39 、 M - 18

2 - 5 関東系 t器 、 黒浜式 口縁部に コ ン パ ス 文 胴部 に L R に r を 巻 い た も の と R L Iこ r

M 位 l を 巻 い た も の を結 束 した羽状縄文

1 0 6  P 1 29 2 - 5 関東系 t器 、 黒浜式 口縁部に 爪形文 胴 部 に R I f 
L 
L の直前段 3 条

I L  
63 l O 7 2 - 6 近畿東海 系 t器 北 白 1 1 1 r層式

1 0 8  邸2 2 - 6 近畿東泊） 系 t器 北白J 1 1 r層式 底 部

1 0 9  2 - 6 近畿東海系 七器 口 辺 郎 に 半絨竹管1こ よ る 列点 ． 清水 ノ 上 I 式に続 く も の で あ ろ う 。 S B -Ol 
K -23 
S B -01 

S B -05 出 土 石 器

N.. 名 称 出 卜地点 大 き さ ifi: さ 備 杓 N. 名 称 出 t地点 大 き さ 4i さ 備 名·

I /f') 製 � i 斧 N..25 1 2 7 X 5 . 0 X 2 6 23 脱 ,fj No.21 9 , 0 X 7 . 5 X 4 . 0  門

2 1ft 製 �i 斧 No. ! ! 0 . 5 X 6 . 7 X 4 , Q  24 府 石 N., 9 1 1 6 X 7 Q X 4 6 凹

3 府 製 ,{i 斧 No. 7 7 . 0 X 3 . 6 X 2 . 3  25 序 ぷ N. 9  l O O x 6 Q Y 6 0 

4 1ft � �i 斧 No.20 9 . 0 x  2 . S x  1 . 8 26 朋 石 No.17 1 2 . 3 X 7 , 2 X 3  8 l"I 

5 �  製 心 斧 No.33 6 7 X 2 3 X J 7  27 � 石 No 4 8 J X 7 . 3 X 3 4 凹

6 打 製 石 斧 No. 5 7 2 X 5 . 7 X 2 . 0  28 朕 石 1'1,29 7 5 X 6 Q X 4 Q 

7 打 製 石 斧 9 . J  X 6  Q X  1 . 5  29 府 石 No. I 9 . 4 X 9 . 6 X 4 . 0  凹

8 打 製 石 斧 No.40 9 . 7 X 6  Q X )3  30 朋 石 N. 7 7 . 3 X 8 . 6 X 4 . 2 凹

9 打 製 石 斧 9 . 6 X 4 . Q X 0 . 7  31  磨 石 No. 9 J 4 . 0 X 9 . 2 X 6 0 凹

10 打 製 石 斧 N..10 \ 3 . 3 X 7 . 2 X 1 . 8 32 磨 石 Na.18 9 . 8 X l l , 0 X 4 , 7  凹

1 1 礫 器 N.'n 12 3 X l6 , 3 X 4 2 33 磨 石 N.30 8 . 0 X 8 . 7 X  2 . 0  

1 2 礫 器 JQ . 2 X JQ . 2 X 4  2 34 稜 磨 石 5 . 5 X 7 . 7 X 6  0 

13 礫 器 No.24 8 1 X 10 6 X 3 7 35 稜 磨 石 8 0 X 6 . 6 X 6 9 

14 礫 器 N.25 7 . 0 X 7  5 X 2 . 7  36 稜 磨 石 No.29 ) Q  7 X 8 . Q X 5 . 2 645 

15 石 ヒ. N.32 4 . 2 X 7 . Q X J . Q 37 稜 磨 石 8 . 8 X 6  7 X 6  2 

16 石 ヒ

"
' 

2 . 7 X 7 . 0 X 0 . 5  38 稜 暦 石 J O . Q X 4 2 X 6 7 

17 ? 10 2 X 3 . 9 X  1 2 39 稜 磨 石 N..22 1 2 . 7 X 6 . 2 X 6 . 5  

1 8  4 , 7 X 4 , 3  X 1 . 2 40 稜 府 石 N. 1 1 5 . 1 X 8 , 8 X  5 , 5  

19 ス ク レ イ パ ー N. 6 4 5 X 3 . 7 X 0 . 4  4 1  稜 胴 石 No. 8 1 3 . 5 X 7 . 2 X 4  6 

20 暦 石 No.12 l l . 2 X 8 . 2 X 5 . 0  火熱変色 し て い る 。 42 稜 閉 石 No.16 1 7 , Q X 9  8 X 9 , 2 

21 磨 石 N.31 l l . O x 9 . 5 X 4 . 0  43 稜 胴 石 111.14 ) 2 2 X 5 . 8 X 5 . 7  

22 磨 石 ] 3  5 X 7 . 3 X 4 . 3  

―- 1 07� 
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S - 1 区 S B -06 

住居址 の 中央部を 小川 に よっ て 、 浸 蝕 され て い る 。 長 軸820cm 、 短 軸 800cm の隅丸方形プランで あ る 。 周 溝 が

住居プラン より 100cm 以 上 に 小 さ く 廻 る 。 周 溝深 さ 10cmで中 に 小 穴 がい く つ か あ る 。 柱 穴 は 4 個 と思われ る が、

2個は 小川 に よっ て 失 なわれ て い る 。 P 2 は 直径50cm 深 さ 75cm を 測 る も ので、 それ ほ ど 深 い も の で は ない 。 壁高 は

60cmを 測り 、 深く掘り込 まれ て いる 。 炉 址 は 住居址 中央部北側に 東 海 系 土器を 埋 設 し て い る 。 焼土も その 周 囲 に 見 ら

れた 他 、 住居内 4 ケ 所 の 床面 か ら 検出 され て い る 。

出土遺物は釈迦堂Z 3式を 中心 と した 土器の出土が多い 。 住居址 の時期決 定 に は 埋 甕炉 の 東海 系 尖 底 士 器の 位

置付け が問 題 となる 。 これ は S B 4 1 、 42 の 第 3 埋 甕炉 の 土器と同 一 型式と思われ る 。 口 辺部に 数 条 の 列 点 を 廻 ら

し 、 胴部と内 面 に 条痕 様の 沈 線 を も つ も の と思われ る 。 この 土器は 東 海地方で も 未 名 の 型式である が、 黒浜式に

併 行 す る 型式と考 えて おきた い 。

石器は石鏃24 、 ドリルl 、 コ アl 、 ボ イ ン ト 1 、 石� 2 、 稜磨石1 1 、 磨石1 8 、 石 皿2 、 磨 斧 2 、 打 斧 2 、 礫器

1 、 玉 石 7 、 石 皿2 、 黒曜 石 3 8 5 g 、 水 晶273 gである 。

S B -06 

図 版 挿 版 挿図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量£ 備 考

4 9 1 0 5 1 -4 2-1 縄文地 L R に押引文 を施す。

5 - 6  2-1 縄文地 L RIこ 茎状工具の先端で剌突 し た も の

7 - 8 2-I 縄文地 L R に 口 唇部か ら縦の降帯が垂下す る 。

， No. ! 6 8 2 - I コ ンパ ス 文の退化 し た 波状沈線 を施す。

10  邸7 2-1 無文地に波状沈線

1 1  2 � 1 縦の羽状縄文
12 2-1 口柑部に押圧 文

13 -14 2 � 1 口辺部に 平行沈線文

15 2 - I 二甫口縁に押引 文 無文地に平行沈線に よ る 菱形文

4 0 1 0 6  16 N.13 9 、 194 2-1 L L と R R の地文の 上に 口辺部は平行沈線 を施 し 、 そ の上に縦の降帯が付 く 。

17 No I 2 4 2-1 L L と R R の菱形縄文

18 No.225 、 255 2 - 1 R L と L R の羽状縄文地 一本引 き沈線、 口辺部に縦の降帯。

4 1  19 N.194 、 295 、 4 3 4 2 - 1 口辺部に屈折 を も ち 、 底の小さ い深鉢形 R L と L R 羽状縄文

20 N..15 、 16、 17 2 � 1 R L と L R の縄文
21 N.7 0 、 77 2-1 R L と L R の縄文 口唇部刻 H
22 No 18 5 2 - 1 R L と L R の縄文
23 No 4 7 1  2-1 R L と L R の縄文

1 0 7 24 No. 3 0 5 2-1 R R と L L の無節 と 思われ る 。
25 N. I 2 4 2-1 R R と L L の無節 と 思われる 。
26 No. 4 2 9 2-1 L L  

27 No. 2 7 8  2-1 L '  

28 N.. 28 4 2-1 R R  I 

I 29 N. 3 4 0  2-1 R L  

3 0 21 N.2 0 、 2-1 ロ辺部に押引 文 、 L R の縄文
3 1  No. 3 5 7 2 � 1 L R  

3 2  No. 3 0 5 2-1 L L と R R の羽状縄文
3 3  N.. 254 、 256 2 - 1 R L と L R

3 4  2 � 1 無文の小形七器
1 08  3 5  N,,. 1 85 2-1 L R と R L の羽状縄文

3 6  2-1 R L  

3 7 2- 1 R L  

3 8 N.. 4 4 6  2 � 1 R L と L R の羽状縄文
3 9 No. 1 71 2-1 R L  

4 0  N. 1 85 2 � 1  L あ る い は L L か、 R R の反 の撚 り か
4 1  N.1 0 9 、 299 、 3 0 5 、 2 -1 L L と R R の反の撚 り

4 4 5  
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図 版 挿 図 挿図凡 出 上 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ¢ 備 考

1 08  No.4 I 8 2 - 1  L Lと R R の反の撚 り

4 3  No. 3 0 5 2-1 L Lと R R の反の撚 り

1 09 4 4  No. 29 4 2-1 R Lと L R

4 5 N. 4 9 9 2-1 R Lと L R

4 6  � 29 6 2-1 R Lと L R

4 7  t>.,. 3 0 6 2-1 R Lと I. R 

4 8  No. 3 0 5 2-1 L Lと R R の反の撚 り

4 Y  N.. 3 08  2-1 R Lと L L の反の撚 り

50 N. 4 2 3  2-l L Lと R R の 反 の撚 り

51 N.4 8 2 - 1 L L  

52 No. 3 2 4 2-1 49といl ー か

53 N. I 7 2 2 - l 1、 R i 
54 No. 4 4 6 2-I R Rと L I、

55 N. 29 7  2-l � I, ！ I IO 56 1\1,.13 2 - 5 関東系 七器 IJ 辺部に 爪形 文 胴 部 に R L 縄 文 、 類例 多 い。

57 2 - 5 関東系 f器 爪形 文 ！ 
58 N.'X/8 2 -- 5 関東系 t-器 無 文地のJ I 辺 に削れ た コ ン パ ス 文 ： I I 59 No.96 2 - 5 関束系 I·器 L Rと R L の羽状縄 文 S 

と
B -01 

60 No. 3 5 5 2 - 5 関東系 t器 l、 R ( 0 段多条か） の地 文 に波状 文
接合

61  N. 4 2 - 5 閲 東 系 げ:; R I、と 1、 R の 羽状縄 文

62 6l 2 6 2  2 - 5 関東系 t器 L L の反の撚 り

63 2 - 5 関東系 I器 L L の反の撚 り

64 2 76 2 - 5 関東系 I器 R l、と息われる。

65 T � J J Y 、 N - 17 2 - 5 関東系 r器 網 tl 状撚糸 文S K  - 13 

バ
ロ

s
·
”�

 

· �

9

·’

{

•

 

、

.

};.�．i

”

 

ど
ぇ
k

ー`ニ
信
ぎ�1全i,9

;�l．し

―ー’
^
-i}

4／
 

•• •
 (i
.
1T9‘

 

ピぇ
fi.4

t
1

門
硲
み

玄

心、

夕i
,•ぷ
究

1ふ，
 

翠
ダ

ごご

f

g：
二
てク ーごt
3

．ど •9f
ら”

こ．．．
 ＂‘．
 

,,,.-:·� 一 . _. •;. -·-· . - • 
• ・ · ・・ ヤ"-'>'

; -· . . . . . , , . .  . , . . , . , /, . , · 
. .  · · · -. 心,<.; , -; . · ... ,:.: ← ,:.-, ... . , ., � . , - - -- . .  

.. ・_;±,-.・ク... . . -' • ・・<··' • • •• ぶ．
•
江" ,:,-;

『9 ・｀ . , :、'、二:,... .. 
., . ,._ ヽ 心·:. .•;;.� 、全• .. .  !. ク :·.

／
 

□
[

9 i

l[- i-

[•

•
[

,[
― ―彎-—hゃ

ご―
〗―

― :
[

9-
＇

＿＿

i

ご
●〗

〗i
9，／
；
亡
□-
l

• ・▼<ゃ· ／
 

2
 

バ
/

L
・
ゞ
ミ

:.
‘; ．
苓�

こ

も●

ぷ

芯
ふi-
K

、
4if{ i

え

必
怠
竺

5,r
 

ン9

:

～゜•[.
＾

慶

,·

し1 .
r

）
さ

名
••

 ,K .
9

 

9ー・＇
．
．

 

r
『そ

c

き

ぞ
む
ざ｝・

f

ら

—

』ゞ ．
•

H

、.u•
6F"

.••
 

一．, ｀

t
2
 
，ヽ^←

(-、
を
さ

ご
·

受

を―>を

；
ぶ

6

-？
 

．． ーイ言t
 

李
各
必

元
苔

虔”t

の

望
l

ギ．
を

．
ぷ
芯ゞ．．．

 

ぷ
ぶ
5．
え

百 ．
7

:と‘

多
汐
g

fー
グ

吟
3

・
ク

\f̂

.̀
‘

 

. ‘
)
＇9
 

；
ぞ

露
怒

F·ir[
こ

,．
9
,
�
 

L
3
 

、 ="'·姿:-•-;;.·....- .. . ---�· ・
c., ... ～合；；ごで.�宅乞ぞこ玄くご9"-:-、, .心
· '· ·,- , ベニ-::�- ,.- ,o,""'"'""ー ・ — ·- - ・・ベ. . ... 

. ;..= •,.-� . .  --�A ・. .., · · -._,,.,, ヽ "··· —ふ·. __ . . 、へ�-- · '.. .. . . • .  ・-- ·-· . _. , .. _ _  
・ダ' . • ; ,!'  

• づ 迄 ～こだと2ージ
: -�- ら • . .• --".! '.,,· . ;- 、

,
., 場 ..

., • . .  ン1ゞ,_.、9 、 . ..
• . , .. ·,c·· -:-::C 竺 こタ

:
!'; ー： _: ジぷ-- .,• 

／ 
，

 

ヽ. . • . 

-· 
1 0  

レニfil! 
1 3  

1 4  

／
／呪

-．
3
 
•

. •
 “
 

}
 •
•

 

}
ご•

『

:.，·

}

ギ
．．

．
 

グ
？

一ii ��

")·
"O F

ヽ

く
｝

·

·

一 ．．
 

f

i
`

〗
�

．
疇

-‘
 

:
』

▲f電

\\f�:i>;J 
第 1 0 5 図 釈 迦 堂 S - 1 区

7
 

. , ··· , · , >•,/-C . .'" ' ヽ·.,:' . • .
. ;. . . ' ー っ・・<, C ヽ-·

・ ·:,. ぐ<; ・,.�. ' 
、 . . • .>.-

-� ・4、・． ：．． ぞ.. 、_,.. .ゞ··
, . . ' 

-:_.....,_-;,_ ' ·, 
、:-. c ・- . -:.,, 

. ·· c .' 
"' ↑
 

i
 ••

 

[2
 

．
．
一

a
 

,；’
~

 

,
.
4..�

 

.

.

.
 、

4

ン

，望-

.
"

f

 

f
 

S、.』
3-
o

(
t
 

Fゞ ．ヽ ‘
[ ＇•ヽa

.

J

•

d.
 

0‘f

、.‘fヽ
'

i
•

••
 、.

t
}

 ．．
 

し．．
 

J-

-、.吝

1

．
．

 ｝
 . .

 ,

＼バ•

1

/
 

'，
＇
・、

9
 
•

 

•
 -

`-`
 

｀
 ·

·

▼r
rf·
4 ・ツ．

8
 

／
 

． ．
 i

:ふ
]

1

•••
 ``
 

．
ヽ

4

一

．． ．�．
｀

 

4
,.

9
 

ぐ
[ 9

、
5
谷
ご

2

[
g
7.-
f

 

.

“
t
 
•.

 
1

 

)�{fl:<{( 
S B-06出 土土器 ( 1 )

- 1 13 -



’ ’ 
1 7  

1 6  

1 9  

第 1 06図 釈迦堂S- 1 区 S B-06出土土器 (2) (16�23 は 1 : 6) 
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第1 0 7図 釈迦堂S-1区 S B-06出土土器(3 ) (24�34は1 : 6) 

図 版 挿 I� 挿l:;(JN. II\  r 地 点 分 類 文 様 高 さ 容 ¥ ヽ 備 与

1 1 0 66 No. 3 1 7  2 - 5 無 文地 に 降帯

40 67 罪甕炉 2 - 6 近畿東海系t器 口 辺 内側 に条線 器厚 の 薄い 、 尖底 t器 S H - 42の埋甕炉と同

印式と思われる 。

63 68 2 - 6 近畿東海系七器 口 柑 部 に 刻 ll L R の O 段 3 条と R L の O 段 3 条の羽状 縄 文

69 2 - 6 近畿東海系 t.器 北 白 川 F層 l 式 条痕 あ り 頸 部 に 刻 目 あ り 。

-l l5-
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第 1 0 8 図 釈迦堂 S - 1 区 S B -06出土土器 ( 4 ) (35-43 は 1 : 6 )  
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67 

第 1 1 0 図 釈迦堂S-1 区 S B-06出土土器 (6) (56、 58-61 、 65 -67 は 1 : 6) 

図 版 挿 lヌl 挿 l刈No. / ! ', I・ 地 点 分 類 文 様 高 さ 容 械 ヽ 備 ぢ
1 1 0 70 2 → 6 近畿東海系 t器 北 白 川 ff!'! R a 式

63 7 1  2 - 6 近畿東海系 t 器 1--1辺 部 に 平絨竹行に よ る 列点 ｀ 頸祁 に 刻 ti S B - 26 

I l l  73 底 蔀73-82は底祁で 、 前期の I·器製作法の 一端 を ぷす。

74 底 部

75 No. 1 76 2 - 6 底 部 R I、

76 No. 258 2 - 6 底 部 L L

77 Na.26 1  2 - 6 底 蔀 木の 葉 文 と 縄 文 I 、 1 、

78 No. 4 1 7  2 - 6 底 部 木の 葉 文 と 縄 文 底祁の縄 文 は 不 明 、 1!1雑 部は L L と R R

79 N.350 2 - 6 底 部 縄 文:. I 
N. 1 98 2 - 6 底 部 縄 文 底蔀 1こ L 、 胴 部は L と R

i N. 2HO 2 - 6 底 部 縄 文

82 No.349  2 - 6 底 祁 無 文

S - 1区 S B-07 

長 軸620cm 、 短 軸600cm の 隅 丸 方 形 プ ラ ン の 住 居 址 で あ る 。 壁 高 62cm 、 ピ ッ ト の 深 さ は 60- 70cm で 、 6 柱 穴 と

も 思 わ れ る が 、 西 辺 中 央 の ピ ッ ト が 中 期 土 拡 の 撹 乱 の た め 不 明 で あ る 。 周 溝 が 一 部 東 壁 際 に 見 ら れ る 。 炉 は 地 床

炉 で あ る 。

こ の 住 居 は 発 掘 の 順序 を 誤 っ て い る が 、 五領 ケ 台 式 期 の S B - 23 、 藤 内 式 期 の S B - 29 に 床 を 張 ら れ 、 釈 迦 堂

- l l 8-
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第1 1 1図 釈 迦 堂 S - 1 区 S B-06出 土 土 器 ( 7 ) (73 - 82は1 : 4 ) 
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Z 3 式 期 の S B - 38 、 55 を 切 り 、 さ ら に 、 早 期 末 の S B 54 を も 切 っ て い る 。 し か も 中 期 の 土 拡 S K 2 3 、 24 、

25 、 26 、 27 に 切 ら れ て い る 。

出 土 遺 物 は 、 諸 磯 a 式 、 b 式 が 中 心 で あ る 。 し か も 、 図 1 1 4 - 38 は 縦 方 向 の 縄 文 を 地 文 と し た 浮 線 文 土 器 で あ

る 。 縦 位 の 縄 文 は 中 期 的 で あ る 。 石 器 は 石 鏃 18 、 ド リ ル 2 、 コ ア 4 、 ピ エ ス ・ エ ス キ ー ユ 3 、 石 � 7 、 稜 磨 石 2 、

磨 石 8 、 玉 石 2 、 石 皿 l 、 磨 斧 4 、 打 斧 2 1 、 礫 器 3 、 黒 曜 石 601 g 、 水 晶 333 g で あ る 。

土 偶 （ 図 224 - 1 0) が 1 点 出 士 し て い る 前 期 諸 磯 b 式 の 士 偶 と し て は 、 本 県 で は 大 泉 村 天 神 遺 跡 の も の が 、 知

ら れ て い る に す ぎ な い 。 ま た 全 国 的 に は 東 京 都 板 橋 区 四 枚 畑 遺 跡 の 例 が 知 ら れ て い る 。 な お 住 居 の 北 側 隅 に 板 状

石 皿 が 備 え 付 け ら れ て い た 。

S 8 -07 

図 版 挿 図 挿図凡 出 七 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ¢ 備 考

5 1  I 1 3  l 2-2-a 二 項 口 縁に押引 文 ミ ガキ は 良好

2 2-2 - a 二軍口縁に押引 文 ミ ガキ は 良好

3 2 - 2-b R L の 地 文に半戯竹管による助骨 文

4 2 - 2 - b  無 文地に 半戯竹管 に よる沈状沈線 文 、 ミ ガ キ は やや良好

5 2 -· 2 - c  無 文地に 半祓竹管による沈状沈線文 、 ミ ガ キ は やや良好

6 2 - 2 - b  半載竹管内側による押引 文 と そ の沈線による助 骨 文 ミ ガ キ 良 好

7 N.78 2-2 - c  ロ 縁 下 に 押 引 文 ミ ガキ 良 好

8 2 - 2 -- c 口縁下に押引 文 ミ ガキ は やや良好

9 2 - 2 -· b 助骨 文の変形 か

1 0  2-2-c コ ン パ ス 文 ミ ガ キ 良 好 、 ミ ガ キ は 良好 だ がハ ケ 痕を残す 。

1 1  2 - - 2 - a 集合沈線 に よる菱形文

12 2 - 2-a 集合沈線による菱形 文

1 3  No.44 2 - 2 - a 集合沈線による菱形 文

14 2 - 2 - a 集合沈線 に よる菱形文

15 2 - 3 - a  爪形 文に 降帯上刻み

16 2 - 3 - a  爪形 文 に降帯上刻み 、 割合巾 の狭い 爪形 文

1 7  2 - 3 - a  爪形 文に降帯 上刻み

18  No.87 2 - 2 - b  � L の 地 文 に 平銭竹管で 節 子様の 文 様を描 き 、 交点に 円 形 刺突文

19 邸5 2 - 1 l、 R の 地 文 に 半戯竹管沈線 ミ ガ キ は良好であるが 、 凹凸がある。 N.20 と 同 一

公） 2 - l l、 R の 地 文 、 ミ ガ キ は良好であるが 、 やや凹凸がある。

21 2 - 3 - C （ 祐b )

22 2 - 1 

23 2 - I 

24 N..6 3 2 � 1 I< Lを利い器 面に施す。4 ミ ガ キ は良好

公5-26 2 - - I � L  

27 2 � 1 � L  

28 2 - 2 - C R L の縄文 ミ ガ キ は 良好

29 N.6 1 2- l L �  の縄 文 ヘ ラ 状工具 に よる粗い ミ ガキ

30 2 - 2 - c R L の縄文 口 唇部刻 目 ミ ガ キ 良 好

3 1  2 - 1 1 1 柑部刻 目 、 L R の縄文

32 2- 1 R L  ミ ガ キ 粗

33 2- l 内 曲は ケ ス汀）を残す 。 R R か

34 2 - 1 竹管様 I具による条線 ミ ガ キ は 粗 L L か

35 2 - 1 L L の無節縄 文 内面は指頭IE痕を残 し 、 ミ ガ キ は や や良

36 2 - 1 L L の 反 の撚 り ミ ガ キ やや良

1 14 37 N.70 2 - 2 - C 口辺 部 と 胴部を押 引 文で 区 画 し 、 胴部を縄 文 R L と 稜繰 文

4 2  38 No.78 2 ·- 3 -c 縦の縄 文に浮線 文を貼 り 、 そ の 上に刻 H と Pl形 刺突を加 え て いる。

39 N<>66 2-3 -- e  有孔 七器

- 1 20-
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À

 

・，
＇

汀
バ↓



＼
 39 

38 

37 
第1 1 4図 釈迦堂S-1区 S B-07出土 土器 ( 2) ( 3 7 -3 9は 1 : 6 )  

！・

十
・・

EPA EPB 

S-1区 S B-08 

小河川 に よ っ て 浸蝕 さ れ た 小 型 住 居 で あ る 。

お そ ら く 一 辺 が 3 20cm の 隅 丸 方 形 プ ラ ン と 思

わ れ る 。 炉 址 は 明 ら か で な く 、 柱 穴 と 確 定 で

き る ピ ッ ト は な い 。 前 期 に は 集 落 内 に こ う し

た 小 型 住 居址 が 組 み 込 ま れ る こ と が 多 い 。

出 土 遺 物 は 少 な い が 、 諸磯 a 式期 の 住 居 と

思 わ れ る 。 中 期 の 土拡 も 重 複 し て い た と 思 わ

れ 、 藤 内 式 土 器 （ 図 228 - 82 ) も 出 土 し て い

る 。 前 期 の 住 居 内 に 掘 り 込 ま れ た 中 期 の 土 拡

は 、 そ の 検 出 は ま っ た く 不 可 能 で あ っ た 。

石 器 は 石 鏃 1 3 、 ピ エ ス ・ エ ス キ ー ユ 1 、 稜

磨 石 l 、 磨 斧 2 、 黒 曜 石 275 g 、 水 晶 37 & と

極 く 少 な い 。

第 1 5 5 図 釈迦堂S- l 区 S B-08 ( 1 : 80) 
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第1 16図 釈迦堂 S - 1 区 S B-08出土土器

S B - 08 

図
s ,

版 I � , ;刈 ＇
挿�� I ill , 

地 .,, 1 , ;-� 内側による押" 文と "縄文と綾繰 文 内： ガ キ

2 2 - 2 - c 縄文地 に 半銭竹管文

高 さ I 容 量 f l 備 考·

- 1 23 -



図 版 挿 図 挿図凡 出 七 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ヽ 備 考

116 3 2 -2 - a  口 柑部に二重の押引 文 を施 し、 口 辺部に竹管文 を施す。

2- 2 - a  口 村部に 二 重の押引 文 を施 し 、 口 辺部に竹管文 を施す。

2-2- a  諸磯 b 式の巾広爪形文

6 2 -2 - c  平行沈線 内 爪 形 文

2 -6 - c  近畿東 海 系 士器 北 白 川 下 層 n a 式

2- 6 近畿東海系 七器 L Rの O 段2 条 と R Lの O 段3 条の羽状縄 文

2 -6 近畿東海系土器 R Lの O 段 3 条

E
P
E
 

．
．．

 

＼ ．
 

S B -09 

＇

→
・

竺

も竺

心ジ

令か

S B -27 
E
P
F
 

．
 

EPA EPB 

EPC EPD 

2 m  

第1 1 7図 釈迦堂S-1区 S B-09 ・ 27 ( 1  : 8 0) 
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S - 1 区 S B - 09 、 2 7

S B -09 を 調 査 中、 壁 が異方 向 に伸 び ることを 知って、 これ によって 知られ る プラ ン から S B - 27 を 設 定 し た

これら の住居内 には、 中期の 土拡 がい く つ か 切 り 込んでい る と思われ る。

住居プラ ン は 09 、 27 ともに隅丸方形も し く は 円 形プラ ン を 示す。 柱穴は 確 定できない。 ま た 焼 土は は あ る が炉

址 とする には 位置 がお か し い 。 い ずれ に しても両住居址 ともに不明 確 な部分 が多 い。

出土遺物は S B -09で、 釈迦堂 Z 3 式～諸磯 a 式までの出土遺物 が少 量あ る が、 これも ま た釈迦堂 Z 3 式期に

位置付け た い と思うのであ る。

石器は S B -09で石鏃1 9、 コ ア1 、 ス ク レ イ パ ー 1 、 石ヒ 2 、 稜磨石6 、 磨石8 、 玉石1 、 磨斧2 、 打斧3 、

礫器 3 、 黒曜石653 g 、 水晶 1 8 1 g で あ る 。

S B -27では石鏃 l 、 石� l 、 稜磨石1 、 磨石 l、 打斧 1 、 礫器 2 、 玉石3 、 黒曜石32 g、 水晶1 7 gで出土遺

物は少ない。 他 に土偶 の 胴部 が出土して い る 。

S B -09 
図 版 挿 図 挿図凡 出 t 地 点 分 類

1 1 8 I p i t  I 2 - 2- c  

2 2 - 2 - b  

3 2- 2 - b  

4 2 - 2- e 

5 2 - 2 -a 

6 2 - 2 → -a 

7 2- 2 -a 

8 2 - 2 - e  

， 2 - 2 - e  

10 p i t15 2- 2 - c  

11  p i t23 2 - 2 - c  

1 2 2 - 2 - c  

13 2 - 1 

1 4 2 - 1 

15 2 - I 

16 2 � I 

17 2 - I 

1 8 2 - 1 

19 2- 1 

20 2- 1 

2 1 2 - 1 

22 p i tl l  2- 1 

23 2- 1 

24 -25 2- 1 

26 2 -5 

'l:1 2- 5 

28-30 2- 1 

5 1 1 1 9 3 1 2 - 1 

3 2 N.35 2 - 1 

33 2 - 1  

34 p i t5 2- 1 

35 N..17 2 - 1 

36 N.37 2- 1 

37 心 2 - 1 

38 N,.9 2- 1  

39 2 - 1 

4 0  2 - 1 

4 1 No. 6 2 - I 

4 2 p 1 t 2 2 - 1 

文 様- ---—- • —----· --—― 
無 文 地 に 押 う l 文 内 面 ミ ガ キ 良好

助 骨 文

助 骨 文

R L を 区 画 し た胴消縄文

交点に 円 形竹 管 文

交点に 円 形竹 管 文 円 形竹管は蚊後 に 剌 突

無 文地に 平行沈線 と 円 形竹管 文 、 L R の縄 文 と 綾繰 文

R I. と コ ン パ ス 文 の残映 の残 る 沈線

縄 文地 に コ ン パ ス 文

無 文地 に 竹 管 文 と そ の 下 に 縄 文

無 文地に竹管 文 と そ の 下 に 縄 文

平行沈線 と 口 柑 部押1 1 文

無節の斜縄文 R R

無節の R と L の羽状縄文 に 比 え る が 、 こ れ も R R と L L で は な か ろ う か。

斜縄 文 L R

無節の L L と R R の羽状縄 文

単節の 羽状縄 文 R L と L R

無節の L L と R R の 羽 状縄 文

無節の斜縄文 I、 I,

R L の斜縄文

無節 l、 と R の 羽状縄 文

L R  

L R と R L の 羽 状縄 文

L R と R L の 羽 状縄 文

関東系 士器 お そ ら く 縄軸 1こ R を 2 本右巻 と 左 巻 に し た も の

関東系 七器 お そ ら く 縄軸 に R を 2 本左巻 1こ し た も の

底部

L R と R L を 併 用

L R と R L を 併用 前期の底部の 製作法が よ く わか る 。

L L の斜縄文

R L  

底 部 R と L

胴部 R か

L R と R L の 羽 状 縄 文

L R  

L �  黒浜式 と 同 じ よ う な 胎 七

L R  

L R 

R L 

- 1 25-
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図 版 揮 図 挿図比 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ヽ 備 考

1 1 9  4 3  心 2 - 1  R L  

44 N.32 2 - 1  羽状縄文 L R と R L

45 N、20 2 - 1  L L の無節

46 2 - 1  無節縄文が施文 し て あ る が判読不能

47 2 - 1  無節羽状縄文だが、 一方はL L の反の撚 り と R

48 N.37 2 - 1 不明 L R か

3 1  

32 

33 

]
 34 

35 

38 

36 

45 

48 

第 1 1 9 図 釈迦堂 S - 1 区 S B -09出土土器 ( 2 ) (3 1 �36は 1 : 6 ) 
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第 1 2 0 図 釈迦堂 S - 1 区 S B -27出 土土器 ( 1 は 1 : 6 ) 

S B -27 

図 版 挿 図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ¢ 備 考

55 1 20 I 111. 4 2 - 1 R R の反の撚 り

2 p i tlO  2 - 2 - b 助骨文

3 p i tl O  2 - 2 - b  助骨文

4 p i t!O 2 - 2 - b  助骨文

5 p i tlO  2 - 2 - b  助骨文

6 2 - 1 口縁部か ら垂下す る 刻目隆帯が付 き 、 縄文地に沈線文

7 2 - 1 R L の単節斜縄文

8 p i t S  2 - 1 R L  ， 2 - 5 関東系土器 黒浜式 無節の L に ¢ を 2 本 右巻 き と左巻 き に し た ものか、 あ る いは

正反の合か I 

S - 1 区 S B - 1 2 

長 軸750cm 、 短 軸640cm の 楕 円 形 プ ラ ン を な す 。

異 な っ て い る 。

ま た こ れ に 内 接 す る 住 居 が 存 在 し た と 思 わ れ 長 軸 は ほ ぼ go o

柱 穴 は 6 - 7 本 と 思 わ れ る が 、 内 接 す る 住 居 址 の 柱 穴 と 重 複 す る と 思 わ れ る 。

な く 不 明 で あ る 。

ま た 壁 柱 穴 が 廻 る 。 炉 は 焼 土 が

こ の 住 居址 に 付 属 す る と 思 わ れ る 大 き な 頂 蔵 穴 S K -83 、 89 が あ る 。 こ れ ら の 土 拡 の 中 に は 黒 色 土 が 充 満 し て

お り 、 有 機質 が 多 量 に 入 っ て い た と 思 わ れ る 。 ま た 出 土 遺 物 も 、 S B - 1 2 の 覆 土 中 の も の と 接 合 す る の で 、 こ の

土 拡 も 住 居 址 と 同 一 時 期 の も の と 思 わ れ る 。 こ う し た 大 き な 頂 蔵 穴 は S B -4 1 • 42 に も 見 ら れ る 。

さ て 前 期 の 住 居 址 に は ほ と ん ど 白 色 の 砂礫層 が レ ン ズ状堆 積 の 上部 に 見 ら れ た 。 こ の S B - 1 2 で も 同 様 で あ り 、

そ の 砂礫層 の 上 部 に 黒 色 土 が あ り 、 こ れ に 人 頭 大 以 上 の 石 を 用 い て 配石 を 行 っ て い る 。 こ う し た 例 は S B - 45 で

明 ら か で 、 S B - 06 で も 若 干 見 ら れ た 。

出 士 遺 物 は 豊 富 で あ る 。 諸 磯 a 式 も あ る が 諸磯 b 式 が 主体 を 占 め る 。 中 で も 浮 線 文 士 器 の 好 資 料 が 多 く 、 諸 磯

b 式 の や や古 い 部 分 に 位 置 付 け た い と 思 う 。

石 器 は 石 鏃 20 、 ド リ ル 1 、 コ ア l 、 ピ エ ス ・ エ ス キ ー ユ 1 、 石 � 9 、 稜 磨 石 1 0 、 磨 石 1 7 、 玉 石 4 、 石 皿 2 、 磨

斧 3 、 打 斧 5 、 礫 器 7 、 黒 曜石 1 . 3 1 4 g 、 水 晶 1 33 g で あ る 。

- 1 28-



S 8 -1 2  

図 版 挿 図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量ヽ 備 考

122 1 No. I 5 3  2 - 2 - a  二 重 口 唇 に 押 引 文 胴部は菱形文 か？ 交点に円形刺突 文

2 2 - 2 - a  二 重 口 唇に 押 引 文 胴部は菱形文 か？ 交点に円形刺突文

2 - 2 - a  無文地に隆帯上押 引 文

2 - 2 - a  1 、 2 と 同 じ

5 2 - 2 - b  無文地に助骨 文 交点に円窪文

N.58 2 - 2 - b  櫛歯状工 具 による助骨文と刺突文がある。

2 - 2 - b  櫛歯状工具 による助骨文と剌突文がある。
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第 1 2 1 図 釈迦堂 S - 1 区 S B -1 2 ( 1 : 80) 
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図 版 挿 図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量£ 備 考

1 22  8 2 - 2 - b  助骨文， 2 - 2 - b  助骨文

10 p i 四 2 - 2 - b  助骨文 交点 に 円 文 な し

11 '2 - 2 - b  助骨文

1 2 p itl4 2 - 2 - b  無 文地に格子 目 文 円形刺突文

1 3 No. 1 4 4 2 - 2 - a  無 文地 に 菱 形 文

1 4  2 - 2 - e  縄文地 に波状沈線

1 5  2 - 3 - c  縄文地に 集合沈線

1 6  2 - 3 - c  縄文地に櫛描沈線

1 7  p i t 2 - 2 - e  無 文地 に 波 状 の 平行沈線 コ ン パ ス 文 の退化か

1 8  邸6 2 - 2 - d  磨消縄 文 を も つ も の

1 9  2 - 2 - d  磨消縄文 を も つ も の 内側 ミ ガ キ が よ い。

20 2 - 2 - c  磨消縄文 を も つ も の

21 2 - 2 - d  磨消縄 文 を も つ も の

22 2 - 2 - d  府消縄 文 を も つ も の

23 2 - 3 - a  爪形文 の 巾 がやや広い。

24 2 - 2 - d  爪形 文 の 巾 がやや広 い。

25 2 - 3 - a  爪形文 の 巾 が 広 く な っ て い る 。

26 N..90 2 - 2 - d  平行沈線で区 画 縄 文 は R L

27 J',b6() 2 - 2 - d  木の薬状入組文 縄 文は R L

28 2 - 2 - d  木 の 葉状 入 組 文

29 2 - 2 - d 木の葉状入組文

30 No.71 2 - 3 - e  木の葉状入組 文 の退化 し た も の で あ ろ う か > R L 

52 1 23 31 2 - 3 - a  平行沈線間 に 巾 広 爪 形 文 口 柑部に押圧

32 心 2 - 3 - a  、F行沈線間 に lfJ 広 爪 形 文

33 2 - 3 - a  平行沈線間 に 巾広 爪 形 文 降帯刻み あ り 。

34 2 - 3 - a  平行沈線間 1こ 巾 広 爪 形 文

35 2 - 3 - a  平行沈線間 に 巾 広 爪 形 文

36 2 - 3 - a  平行沈線間 に IP 広爪形 文

37 p i t 7  2 - 3 - a  平行沈線間 に 巾 広爪 形 文

38 No.44、 45 2 - 3 - a  平行沈線間 に 巾 広爪形文

39 2 - 3 - a  平行沈線間 1こ 巾 広爪形文

40 2 - 3 - a  平行沈線間 に 巾 広爪形文

41 2 - 3 - a  平行沈線間 に 巾 広爪 形 文

4 2  N.. 1 04 2 - 3 - a  中行沈線間 に 巾 広爪 形 文

43 No.46 2 - 3 - a  平行沈線間 1こ 巾 広爪形 文

44 邸l 2 - 3 - a  平行沈線間 に 巾 広爪 形 文

4 5  2 - 3 - a  、F行沈線間 に 巾 広爪形文

46 2 - 3 - a  中行沈線間 に 巾 広爪形文

47 N.. 1 61 2 - 3 - a  平行沈線間 に 巾 広爪形 文

48 2 - 3 - a  平行沈線間 に 巾 広爪 形 文 降帯上刻 目

49 2 - 3 - a  ·P: 行沈線間 に 1\J 広爪形 文

50 2 - 3 - a  、四行沈線間 に 巾 広爪 形 文

5 1  No. I  1 1  2 - 3 - a  平行沈線間 に 巾 広爪 形 文

5 2  p i t 2 - 3 - a  平行沈線間 に 巾 広 爪形 文

53 p 1 t 8  2 - 3 - a 中行沈線間 1こ 巾 広 爪 形 文

54 2 - 3 - a  平行沈線間 に 巾 広爪形文

55 2 - 3 - a 中行沈線間 に 巾 広爪形 文

56 2 - 3 - a  中行沈線間 に 巾 広爪形 文

57 2 - 3 - a 平行沈線間 に 巾 広爪形文

58 p i t  I 2 - 3 - a  口 村部 に 刻 目 に 巾 広 爪 形 文

59 p i t  2 - 3 - a  木の葉状入組 文 か ？

1 24 60 2 - 3 - b  浮線文

61 2 - 3 - b  ，， 
62 2 - 3 - b ，， 
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図 版 挿 図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 £ 備 考

124 6 3  2- 3 -b 口 辺部 に 浮線 胴 部 に 沈線 文の浅鉢

64 邸4 2 - 3 -b 浅鉢形 土器

65 2- 3 -b 有孔土器

66 2 - 3 -b 浅鉢形 土器

67 N. 1 0 1 2- 3 -b 口 唇部に浮 線 文 胴部に沈線 文

68  2- 3 -b ロ縁部 に 浮 線 文 胴 部は 玉抱き三 叉文か

69 2- 3 - b  浮線文

70 2 - 3 -b 浮 線 文

7 1  2 - 3 - b  浮線文

72 2- 3-b 浮 線 文

73 2 - 3 -b 浮 線 文

1 03 

� 
1 0 4  

1 0 2  

1 05 

<
 

1 06 

\
� 

108  

二

\_Jj
' 

109 

＼ 

二，

r =--グ

1 0 7  

�

, 

1 1 0  

＼／ \ r·r-グ
I l l  1 1 2 

＼ 亡ごうI

1 1 3  1 1 4 1 1 5  

第 1 2 6 図 釈 迦堂 S - 1 区 S B -1 2 出 土 土 器 ( 5 ) ( 1 02-1 07 は 1 : 6 )  
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第 1 27 図 釈 迦堂 S - 1 区 S B -1 2 出 土 土器 ( 6 )
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図 版 挿 図 挿図凡 出 土 地 点
124 74 

75 

76 No.83、 No.I29 

77 

78 

79 No. 1 1  7 

80 

I 81 

82 N..12 

83 Na. I 0 7  

84 No. I 

85 No. I 4 9  

86 N. 1 6 0 

87 No. 1 3 3 

88 

52 125 89 

90 

91 

92 No.I、No.51、No.96

93 N..100 、 1 02、112、

1 2 4 

94 N..77 

95 N. 3 

96 

97 

53 98 

99 No. I 28 

100 No. 2 

IO I No. 9 

126 102 No.43、 47

103 N.23、 26、 29

104 10 + 98 +  13 4 

105 N.46, 7、 8

106 No.95 

54 107 

1 08 

I 109 

ll O I 
1 1 1  

112 

113 No.11 

114 

1
127 115 

116 No.97 

117 

118 

119 

120 N..1 1 

121 邸l

122 

123 

124 

125 

分 類
2 - 3 -b 

2 - 3 - b  

2 - 3 - b  

2 - 3 -c 

2-3-b 

2-3 -c 

2 - 3 - c 

2-3 -c 

2 - 3 - c  

2-3 -c 

2 - 3 -c 

2-3 - c 

2-3 - c  

2-3 -c 

2-3 - c 

2 - 3 -a 

2-3 -a 

2 - 3 - a 

2 - 3 -a 

2 - 3 - c 

2-3 -c 

2 - 3 - c 

2 - 3  - c 

2 - 3 - c  

2 - 3 - b 

2-3-b 

2 - 3 - b 

2 - 3-b 

2 - 3 - b 

2 - 3 - b 

2-3 -b 

2-3 - d  

2-3 - d  

2 - 3 - d  

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 - 3 - c  

2-3 - c  

2-3-c 

2 - 3 - c  

2 - l 

2 - 2 or 3 

2 - 1 

2 - 2 

2 - I 

2 l 

文 様 高 さ 容量ヽ 備 考

浮 線 文

浮 線 文

R I、と L Rの結 束羽状縄文を地文

縄文地に 玉抱 き 三叉様沈 線 文 胎土の中に木の葉あ り

浮 線 文

縄文地に沈線 文

縄文地に 沈 線 文

縄文地に沈 線 文

縄文地に沈 線 文

縄文地に沈 線 文

縄文地に 沈 線 文

縄文地に 沈 線 文

縄文地に 沈 線 文

縄文地に 沈 線 文

縄 文地に沈 線 文

巾広爪形 文 土器

巾 広爪形 文 土 器

無節の縄文 L Iこ 爪 形 文 円 形竹管 文 は 半歓竹管 2 つの組み合せ
N.
S K

1 4
-
2 S: -

叫）2、
112、·�、

I 
13 7 S K 

連続爪形 文で 木の 葉状 入組み 文を描 き、L R の縄を全面に 施 文 し 間 際を窮消 し ている
-83の2!

反の撚 り L Lを地 文と し て平行沈 線 と爪形 文

縄 文 R Lを施文 し、 閉消祁に赤彩 し ている。 内 面に も 帯状赤彩あ り

Lの 無 文 地に ¥行 沈 線 文

口 辺郊1こ 平行沈 線 文で ·I<抱 き 三 叉 文 全体に 無節の縄 文を地 文と し ている。

浅鉢、 胴部に木の葉状人組文で 府消縄文はな い。

L Rの縄文地に 刻 目 浮 線 文と沈 線 文

白 色をし た 有 礼 七器

存線 文と 玉抱 き 三 叉 文を行 し、 三 角形の中に R Lの縄 文

羽状縄 文 異段の結節縄 文 R Lと いこ 浮 線 文

無節の Lを縦に 施 文 し、浮 線 文を付ける。 中期的な 縄 文の 付け 月 S B - 071こ 類例あ り

申節の L Rを施文 浅鉢形 七器

浅鉢形 七器

縄文 R L

Lの縄を使用

縄文 R L 粗い繊維の縄

底蔀

底部

底部

底祁

底部

底郎

底部

底部

地 文1こ R Lを施 文 し、 半絨竹管 文

地 文 1こ R Lを施 文 し、 ·r,絨竹管 文

Lの地 文に沈線 文

地 文 Rを地 文に沈 線 文

L L の反の撚 り

L で しの綾紐 文が見 られる。 ミ カ＇ キ は中程度

L I. を施 文 内面整形に l"l凸が見 られるので やや 占拙 か ？

口 柑部に爪形 文 R Lの縄文

口 村竹行 文 内 面 は ケ ス'. 1J R L 

- 1 37-



図 版 挿 図 挿 図No. 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ヽ 備 考

1 27 1 26 2 - 1 口村部に縄文 L R の縄 文 内面 ミ カ
、
キ は 中程度

l'l:1 2 - 3 - c  縄 文 地 R L Iこ 浮線文

1 28 2 - 2 or 3 底部は楕 円 形 を な し て い る 。 L R

1 29 N.. 8  2 - 3 - c  R L  

1 30 2 - I 

1 3 1 2 - 1 

132 2 - 2 or 3 R L  

1 33 2 - 2 or 3 L R  

134 2 - 2 or 3 

135 2 - I L R  

1 36 2 -- 2 or 3 

137 2 - 2 or 3 

1 38 2 - 2 o r 3 口村に 刻 目 、 R L 、 縄の 未端 を L の縄で結 ん で い る 。 ミ ガ キ 良 好

139 2 - 2 or 3 接介部の粘 七がはがれて い る 。 R L

140 2 - 2 or 3 

1 27 1 4 1  No. 1 0 2 2 - 3 - b  浅鉢か

142 N.89 2 - 3 - e  

143 邸O 2 - 3 - c  

144 2 - 6 近畿東海 系 t器 多条 か

145 2 - 6 近畿東 海 系 七器 多条か

146 2 - 6 - e  近畿東海 系 七器 ハ シ ゴ状浮線文 （凸帯文）
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P
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裔 i t,(sl · ＼ 裔 i 裔 I
SPC SPD 

！ 屑 暗 褐 色 土
n 屑
圃 屑

9り ヽ ＇ IV 屑 黒 褐 色 土

V V 屑
VI 屑 黄 褐 色 土

EPC EPD 

゜ . ． Ill 

S B-20 ( 1  : 80) 

- 1 38-



S - 1 区 S 8 -20 

S - 1 区 の 中 で は 離 れ た 存 在 の 住 居 址 で あ り 、 時 期 的 に も 諸 磯 b 式 の 新 し い 部 分 に 属 す る も の で 、 こ れ も 独 立

し た 時 期 で あ る 。 長 軸550cm 、 短 軸430cm の 楕 円 形 プ ラ ン で 、 隅 丸 方 形 と の 中 間 的 な プ ラ ン と も い え る 。 炉 址 と

思 わ れ る 窪 み が あ る が 、 焼 土 の 存 在 は 明 瞭 で は な か っ た 。

出 土 遺 物 は 第 1 30-29 • 30 の よ う な 沈 線 文 と 張 り 出 し た 底 部 は 後 出 の 諸 磯 c 式 お よ び 五 領 ケ 台 式 の 萌 芽 的 な も

の で あ ろ う 。 有 孔 鍔 付 土·器 も ま た 浅鉢 形 で は あ る が 、 中 期 の そ れ に 近 い も の と 思 わ れ る 。 石 器 は 石 鏃 7 、 磨 石 2 、

打斧 l 、 礫 器 l 、 玉 石 l 、 黒 曜 石 1 78 g 、 水 晶 48 g で あ る 。

図版 挿 図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 £ 備 考

54 129 I No. I 2- 2 - c  無文地 に 平行沈線間 爪形文

2 2 - 2 - c 無文地に平行沈線間爪形文

3 2 - 2- c 無文地に 平行沈線間爪形文

4 2 - 2- c 無文地に平行沈線間爪形文

5 N.4 2- 2 - c  湾曲 し た 口縁 平行線間爪形文で玉抱 き 三 叉状文を描く

6 2- 3 - c 口辱1こ刻 目 、 R L の地文に平行沈線文

7 2- 3 - a 巾 広爪形文

8 N..42 2- 3 - e  折 り 返 し 口縁 と な り 、 無文地に 平行沈線間爪形文

， 2 - 3 - b  浮線文

10 N.3 9 2- 3 - c 地文 R L に 集合 半載竹管文で玉抱 き 三 叉状文を な す。

I I  2 - 3 - b  浮線文

12 No.4 5 2- 3 - c IO と 同 一か

13 No.20 2- 3 - c  10 と 同 ーか

14 2- 2 o r  3 R L の縄文

15 2 - 1 無節縄文か

16 2- 3 - c  無節の縄文を地文 と し て いる。

17 2- 1 ' R L と L の羽状縄文

18 2- 1 R L と L R の菱形文

19 2 - 1 反の撚 り L L と R R

20 2 - 1 反の撚 り L L である。

21 2 - 2 or 3 L R  

22 3 R L の縄文の末端結節 （五領ケ •台式）

23 2 � 2 o r  3 R L  

24 2 � 1 L L の斜縄文

25 2 - 1 L Rの斜縄文

26 2- 1 R L と L R の羽状縄文

27 2- 1 R の斜縄文

28 N.20 2- 1 

13 0 29 No.3 2  2 - 3 - c  地文 R L の上に半歓竹管に よ る集合沈線で玉抱 き 三 叉状文を描く

42 3 0 N..4 4 2- 3 - c 地文の縄文は 不明で29 と ほぽ同様底部が諸磯 c 式に近い。

55 3 1  No. 2 2- 3 - e  有孔鍔付 土器 中期のそ れ と 類似

1 39-



25  26 

1 29図 釈迦堂S-1区 S B-20 出土土器( 1 )
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二

29 
30 

第 1 3 0 図 釈迦堂S-1 区

3 1  

S B -20出土土器 ( 2 ) (29-31 Iよ 1 : 6 ) 

こ

□
 

□ m � 〗
く 4

ーw �創 芦
釦 ，色 いき°

6 0 が 0
� 應 ,! 『

第 1 3 1図 釈迦堂S-1 区 S 8 - 20 出 土 石器 ( 1 - 4 は 1 : 4 5 � 1 2 1; よ 1 : 2 )  

S B -20 出土 石器

No. 名 称 出 土地点 大 き さ 賃 さ 備 号 N.. 名 称 出サ也点 大 き さ ,f[ さ 備 身

1 磨 製 石 斧 N.. 5  9 . 4 X 5 . 5 X  2 . 5  7 石 鏃 2 . 0 x  X O 4 

2 稜 肥 石 No. 2 J 2 . 5 X 7  3 X 7 . 2  8 石 鏃 l . 9 X l . 7 X 0 . 4  

3 礫 器 No. 3 8 . 7 X 8  Q X 4 . 2  9 石 鏃 i . 2 X J . 6 X 0 . 5  

4 打 斧 N.. 4 X 7  2 X 2 . 9  10  石 鏃 ! . 2 X i . 7 X 0 . 4  

5 1 1  石 鏃 X 0 . 3  

6 石 鏃 2 . 4 X 2 . 0 X 1 2 1 2  石 鏃 2 . 6 X 2 . 1 X 0 . 7  水晶

S-1 区 S B - 2 1  

台 形 の 隅 丸 方 形 プ ラ ン を 示 し 、 S B - 1 2 に よ っ て 切 ら れ て い る 。 ピ ッ ト は い く つ か あ る が 、 柱 穴 と は 位 置 的 に
確 定 し 難 い 。 炉址 と 思 わ れ る 焼 土 の 広 が り は な い 。 掘 り 込 み は 32 cm で 浅 い 。

出 士 士 器 は 釈迦 堂 Z 3 式 を 中 心 と し て 、 出 土 量 は 多 く な い 。 石 器 も 少 な く 石 鏃 3 、 打 斧 2 、
1 0 8 g 、 水 晶 4 4 g で あ る 。

コ ア 1 で 黒 曜 石

- 1 4 1 -
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第1 32図 釈迦堂S-1区 S B-21 ( 1  : 80) 

S 8 -21 
図 版 挿 図 挿l�No. I I \  t: 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ¢ 備 考

2 1  • 1 33 I No.14 2 - 1 L Rと Rと R R

2 2-1 R 

3 2-1 R R ではな いかと、思われ る 。 条の深 さ が 一様では な い。

4 2 - I c c  I

i 

ヽ
5 ふ14 2-1 L Rと Rと R I

l
I R 

R 
→ R  

t 

t 
と一部無節縄軸がみ られ る 。 全体と して 、 菱形縄文

6 No.19 2 - 1 L Lと R R £

7 No.I I 2-I L Rと R の羽状縄 文 あ る い は R R

8 2 - 1 L R  

， 2-I 口柑蔀1こ 刻 tl 、 L L の地 文に沈線文

1 0  2 - 1 I 、 R

I I 2-1 L Lと R R

1 2 2 - I I, Lと R I、

1 3  2 - 1 L Rと R I、

1 4  2 - 1 l、 R

1 5  2-I L R  

1 6 2 - 1 R R であろう。

1 7  2 - I R R であろう。

1 8  2 - 1 1、 R" 2 - I R R の縄を使用

20 2-I R l, か

21 2-I L I、と R R の羽状縄文

22 2 - 1 L を 2 本絡条体に し たもの 、 お そ らく縄軸であろう。 黒浜式の模倣。

23 No.13 2-1 繊維の粗い R Rと L L の羽状縄文

24 2-1 R L の斜状文

25 N.15 2 - I 
I 

R Rと !. L 羽状縄 文

26 2 � I  l、 R

- 1 4 2-
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図 版 挿 図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 £ 備 考
133 27 2 - 2 - e  無文地に格子 目 状沈線文

28 2 - 2 - c  無文地に押引文
29 2 - 2 - e  無文地に平行沈線文
30 2 - 2 - c  磨消縄文が半載竹管内側 に よ る押引文で区画 さ れ る 。
31 2 - 3 - c  

32 2 - 2 - e  コ ンパ ス 文が退化 し 、 波状文 に な っ て い る 。
33 2 - 2 - c  無文地に爪形文 表裏 と も 赤彩あ り
34 2 - 3 - b 

35 2 - 3 - a  諸磯 b 式の巾広爪形文
36 2 - 1 無文の ミ ニ チ ュ ア

S - 1 区 S 8 -28 

S B - 28 は S B -42 に よ っ て 切 ら れ た 住 居址 で あ る 。 お そ ら く 隅 丸 方 形 を し た プ ラ ン と 思 わ れ る 。 柱 穴 と 思 わ

れ る も の は p 1 、 p 2 で あ る 。 壁 柱 穴 も 認 め ら れ る 。 炉 は 埋甕 炉 で 釈迦 堂 Z 3 式 の 深鉢 の 胴 部 を 利 用 し て い る 。

板 状 石 皿 も ま た 炉 の 脇 に 設 置 さ れ て い た 。

出 土 遺 物 は 多 く な い 。 全 縄 文 の も の の 割 合 が 多 い 。 ま た 関 東 系 土 器 に は 17 の よ う に 爪 形 文 を 多 用 し た も の も 見

ら れ る 。 石 器 は 石 鏃 2 、 ド リ ル 2 、 ピ エ ス ・ エ ス キ ー ユ l 、 稜磨石 5 、 磨 石 4 、 石 皿 3 、 打斧 5 、 磨 斧 l 、 礫 器

2 、 軽 石 3 、 黒 曜 石 1 7 1 g 、 水 晶 1 05 g で あ る 。
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S B -2 8  

図 版 挿 図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量¢ 備 考

4 3  1 3 5 I 埋甕炉 2- 1 L Rを全面に施文 し 、 一部 L がみ え る 。

2 No. 2 2 - 1 L R の斜縄文

3 2 - 1 L R の斜縄文 内側の ミ ガキは良好諸磯式 か ？

4 2 - 1 L Rと R L の羽状縄文

5 2 - 1 R L  

6 N. 3  2- 1 R R の反の撚 り

7 2 - 1 折返口辺に L を施文 し た もの

8 No.16 2 - 1 R Rと L L の羽状縄文

， 2 - 1 無文の口辺に連続爪形文

10 N.. 2 2 - 1 R Lと L R

I I  2 - 1 縄文地に沈線文

12 2 � 1  R Lと L R

13 N., 7 2 - 1 R R か

14 N.14 2 - 1 L Lと R R

15 2 - 1 R L  

16 2 - 5 関東系 t器 黒浜式 L R のO 段 4 条 ＇ と R L の羽状縄文

62 1 7  2 - 5 関 東 系 七器 黒浜式 無文地に平行線間爪形文

18 2 - 5 関東系土器 黒浜式 お そ ら く 縄軸に R と L を北ぺ て 巻 い た もの。

S - 1 区 S B - 39 

S B - 28 と 重 複 関 係 を 持 つ が 、 セ ク シ ョ ン の 検 討 か ら は 、 前 後 関 係 が 判 明 で き な か っ た 。 ま た 住 居 址 と の 一 部

を 残 す の み で 、 大 半 は S B - 4 1 、 42 と 重 複 し 、 前 後 関 係 は 不 明 で あ る 。 柱 穴 と 考 え ら れ る の は p 1 で あ る 他 は 壁

柱 穴 が 6 個 検 出 さ れ て い る 。

出 士 土 器 の う ち l は 磨 消 縄 文 に 円 形 竹 管 文 、 肋 助 文 お よ び 内 面 の ミ ガ キ は あ る が 、 砂 粒 等 が 移 動 し た 凹 部 を 残

す こ と か ら 、 諸 磯 a 式 に 属 す る も の と し て よ い と 思 わ れ る 。 諸 磯 a 式 の 標 式 遺 跡 で あ る バ ン シ ン 台 貝 塚 の も の に

近 い 士 器 と 考 え る 。 他 の 士 器 は 縄 文 の み し か 残 っ て い な い の で 、 確 定 は で き な い が 、 内 面 に 指 頭 圧 痕 を 残 す こ と

か ら 、 釈 迦 堂 Z 3 式 に 比 定 さ れ る 。 石 器 は 石 鏃 2 1 、 ド リ ル 5 、 ピ エ ス ＝ エ ス キ ー ユ 2 、 石 -r::. 1 、 稜 磨 石 3 、 磨 石

1 1 、 石 皿 1 、 打 斧 l 、 礫 器 l で 黒 曜 石 400 g 、 水 晶 40 0 g で あ る 。

S B -39 

図 版 挿 図 挿図凡 出 士 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ¢ 備 考

56 13 6 I N. 4 2 - 2 - e  口栢部押引文 口辺部は縄文 ( L R ) に半戯竹管文 頸部に磨消縄文帯を持 ち 、 そ こ

に円形竹管文、 ミ ガ キはあ る が粗 い。 諸磯 a 式

2 No.16 2 - 1 L R  

3 No. 2 2 - 1 L R  

4 N.16 2 - 1 L R  

5 N..16 2 - 1 L R  

6 No.1 2 2- 1 L R  

7 No. 3  2- 1 おそ ら く L R と思 われ る が 、 縄文の節を消 し て い る よ う で あ る 。

62 8 2 - 5 関東系土器 縄軸に L を右巻 き と左巻 き に貢ねて巻い て い る 。

， 2 - 5 関東系土器 口縁部に押引文と頸部に押引文 、 地文に R L と L R の羽状縄文。

10 2 - 5 関東 系土器 縄軸にRと L を並ぺて 巻 い た もの。

1 1  2 - 5 関東系土器 縄軸に R と L を並ぺ て 巻 い た もの。

12 2- 5 関東系土器

13 2- 5 関東系士器

1 4 2- 5 関東系土器

15  S B -41 No. 2 2- 5 単軸絡状体 L を右巻 き と左巻 き に し た もの。 横位の木 目 状撚糸文 0 -15 、
J-15 

- 1 45 -
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第 1 36図 釈 迦堂S-1 区 S B-39出土土器( 1 、 8 、 9 、 1 5 は 1 : 6) 
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S - I 区 S B - 37 

S - 1 区 1 号 墳 の 周 溝調 査 中 に 発 掘 さ れ た 住 居 址 で あ り 、 一 部 掘 り 過 ぎ の 部 分 も あ る 。 壁 に そ っ て 、 柱 穴 の 配

列 が み ら れ る 。 地 山 の 花 岡 岩 の 巨 石 が 露 出 し て 、 床 面 の 確 認 も 困 難 で あ っ た 。 炉 址 と 思 わ れ る 焼 土 の 確 認 は で き

な か っ た 。

出 土 遺 物 は 巾 広 爪形 文 を 施 し た 諸磯 b 式土器 が多 く 、 住居址 の 時間 的 位置 付 け を し た い と 思 う 。 石 器 は 石 鏃 2 、

石 皿 l 、 磨 斧 1 、 黒 曜 石 1 48 g 、 水 晶 2 1 g で あ る 。

l,．
-

s
 

SPA SPB 

＂山 s
 

2 m  
I 黒 褐 色 土
I 暗 褐 色 土
眉 暗 褐 色 土
IV 茶 褐 色 土

第 1 3 7 図 釈迦堂 S - 1 区 S B -37 ( 1 : 80 ) 

S B -37 
図 版 挿 図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ヽ 備 考

56 1 38 I 2-2-b 格子目文 円形竹管文

2 2-2-b 助骨文

3 2-2-e 格子目文 ？

4 2-2-e 波状文

5 2-2-b 助骨文 円形刺突文

6 2- 3-a? 刻目隆帯を も っ た爪形文

7 2-2-b 助骨文

8 2-2-b 木の葉状入組文

， 2-3- a  木の葉状入組文 磨消縄文 ( L R )

10 2-2-d 木の葉状入組文 ( L R ) 

1 1  2-2-d 木の葉状入組文

12 2-2-d 木の葉状入組文 磨消縄文ではな く 、 円形竹管文を充填 し て い る 。

1 3  2-2-d 木の葉状入組文

14 2- 3-a 爪形文

15 2-3 -e 縄文地に円形竹管文

16 2-2-d 木の葉状入組文

17 2- 3 円形竹管文
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図 版 挿 図 挿図No. 出 士 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量¢ 備 考

13 8 18 2 - 3 -a 爪形文 と 降帯上刻 目

19-26 2-3 -a 爪形文 と 隆帯上刻 目

27 N. 5 2-3 L R  

28 2-3 L R  

29 No. 2 2-3 無文の鉢形土器

S-1区 S B-38 

S B-0 7によって 切られた住居址で、 南北600cm、 東 西 600cm ( 推 定 ） の隅丸方形 プ ラン の住居址である 。 一

部 し か 残って おら ず、 炉址 や 柱穴も失 なわれて い る 。

出土遺物は釈迦堂Z 3式の 小 片 がわ ず か に出土して い る にす ぎ ず 、 石器もピエス ＝ エスキ ー ユ l 、 磨石l 、 黒

曜石8 g、 水晶 6 gである 。

ーーし ｀
＋

! "'  

第 1 3 9 図 釈 迦 堂 S-1区 S B  -3 8 (• 1 : 8 0 )  

S 8 -41 、 42

畑 の 境である 高 さ 150cm ほ どの石垣に北側約 半 分が削 り 取られて い る。 南側の S B-41 の 南 辺 が残っ て い る 。

北側の S B-42は 南 西 の壁が認 められ る。 こ の壁に接 して い る S K -21 8もまた S B 12内 の S K - 8 3、 8 9 同 様

住居 内 の 頂 蔵穴 と 思われ、 黒色土が充 満 して いた 。

さて S B-41 は壁柱穴を 持 つ住居で p 1 、 P 15、 P 12、 p 6 が主柱穴 と 思われ る。 おそら く 6 個であった と 思

われ る が、 P 12に対応 す るもの が検出されて い ない 。 また 南壁近く には 炭 火 材 がい く つ か 発 見 されて い る ので、

おそら く 火 災住居 か と思われ る 。 炉址 と 思われ る 焼土の 堆 積 は なかった。

S B-42は 南 西 の 一部 とピット列 から 、 お およその プラ ン が想 定 され る。 埋甕炉 が 1 号 から 4 号 まで発 見 され

て い る 。 こ のうち 1 号 埋甕 と 2 号 埋 甕 の 一部は、 図 示できない が、 3 号 埋甕炉 と 4 号 埋 甕 は 良 好 な資 料 を 提 示で

きる 。 2 号 埋 甕 は釈迦堂Z 3式の 東 海 系 土器が埋 設 されて いたものである。 なお東 海 系 土器は こ の 炉址 の 上部覆

土中の 破 片 と 接合する。 また S B 06の 埋 甕炉 は 口 辺部を 欠 損するものである が、 こ の 2 号埋 甕炉 と ほ ぼ 同時期

のもの で あろう。 3 号 埋甕炉も また い く つ か の 土器片 から なりたって い る。 図 1 41- 1 は L R の 縄文地に半 載竹

管に よる 沈 線で連続三 角 文を 描 き、 中 に は 平 行 沈 線 間 に 爪 形文を 施 して い る部分もある。 2 は おそ ら く 反 の 縄 を

施 文 したもの と 思われ る。 3 は 二重 口 縁 の 土器で、 本 遺 跡では 、 諸磯a式士器 と して 扱って 来た 。 こ の住居址 の

-150 -
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出 土 状 況 を 見 る と 、 諸 磯 a 式 の 古 い 部 分 も あ る と 考 え て お き た い と 思 う 。

石 器 は S B -4 1 で 石 鏃 1 、 稜 磨 石 3 、 磨石 2 、 打 斧 l 、 石 皿 l 、 黒 曜 石 1 24 g 、 水 晶 90 g で あ る 。 S B - 42 は
石 鏃 2 、 稜磨 石 1 、 磨 石 1 0 、 磨 斧 2 、 磨器 3 、 玉 石 1 、 黒 曜 石 1 1 1 g 、 水 晶 85 g で あ る 。

な お こ の 住 居 址 、 P 1 6 は 深 さ 1 0cm ほ ど の 小 さ な ピ ッ ト で あ っ た が 、 そ こ か ら 、 黒 曜 石 の フ レ イ ク 8 点 、 娃 質 砂
岩 の フ レ イ ク 5 点 が 出 土 し て い る 。 こ の う ち l 点 は ド リ ル で あ る 。 こ を ら は 、 石 鏃 や ド リ ル と い っ た 小型 石 器 材
料 を 保 管 し て お い た ピ ッ ト と 思 わ れ る 。

S B-42 

図 版 挿 図 挿図凡 出 土 地 点 分 ＇ 類 文 様 高 さ 容量 ¢ 備 考

43 !4 1 1 2 号埋甕炉 2 - 1 L R の縄文地に平行沈線で 三 角 形 を 描 く 、 中 に は連続爪形文 を施す も の も あ る 。 内

面の ミ カ‘ キ は良好だが多少凹凸 を の こ す。

2 3 号埋甕炉 2 - 1 無文で器面謁査痕が残 る 。

3 4 号埋甕炉 2 - 2 - a  二重口紘に押引 文 平行沈線 で 菱 形 文 と 丸棒状円 形刺突文

4 N.19 2 - 2 - e 平行沈線に よ る 波状文、 綾杉文 円 形竹管文 ミ ガキ 良好

5 2 - 6 異系統の 土器 口縁か ら 指頭圧痕の あ る 縦 の 降帯、 半載竹管 に よ る 菱形 文 と 円 形竹

管 文 お そ ら く 近畿東海 系 で あ ろ う 。

6 2 - 1 縄文地に 沈線文 R L  

7 2 - 1 縄文地に沈線文 R L  

8 No.14 2 � I R L  ， 2 号埋甕炉 2 - 1 R R か

JO No.24 2 - 1  R R と L R の羽状縄文

I I  �26 2 - 1 R L と L R

1 2  2 - 1 R L と L R か

1 3 2 - 1 L R  

1 4 N..24 2 - 1 10 と 同 一 か I 

- - - - - , , 

l
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ー
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ー ー
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2 m  

第1 42図 釈迦堂S-1区 S B -43 ( 1  : 80) 
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図 版 挿 図 挿図No. 出 土地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ¢ 備 考

1 4 1 1 5  2-1 R R と L L か

1 6 2 - 1 R R と L L か

1 7  2 - 1 

18 2 - 1 

1 9  2 - 5 関東系 土器

20 2 - 5 関東系 土器

21 2 - 5 関東系 土器

22 2-5 関東系 土器

4 3  23 2 号埋甕炉 2 - 6 近畿東海系 土器 口唇部に刻み を施 し 、口辺部に列点を廻 し 、 そ の 下部に条線 を施す。

内面に条線が若 干 あ る 。

S - 1 区 S B -43 

S X - 01 の 下 部 か ら 発 見 さ れ た 住 居址 で 北 東 の 壁 の み が 残 っ て い る 。 壁 高 20cm を 測 る 。 柱 穴 と 思 わ れ る ピ ッ ト

は p 1 、 P 8 - 10 お よ び P 1 3 な い し 1 4 で あ る と 思 わ れ る 。 炉址 と 思 わ れ る 柱 穴 は 南 側 の 隅 に 位 置 し て い る 。 床 面

に 地 山 の 花 滴 岩 が 露頭 し て い る 。

ま た 西 側 は S B - 44 と 重 複 し て お り 、 床 面 の 高 さ が ほ ぽ 同 ー な の で 、 プ ラ ン の 範 囲 は 不 明 で あ る 。

出 土 遺物 は 、 諸 磯 b 式 士 器 の や や 古 い 部 分 を 中 心 と し た 小破片 が 出 土 し て い る 。 石 器 は 石 鏃 6 、 玉 石 2 、 磨 斧

l 、 打 斧 1 、 磨 石 l 、 礫器 3 、 黒 曜 石 323 g 、 水 晶 1 09 g で あ る 。

S B -43 
図 版 挿 図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量ヽ 備 考

57 1 4 3 I S B-4 3  2 - 2 - a  ロ縁部に隆帯上押引文 と 平行沈線文 ミ ガ キ 良好

2 2- 2 - a  二重口 唇に押引文 ミ カ・ キは粗

3 2 - 2 - a  集合沈線 に よ る 助骨文 ミ ガ キ 良好

4 2-2-a 櫛歯状工具によ る助骨文 ミ ガキ 良好

5 2 - 2 - c  無文地に押引文

6 2-2 - c  無文地に押弓 1文

7 2-2 - c  無文地に押う 1文 降帯が付 く

8 2 - 2 - c  無文地に押引文 降帯が付く

， 2-2-c 無文地に押引文

10 2 - 2 - d  無文地に木 葉状入組文

I I  2 - 2-c 口辺部は無文地に押引文 胴部は縄文 ( R L ) に 円形竹管文

12 2-2 - d  碗形土器 押引文で区画 し た磨消縄文

1 3 2 - 2-d 竹管文で区画 し た磨消縄文 R L  

1 4  2 - 3 -a やや巾 広 な 爪形文で区画 し 、 降帯がみ ら れ る 。

1 5  2 - 3 口唇部に粘 士紐 浅鉢か ？

1 6 2-3 -a 巾広爪形文

17-23 2-3 -a 巾 広爪形文 特に沈線が深い。

24 2 - 3 -a 巾広爪形文 刻 目 隆帯を持つ

25 2 - 3 - a  巾広爪形文

26-29 2-3 -a 巾 広爪形文 刻 目 降帯を持つ

3 0 2 - 3 - b  縄文地 L Iこ浮線文

3 1  2 - 3 - b  浮線文 1こ R L を施文

3 2 2 - 3 -b 浮線文

3 3  2 - 3 -b 浮線文

3 4  2-3 -b 浮線文

3 5 2-3 -b 縄文地 R L に 浮線文

3 6  2-3 -·b 縄文地 R L Iこ 浮線文

1 4 4  3 7 2 - 3 - b  縄文 R L

3 8 2 - 3 - b 浅鉢の頸部

3 9 2 - 3 - b  浅鉢の 口辺
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第 1 43 図 釈 迦 堂 S - l 区 S B-43 出 土土器 ( 1 )
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図 版 挿 図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ヽ 備 考

1 4 4  40 2-3 - b  獣面把手 イ ノ シ シ

4 1  2 - 3 - c 沈線文 系 土器

4 2 2 - 3 - c 沈線文 系 土器

4 3 2 - 3 - c 沈線文 系 土器

4 4  2 - 3 - e 有孔士器の 口 辺

4 5  2 - 1 L R の 縄文 ミ ガ キ は 粗、 指頭圧痕

｀
刀
以

ぞぷ｝
竺t ."•
みヽ

-i

毎
鸞ぞ

苓i.
名
｛

， ．名
は
翠
ぞ'

忍
ーー
‘.
'，

ぎ
へ·

•.
 ？•
 

危

竺`
送

ー4
 

灯‘
ょ
r

;

t
 

ヽ

·
,
4

 ノ
}"

•

〗 `
[
h

.＂·‘.
A
f
 

9
.＂

 
t
E
•
5
 

•
を
さi

・・

ク
[

,
·9-

i
:,2”

 

tぃ
．ーツ

5
.

8
 

ヽ
． a：d、

“
.�．

 

i

3

 八·f
 

． ．．
 
●

●
’
 
-
＼
姜lt

—
こ
g",貸

ぷ.｀
 

g
翌やg1.

 

ぐfg→
·
[-{• い

{
 ．．
 2

 

＞
 
,．

 

4
 

｀
 

39 
40 

,.,i:, 

賃を哀竺苓唸44 . _,,·,:..-f 

ハ
日
日
HH

歪
デ｝）
ど

磨

ぷ

l
●
}l
]一冷
ぷr

48

:
 

秤
日日

•
9

 
ぶ
ぎ
呈·}

g"i
g
言

シ・・ 't
寸i.

＂．
さ

E§"

哀J •各一f『
五

4

U

 

.
g"t
 

も
ミ

え．
予｝

ざ
享
苓

ャ
？．さ•一

翠冬`
翌·；

令

f・ 『

斎

羹

警
多i、J

へ
ゑ

娑
唸

翌. .＇

O5
 

苓
芸．

介
｀

 

”
 

•
1

 

f
 ..
 

i
咲

苓
翠
Y••

 

;．．”·
 

怜．．
f．，

 
．．

 

立 ‘ダ·
r

姦5、‘
名
汲
芯●匁

迄 ．
釜
芸．． ．．
 4

 

が
哀
芸芯

·
k
}

5
 

J
i,9.
 

門
日
月は

嘉
夏

迄
吟
翌

心
翠
琴―}

三
互

`
t
 

ぷ
｛{

 

8
 

.••
 

5
 

／
 

••
 
`.
、‘.,9

•
9
;．
"

 ら'
.�·

 

•い
う

．
ク．
ピ

名さ
2

 
6

 

c
□
日
U“

り ．
A3
 

合 ．＿． ．
 

5
藍
；
ー
をi·p.`

蕊
弓

ぐ、
W.. ＇

．」
．＂J
-ュ

璽．

しヽt p
s
·̀

'
§
 

ー5
 

緯
詈
翌

門
日
日
E

摩
:tぃd•

9
 
•..•

 * 

.
)メ

. .p3'

．
 

:"し
j ^7T
ま

ゃ．｛
合
翌{

-
i•

5
 

5
 

を
1
i
�]

多f.̀
． ．

 
’” ・・

.,-;,.、r.芥
な孜も．，
総裟f ,. . . ）） 

63 

第 1 44 図

唸ぷi
、や．吹,..,.妥ベ
ぷ双��-�. ; , 女.,、::.:・ク , . . , . . . .. . .、r.,

y芦防菱, .,,_ 〗
53 

月
．．．

 

• •
 
-•
•

 
•.

 

．．．
 

▲一. •
 

．．
 ヽ49.

l
 

．．．
 

へ・・
．．．

 
，

 
．
．

 
•
•
·

 

． ．
 

f

f
ご

ぞ

疇．
．
．．

 

�i
 

••
 

．．
 

．．
 

．．．
 

••••
•

 
.
.

 s 

.

9

t

·
 

-
ニ

-
9、

三
i[｀

i

w

 

••
 

→
 

•;
;[

 
`̀ f̀

 

．．
 
·`

 
．．

．
 

ム

.｝
t
}[
fぶ
．．．．．

；＇
し．．

 

.
9
 
••
•

 9 ..
 

ぎ
翠ゞ‘ -
7一

し ..
..

 t.
[
{:
．

5
 ]

 

＼
 

＼
 

／
 

:."
 

i
r . .
.0『.f,

a

.
＂
a

 
•

 

••
••
••

 

．．．．．．．
 

· ,.
 ”え・

ふ5”.5
;·

ざ― ・
..••

 

．
さ ・鴫9•

ず1r•••
 ”f•,． ＂'
 

••
 

←`
 .•

 ”' 

ミ
”
f’

言{“
ぷ

ぷii .゜ 応
. ＇,
＂疇

.
i
 

呉
• 9,＂．

`
＇
··, 
:.”;

6
 

釈迦堂S-1 区 S B-43出土土器 (2)

- 156 -



図 版 挿 図 挿図し 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ヽ 備 考

14 � 4 6  2- 3  口 唇部刻 目 R L の縄文 ミ ガ キ は粗、 諸磯 b 式

47 2- 1 縄文を施文 し ているが不明

48 2- 1 R L  

49 2-3 口 唇部に粘土紐

50 2- 1 R L と L R を同時施文

51 2- 1 R L と施文 し 、 口 唇部に刻 目

52 2-2or 3 縄文は 不明 ミ ガ キ は 良 好

53 2-2or 3 口唇刻 目

54 2-2or 3 R L  口 唇部刻 目 ミ カや は粗

55 2-2or 3 R L  ミ カ年は良好

56 2-2or 3 L R  内面に炭化物付着

57 2-2or 3 R L と綾；繰 文

58 2- 1 R L と L R

59 2-2or 3 R L  

60 2-2or 3 R L ( 0段多条か） と綾繰文

61 2-5 関東系 土器 R L  

62 2-6 近 畿 東 海 系 土器 L R  

63 2-6 近 畿 東 海系土器 L R  

S - 1 区 S B -45 

M - 23 グ リ ッ ド 付 近 で 、 集石 が あ っ た の で 、 S B - 06 、 1 2 、 4 1 -42等 の 住 居 址 の 上 層 部 に も 同 じ よ う な 集 石 が

認 め ら れ た の で 、 住居 プ ラ ン の 確 認作 業 を 行 い 、 図 示 し た よ う な プ ラ ン を 検 出 し た が 、 炉 址 や 柱 穴 と 思 わ れ る ピ ッ

ト は 確 定 で き ず 、 住 居 址 と は 断 定 で き な い が 、 調 査 中 も 整 理 途 上 も S B -45 と し て 取 り 扱 っ て き た の で 、 住 居 址

と は 断 定 し な い が 、 こ の 呼 称 を 用 い る 。

さ て 、 黒 色 土 の 充 満 す る 覆 土 の 中 に は 、 い く つ か の 中 期 の 土 拡 が あ っ た と 思 わ れ る 。 確 認 で き た の は 、 S K -

247 、 248 、 249 で あ り 、 集 石 や 遺 物 の 存 在 か ら 波 線 で 示 し た 部 分 に も 土 拡 が存 在 し た と 思 わ れ る 。 こ う し た 現 象

は S B - 09 、 27等 で 認 め ら れ て い る 。 特 に S B - 45 中 央 部 破 線 で 示 し た 部 分 か ら は 、 粘 板 製 の 大 型 石 七 が 3 点 出

土 し て い る 。 こ の よ う に 石 七 を 埋 設 す る 土 拡 の 類例 は 多 い 。

土 器 は 中 期 の も の も あ る が 、 主 体 は 前 期 の 釈 迦 堂 Z 3 式 、 諸 磯 a 式 、 諸 磯 b 式 、 北 白 川 下層 式 土 器等 で あ る 。

石 器 は 石 鏃 4 、 ド リ ル 1 、 石 -I:'.:. 3 、 稜磨 石 6 、 磨 石 6 、 石 皿 l 、 磨 斧 1 、 打 斧 1 、 礫器 1 、 フ レ イ ク は 黒 曜 石 22

5 g 、 水 晶 94 g で あ る 。

S B -45 

図 版 挿 図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容 量 ヽ 備 考

57 146 I S B-45 2-2-b 櫛歯状工具 助骨文 ミ ガキ は 良 好 金雲 母 多 し。

2 2 - 2-b 櫛歯状工具 助骨文

3 2-2-b 櫛歯状工具 助骨文

4 2-2-c 押引文による磨消縄文

5 2-2-c 無文地に押引 文

6 2-2-e 無文地に平行沈線

7 2-2テ e 無文地に平行沈線

8 2-2-b 助骨文， 2-2-e 平行沈線文

10 2-2-e コ ン パ ス 文

I I  2-2-a 二重口縁 1こ 平行沈線 文

12 2-2 縄文地に円形管文

1 3  2-2 L R の縄文地に円形管文
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図 版 挿 図 挿図比 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量ヽ 備 考

14 6 14 2- 2 - d 木の葉状入組文 中 に L R の縄文

15 2- 2- c  無文帯 と 縄文帯 ( L R ) の境1こ 爪形文

16 2 - 3 - a  巾広爪形文

17 2- 3 - a  巾広爪形文

18 2- 3 - a 巾広爪形文

19 2- 3 -a 

20 2- 2 or 3 L R と 綾繰文 ミ ガ キ良好

21 2 - 2 or 3 L R  ミ ガキ 良好

22 2 - 1  L R と R L の 羽状縄文 ケ ズ リ 指頭圧痕

23 2 - 1 L R と R L の 羽状縄文

24 2 - 2 or 3 L R  ミ ガキ あ り

25 2 - 1  R L の縄文地に押う 1 文

26 2 - 1 L L  ミ カ年 あ り 凸凹あ り” 2 - 2  L R と 綾繰文

28 2- 6 近畿東海系土器

29 2-6 近畿東海系土器

3 0 2 - 6 近畿東海系 土器 L R と R L の羽状縄文

3 1  2- 6 近畿東海系 土器

I 、
� �、;;:;;;di し） “ ぉ I
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第 1 4 5 図 釈迦堂 S - l 区 S B -45 ( 1  : 80) 

S - 1 区 S B - 55 

S B - 05 と S B - 28 の 間 に あ り 、 S K - 1 9 、 20 、 2 1 が 重 複 し て い る 。 こ と に S K - 2 1 は 頂蔵 穴 で あ り 、 床 面 を

掘 り 貫 い て い る 。 こ れ ら の 士 拡 を 清 掃 中 に 遺 物 の 分 布 を 知 り 、 プ ラ ン 確 認 を 行 っ た と こ ろ 、 図 の よ う な プ ラ ン を

確 認 す る に 至 っ た の で あ る 。

出 土 遺 物 は 、 釈 迦 堂 Z 3 式 で あ る 。 遺 物 が 小 量 で 全体 像 は 不 明 だ が 、 全 縄 文 の 土 器 が 多 い 。 石 器 は 礫器 が 1 、

黒 曜 石22 g 、 水 晶 20 g で あ る 。
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第 1 4 6 図 釈迦堂 S - 1 区 S B -45出 土土器
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S B -55 

図 版 挿 図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量¢ 備 考

57 1 4 8 1 2 - 1 口辺部無文帯をもち 、 胴部との境に押引文 胴部に綾繰文と R L 縄文

2 2 - 1  L RとR L

3 2- 1 L RとR L

4 2 - 1 L R  

5 2- 1 L R  

6 2- 1 R L  

7 2- 1  L R  

8 2 - 1 0 段が不明で あ る。 故意 に縄の繊維の 方向や節を消 し て い る 。

， 2- 1 R R  

10 2 - 1  R R  

1 1  2 - 1  L Lと R R

12 2-1 R R  

13 2- 1 R R  

14 2 - 1 底部
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第 2 節 前期の土拡出土土器

S - 1  前期 の土拡

図 版 挿 図 挿図No.

58 14 9 I 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

4 3  ， 
1 0  

4 4  II 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

1 5 0 24 

25 

26 

27 

28 

29 

3 0 

3 1  

3 2  

3 3  

3 4  

3 5  

3 6  

3 7 

3 8 

3 9 

4 0 

4 1  

4 2  

4 3  

出 土 地 点 分 類

S K-13 2-3 -b 

SK-14 2-2 - c  

SK-3 1  2 

SK-3 4  2-2-e 

S K -3 4 2-2-e 

S K-3 4 2-2-e 

S K-3 4  2-3 -c 

S K-3 4  2-3 -c 

S K-4 1  2-4 

S K-58 2-3 -a 

S K-73 2-1 

S K -76 2-6-e 

s , -s, I , _ , 
S K-83 2 - 3 -b 

S K -83 N. 2 2 -3 -a 

S K  -83 Na:l7 2 - 3 -a•b  

SK �g3 No.IO 2-1 

SK -83 N.3 2 2-3 -a 

N.24 2-3 -a 

S H -12 ( 3 、 2-3 - b  
12、 19、 汎、 58)
SK - 89 0 2、
21) 

S H -12 ( 3 、 2 � 3 � b 
12、 19、 30、 58)
S K-89 (12、

I 21) 

No.3 9 2 - 6  

2 - 6 

SK -85 2 - 3 - c 

S K - 85 2 - 3 - c  

S K-89 2-3 -c 

S K-89 2 � 2 or 3 

S K -89 2 - 2 or 3 

N.19、 U-1 9 2 - 3 -a•b 

No.19、 U - 19 2-3 -a 

N.19、 U -19 2 � 3 � .  

No.19、 U-19 2-3 -a 

N.19、 U-19 2-2-a 

No.19、 U - 19 2 - 3 -a•c 

N.19、 U-19 2-3 - c  

S K - 102 2-1 

SK -13 0 2 - 5 

SK -103 2 � 2 
S B-13 N.13 

SK -103 2 - 2 

SK -13 7 2-2 

S K -14 1 2-2-c 

S K-14 1 2-3 -a 

S K-14 1 2-3 -a 

文 様

無文地に押引文と縄文

諸磯 c 式

L Rと R L

近畿東海系 土器 凸帯文土器 北 白 川 下層 Il C 式

関東系 土器

浮線文土器

巾広爪形文七器

29と同 ーか

平行沈線と平行降帯J:押引文

ロ辺部1こ 木 の 葉状 入 組 文

縄文地に平行沈線文

浮線文土器 � L の縄文地に口辺 部 は 玉抱 き 三 叉状浮線文

口辺部は無文地 胴部は R Lと L R の羽状縄文 上拡底部に逆位に埋設さ れてい た 。

近畿東海 系 t器

近畿東海 系 土器

縄文地に 平行沈線

縄文地に 平行沈線

縄文地に平行沈線

縄文地に 平行沈線

ロ 唇に刻 I I 、 口辺 に浮線文、 木の葉状入組文の中に爪形文 浮線文縄文 L R

巾 広爪形文

巾 広 爪 形 文

巾 広爪形文

降帯上に大 き な 爪形文

口辺部に木の 葉状入組文に爪形文を加 え、 刻目降帯あ り 浅鉢か ？

L R の縄文地に 平行沈線文

L R の縄文

ll!l東 系 t器 無文、 高台が付く

口柑部に押1 1 文 R L の縄文、 ミ ガ キ は良好

1、 R

R L 3 8、 3 9、 4 0とも諸磯a 式であろう。

無文地に爪形文

巾広爪形文

高 さ 容量¢ 備 考
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図 版 挿 図 挿図比 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ヽ 備 考

1 50 44 S K-1 4 1  2- 2 - a  諸磯 b 式特有の把手

1 5 1  45 S K- 1 4 1  2- 2- e  無文地 に 平行沈線文

46 S K- 1 4 1  2- 6 近畿東 海 系 土器 L Rと R L の羽状縄文地の上に凸帯文

47 S K-1 4 1  2- 2 円形竹管文

48 S K  -1 4 1  

49 S K-1 4 1  2- 2- c  平行沈線間爪形文

50-53 S K-1 43 前期の土 器で は な く 中期初頭の も の

54 S K-1 44 2- 2 - a  口唇部 に 刻目、口辺に沈線文

55 S K-1 44 2- 2- a  隆帯上爪形文

56 S K-144  中期五領ケ台式

57 S K-145 2- 2- e  L Rと R L に 綾繰文

58 S K-146 2- 3 - e  有孔土器

59 S K-1 46 2- 3 - a  巾広爪形文

60 S K-146  2- 3 半裁竹管 に よ る 円 形竹管文

61 S K-146  2- 3 - c  縄文地に 平行沈線

62 S K-1 46 2- 2- e  縄文地に 平行沈線

63 S K  - 1 4 7  2- 3 - b  

64 S K  -147  2- 3 - b  円 形竹管文

65 S K-1 4 7  2- 2 爪形文と円 形竹管文

66 S K  -1 4 7  2- 2- c  平行沈線文

67 S K  -1 47 2- 2- b  浮線文

68 S K-149  2- 3 - c  集合沈線

69 S K-1 49 2- 2- c  縄文帯と無文帯の境に爪形文

70 S K-20 4 2- 2- e  縄文地 L R

71  S K-2 1 8  2- 6  近畿東海系土器 R Lと L R の羽状縄文 0 段 多条

72 S K-222 2- 1 無節 L の縄文

73 S K-222 中 期五領ケ台式

74 S K-222 2- 3 - c  木の葉状入組文

75 S K-223 2- 3 - c  縄文地に 平行沈線

76 S K-223、224 2- 3 - a  巾広爪形文と隆帯上刻目

77 S K-227 2- 3 - b  浮線文

78 S K-2刀 2- 2- c  無文地 に助骨文と円 形竹管文

79 S K-227 土偶 前期の土偶 S B --05と接合

80 S K-228 2- 2 or 3 L R の縄文

81 S K-23 8 2- 3 - c  縄文地に平行沈線で 文様を描 く 。

152  82 S K-240 2- 1 縄文

83 S K-240 2- 3 - b 浮線文

84 S K-240 2- 2 縄文 R 

85 S K-240 2- 2 or 3 縄文

86 S K-240 2- 3 - c 縄文地に 平行沈線

87 S K-241 2- 3 - c 縄文地に平行沈線

88 S K-2心 & 3 2- 2- a 集合沈線に よ る 菱形文

89 S K-242 No.14 2- 2- a 二重口縁 に押 引 文 そ の下に菱形文を描 く

90 S K-242 2- 3 - a 爪形文と隆帯上刻目

91 S K-242 2- 2- c 木の葉状入組文

92 S K-242 2- 2 or 3 縄文地 R L に 円 形竹管文

93 S K-242 K..14 2- 2 or 3 縄文と綾繰文

94 S K-242 2- 2 or 3 縄文と綾繰文

95 S K-242 2- 2 or 3 縄文と綾繰文

96 S K-242 2- 3 - a 巾広爪形文

97 S K-242 No. 4  2- 3 - a 巾広爪形文 に 円 形竹管文

98 S K-242 No. 6  2- 3 - b 浮線文

99 S K-242 2 - 6 近畿東海系土器

100 S K-242 2- 6 近畿東海系土器 L Rと R L の羽状縄文 0 段 3 条 オ コ ゲの付着あ り
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図 版 挿 図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 £ 備 考
152  1 0 1  S K-242 2- 6- e 近畿東海系士器 凸帯文

1 0 2 S K-242 Nol l 2- 6- e 近畿東海系土器 凸帯文
1 0 3 S K  -242 2- 6- e 近畿東海系土器 凸帯文
1 04 S K-242 2- 2- c 無文地に押引文
105 S K  -24 2 2- 2- c 

1 06 S K -242 2-2- c 平行沈線文
1 07 S K - 242 2 - 2- c 平行沈線文
1 0 8  S K  - 242 , 2- 2- c 平行沈線文
1 09 S K  - 242 

I 2- 6 近畿東海系土器
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第 3 節 前期 の グ リ ッ ド 出 土土器

釈迦堂 Z 3 式
黒浜式併行
図 版 挿 図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 v:: 

57 153 I N -19 2-I L L の無節縄文

58 2 T-21� ふ9、 10 2 - 1 L L の無節縄文

3 L-21邸、9、 JO 2-1 L L の無節縄文 指頭圧痕を残す。

4 N -19 2 - 1 L L の無節縄文 ミ カ
‘
キ な い砂粒が目立

5 T-21 No. 8  2 - 1 L L の無節縄文

6 R -22 2-1 L L の無節縄文

7 K -22 2 - 1 L L の無節縄文

8 V-19 No. l 2-l L Lと R R か

， N -16 2 - 1 R L  

10 C-25 2 - 1 L R  

11 N -19 2-1 L Rと R L

12 Q -17 2 - 1 L R  

13 S B -3 5 No. I 2 - 1 L Rと R L

154 14 T �22 No.I I  2 - 1 L R  

15 T-21 No. 8 2 - 1 L R  

16 T-20 2 - 1 L R か

17 U -21 2 - 1  L Rと R L

18 T -17 2 - 1 L Rと R L

19 T - 20 2 - 1 L Lと R R であろう。

20 U -23 、 22 2 - 1 L Rと R L

21 T-17 2-1 L Rと R L

22 T -17、 18 2 - 1 L Rと R L

23 T-20 2 - 1 L Rと R L 底 部

諸 磯 a � b 式
図 版 挿 図 挿図凡 出 七 地 点 分 類 文

60 155 1 K � zz N. 8  2 - 2 -e R L  縄文1こ綾紐文 口唇部刻 H 、 ミ ガ キ 良 好

2 S B -4 7 No.SO 2 - 2 -C L R の縄文を施 し、 頸部の無文帯は左引 き の押 し 引 き 文

3 v � 25 2 - 3 - d  縦の縄 文

4 0-23 2 - 3 -c 無文地に沈線文

5 p -3 N. 4  2 -3 -c 浅鉢

6 0 - 20 2 - 3 -c 釣部に連続三角 文

7 S -28 2 - 2 - e  L R  

8 S 8 -3 3 2-3 -a Uill部 に 巾 広爪形文 胴部に R L 

様

様

156 ， T-19 2-2 - c  口辺部無文帯、 胴部縄文帯、 口絃と骰部に爪形文、 円 形竹管文 典型的 な 諸磯a 式

R L  

10 P - 26 2 - 3 -c 木の葉状 入組文 R L 

11 u -21 2 - 2 or 3 口辺部に木の葉状入組文帯を持つ R L  

12 P -26 2-3 -c 木の薬状入組文と隆帯刻目を持つ。

13 P-26 2-3 -c 4 と同 一か

14 P -25 2 - 2 or 3 木の葉状入組文

15 T �zz 2 -2 or 3 木の葉状入組文

16 0 -23 2 - 3 -a 木の葉状入組文 口辺部に三角 形文と刻目降帯を持つ

17 p �25 2 -- 3 -a 木の葉状入組文 口辺部に刻目降帯

18 P-21 2 - 3 -a 浅鉢 無文地に三角形磨消縄文

19 P-25 2-3 -a 浅鉢 無文地に三角形磨消縄文

20 P-17 2 - 3 -a 巾 広 瓜 形 文

21 N -19 2 - 2 - c  無文地に玉抱 き 三叉状文を爪形文で描い て い る

- 1 68-

高 さ 容 量 ¢ 備 考

高 さ 容 量 £ 備 考
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図 版 挿 図 挿図比 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ¢ 備 考

15 K -20 2- 5 縄文地に 平行線と爪形文 R L  

16 L -22 2- 5 縄文地に 平行線と爪形文 L Rと R L

17 S-20 2 - 5 縄文地 に 平行線と爪形文 L R  

18 K-20 2 - 5  縄文地に 平行線と爪形文 L R  

19 M-17 2- 5 縄文帯と無文帯の境 に 爪形文 L Rと R L

20 S -16 2 - 5 縄文帯 R L  

21 M-19 2- 5 縄文帯 R L  

63 159 22 S B -02 V - 22 2- 5 22- 4 5 ま での、 縄文を有するものは L R でO 段 多条か ？
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図 版 挿 図 挿図比 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 £ 備 考

23 S-16 2-5 R Lと L R の羽状縄文

24 K-22 2-5 R L  

25 L-18 2-5 R L 

26 L-22 2-5 R L  

27 L-22 2- 5 R L  

28 S-17 2-5 � L  

29 K-19 2-5 R L  

3 0 K-21 2 - 5 L R  

3 1 U-22 2-5 R L  

3 2  L-22 2-5 R Lと L R

3 3  S-19 2-5 L R  

3 4  L �17 2-5 R L  

3 5  K-19 2 - 5 R L 

3 6  S-23 2 - 5 1、 R

3 7 M -23 2 - 5 R L 

3 8 L-24 2 - 5 R L 

I 3 9 M-23 2-5 R L 

4 0 T - 23 2 - 5 � L  

4 1  L-23 、 N-17 2 -5 H L  

4 2 J -21 2-5 R L  

4 3 0-16 2 - 5 I< L 

4 4  P-15 2-5 R L  綾駐 文

4 5  1-19 2-5 R L 

4 6  S-10 2-5 R l、 底 部

63 160 4 7 L - 16 2 - 5 棒軸と思われる。 R を 巻 い た も の 。 4 7-77 ま では 絡状符に よ る施 文である。

48 U-20 2 - 5 縄軸か格 {tl 状 に 着 い た 網 l l 状撚糸 文

4 9  M-21 2-5 l、 R に r を 巻 い た も の （ た巻 き ）

50 R - 18 2 � 5  R L に r を 巻 い た も の （ 右 巻 き ）

51 K -21 2 � 5 L RIこ rと R L に r を そ れぞれ巻い た も の ( Ir巻 き ）

52 K-21 2-5 L I< に rと I< L Iこ r を そ れぞれ巻い た も の

53 S-19 2-5 l 段 の縄に () 段の縄 2 本 を 巻い た も の いこ r を 2 本

54 0 � 20 2-5 1 段の縄に （） 段の縄 2 本を巻 い た も の LIこ r を 2 本

55 R � J9 2-5 1 段の縄1こ 0 段の縄 2 人 を 巻 い た も の いこ r を 2 本

56 S K - 04 、 R 20 2 � 5  l 段の縄に （） 段の縄 2 本 を 巻 い た も の L に r を 2 本

57 R-19 2-5 1 段の縄に 0 段の縄 2 本 を 巻 い た も の 1、 1こ r を 2 本

58 R-19 2 - 5 l 段の縄に （） 段の縄 2 本 を 務 い た も の いこ r を 2 本

59 R-20 2 � 5 l 段の縄に 0 段の縄 2 本を巻 い た も の 1、 1こ r を 2 ,t,; 

60 P-19 2 � 5 R に r を 2 本 L 巻 き

61 P-22 2-5 いこ r を R 巻 き

62 P-22 、 R-19 2 � 5 R に r を L 巻 き

63 P-22 2-5 2 段の縄に 1 段の Lと R を ,jj;ペて巻 い た も の。 2 段の縄軸 は 見 え な い。

64 P -16 2-5 2 段の縄1こ 1 段 の Lと R をサペて巻い た も の 。 2 段の縄軸 は 見 え な い。

65 T -17、 18 z � s  2 段の縄に 1 段の Lと R を せぺて巻 い た もの。 2 段の縄袖 は 見 え な い。

66 S - 17 2-5 2 段の縄に 1 段の Lと R を せぺて巻 い た も の。 2段の縄軸 は 見 え な い。

67 Q -17 2-5 2 段の縄1こ l 段 の Lと R を 荘ぺて呑 い た も の。 2 段の縄軸 は 見え な い。

68 J -19 2 - 5  2 段の縄に 1 段の Lと R を サペて呑 い た も の 。 2 段の縄軸 は 見 え な い。

69 R-18 2-5 2 段 の縄に 1 段の 1、と R を北 へて巻い た も の。 2 段の縄軸 は 見 え な い。

70 2 - 5 2 段の縄に 1 段 の 1、と R を ,IJ;ペて移い た も の。 2 段IT)縄軸 は 見 え な い。

71 2 � 5 2 段の縄に 1 段 の ［、と R をせ へて巷 い た も の 。 2 段の縄軸 は 見え な い。

72 2-5 2 段の縄に 1 段 の l、と R を 舵べてむ い た も の 。 2 段の縄軸 は 見え な い。

73 2-5 2 段の縄に ］ 段の Lと R を 廿ぺて巻 い た もの。 2 段の縄軸 は 見 え な い。
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第 1 6 1 図 釈迦堂 S - 1 区 前期の土器 ( 9 ) (78-90 (� 1 : 6 )  

図 版 挿 図 挿図比 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 ヽ 備 考

74 2-5 2 段の縄1こ 1 段の Lと R を並ぺて巻い た も の。 2 段の縄軸 は 見 え な い 。

75 2-S 2 段 の縄に 1 段の Lと R を 並ぺて巻 い た もの。 2 段の縄軸 は 見 え ない。

76 2-5 2 段の縄に 1 段 の Lと R を せぺて巻 い た も の。 2 段の縄軸は 見 え な い。

77 2-5 2 段の縄 1こ 1 段の Lと R を 並ぺて巻い た も の。 2 段の縄軸は 見 え な い。

1 6 1 78 R -18、 SB - 2-5 無文地に列点
03 、 S 1:1 - 13 、
L-1 9 S B-1 7、
18、 S B -06

79 T-20、 SB- 2-5 粗雑な コ ン パ ス 文
1 2 N. 1 5 1 

8 0  S-1 6 2-5 上げ底

81 S-2 0 2 -5 上げ底

82 U - 2 0 2 - 5 上げ底

83 M-24、 R -2 0 2-5 l::げ底

84 Q-1 8  2-5 上げ底

85 S B-06No! 0 3 2-5 上げ底

86 K-24 2-5 上げ底

87 SB -05No288 2-5 高台付である。

88 S B-0 7  2-5 高台付である。

89 L-24 2-5 高台付である。

9 0  0 - 16 2-5 高台付である 。

近畿東海 系土器 北 白 川 下 層 式
図 版 挿 図 挿図No. 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容 簸 ¢ 備 与

64 1 62 I G-19  2-6-c 近畿東海系 七器 シ ュ ロ 状文

2 N-1 9  2-6-c 近畿東海系 七器 シ ュ ロ 状 文

3 0-21 2-6-d 爪形文

4 Q-23 2-6-d 諸磯a 式の木の葉状入組文 赤彩

5 N-26 2-6-e 凸帯と木の葉状入組文を持つ。 表裏と も 赤彩

6 N-23 2-6-e 凸帯と木の葉状入組文を持つ。 赤彩

7 K-1 7  2-6-e 7 -1 6 ま では凸帯文系 七器

8 S B-47 2-6-e R Lと L R の羽状縄文 0 段 多条と思われ る 。

， T-21 2-6-e R Lと L R の羽状縄文

1 0  N-23 2-6 - e  赤彩

1 1  K-26 2-6-e 

- 1 77 -



図 版 挿 図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容鼠 ¢ 備 考

12 S-22 2 - 6 - e  赤彩

13 V -18 2-6 - e 

14 M -26 2-6 - e  

15 T-19 2-6-e 赤彩

16 Q -22 2-6 - e 表裏とも赤彩 粘 七 は 北 白 川 系

17 U-20、 W - 20 2 - 6-e 爪形文と半載竹管に よ る沈線をもつ 、 界J式不明

18 u �23 2 - 6 - e  L R の絶文と裏面に条痕、 SB-06で口辺 部 出 七

19 N-24 2 - 6-e Lと R の羽状縄文で、 在地系の薄手七器

20 K-22 2-6-e L Rと R L の羽状縄文

21 S -18 2 - 6-e 

22 S B-4 7 2-6 - e R Lと L R の菱形縄文

23 P-22 2 - 6 - e 

24 T-17 2-6-e 縄文地に凸帯が付く。

25 S B -4 0 2-6 - e  R Lと L R の羽状縄文

26 S B �4 0 Z - 6-e R Lと L R の羽状縄文

27 Q -27 2-6 - e  底部 丸底か押引 文がある。

28 SK -07 2 - 6-c 0段 3 条の R Lと L R

29 S K-65 2-6 - e  R Lと L R
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第 5 章 縄文時代中期

第 1 節 中 期 の 住居 と 出 土遺物

S - 1 区 S B -2 3  

黒色士層 中に掘り 込 まれ た住居址で、 掘 り 込 み プラン は 不明である 。 またS K -9 7、 120 も 掘 り 込 まれて い る 。

した がって 柱穴 も 確 定 し がた い 。

出土遺物は 埋 甕炉 2 個 体 を は じ め と して 、 20点 の 土器 と 他 に、 石鏃 6 、 ピエス ・ エスキ ー ユ 2 、 石� l 、 石皿

片 1 、 磨斧1 、 打斧15、 礫器5である 。 他 に黒曜石99 g 、 水晶28 g がある 。

五 領 ケ 台 式土器は 、 本 来 集合沈 線文土器は 含 ま な い も の と 考 え る が 、 ここではS - II 区 の 状況 も 考 えて 、 この

土器 も あえて 含 めて 説明 する 。 な お、 この住居の時期は ほ ぼ 五領 ケ 台式の 中 ご ろ と い う こ と にな ろうか 。
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4 焼 土

゜ 50 cm 

第 1 63 図 釈迦 堂 S - 1 区 S B -23 ( 1  : 80)  
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S 8 -23 (五領 ケ 台 ）
図 版 挿 図 挿図凡 ':ll 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容 量 ヽ 備 考

65 164 1 埋甕炉 1 3 - 1 -g 結節無節縄文

2 埋甕炉 2 3 - 1 -g 結節縄文が浅 く 施文 さ れ、 そ の 上に半戴竹管沈線文

3 No.17 S B -16 3 - 1 - b 口辺部に集合沈線を地文と し て 、 弧線文等を描 き 、 胴部は無文地に半戴竹管で沈線

文を描いて いる。

4 心、 N..24 3 - 1 - c  口辺部に細線文がある。

5 四8 3 - 1 - b 

6 3 - 1 - d 

7 N. 2 3 - 1 - e  地文は0 段 3 条 の R L

8 f'.1.21 3 - 1 - b  

， N.27 3 - 1 - d  口辺部の み縄文

IO N. 7 3 - 1 - e 口辺部 縄文 L R

11 N..10 3 - 1 - e 口辺部に縄文を施文 し 、 沈線と絨刻を し て いる。

1 2 '-'14 3 - 1 -g 縄文 R L 

1 3 No. l 3 - 1 -g 

14 N. 4  3 - 1 -g 

15 3 - 1 -g 

16 N..16 3 - 1 -g 

1 7  No. 3 3 - 1 - h 縄文 R L  

18  No.14 3 - 1- h 

19  3 - 1 - j  

20 N.24 3 - 1 - h 縄文 R L  

中期初頭 の 土器

図 版 挿 図 挿図凡 出 土 地 点 分 類 文 様 高 さ 容量 £ 備 考

66 165 l I -18 3 - 2  東海系 土器 0 段の 3 条 の R L 鷹島式

2 I -19 3 - 2  東海系土器 0 段の 3 条 の R L 鷹島式

3 J -1 8  3 - 2  東海系土器 0 段の 3 条 の R L 貝殻背圧痕 見 ら れる。

4 R -23 3 - 2 東海系土器 北屋敷式と思われる。

5 M-1 7  5 - 2 底部

6 1 -17 ？ 時期不明 口辺部で縦の隆帯と口辺 内側に沈線文
166 7 J -17 3 - 1 - b  ロ 唇部に浮線文が付 く

8 0-23 3 - 1 - b 集合沈線を区画 し た 間隙を削 り とっ て いる。

， S K -206 3 - J - b  ロ 唇部に浮線文

1 0  M-1 7  3 - 1- b  空白部を削 り 取 っ て いる。

11 0-17 3 - J - b 

12 T -20 3 -J - b 

13 K -1 7  3 - 1 - b 

14 S-20 3 - 1- b 底部

15 H -1 9  3 - J - b 底部

16 K -17 3 - I - c 口縁部の波頂部に動物様把手が付 い て いる。

17 S -17 3 - J - d 

18 K-17 3 - J - d  
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図 版 挿 図 挿図凡 出 土 地 点 1 分 類 I 文 様 高 さ 容量 9 備 考

66 19  S B--07 3 - 1 - d  口縁部に縄文

20 M-1 7  3 - 1 - d  ロ縁部に縄文

21 I -1 7  3 -J-e 

22 S B-1 0  No.49 3 - J - e 胴部に半戴竹管によ る 沈線文 R L  

23 S B--04 3 - 1 - e  胴部に半絨竹管によ る 沈線文 R L  

24 J -18 3 - 1 - e  胴部に半絨竹管によ る 沈線文 R L  

25 U-1 9  3 - 1- e  胴部に半載竹管によ る 浮線文 R L  

S - 1 区 S B - 0 1 

濯 水 管 と 農 耕 ピ ッ ト の た め 、 住 居 の 北 東 側 と 、 炉 の 部 分 を 失 っ て い る 。 柱 穴 は こ の 時期 に 一 般 的 で あ る 6 個 で

あ る 。 プ ラ ン は 長 径 66 0 cm X 短 径 500 cm 。 土 器 は 細 片 が 多 く 、 撹 乱 が 著 し い こ と を 物 語 っ て い る 。 石 器 は 石 鏃

1 0 、 石 � 2 、 磨 斧 2 、 ド リ Jレ 4 、 打 斧40 、 磨 石 3 、 玉石 l 、 黒 曜 石 1 63 g 、 水 晶 59 g で あ る 。 打 斧 の 量 が や や 多

い 。 他 に 土 偶 が 4 点 出 土 し て い る 。

出 土 遺 物 か ら 、 藤 内 式 の や や 新 し い 部 分 に 属 す る 住 居 と し て お き た い と 思 う 。 な お S B - 01 に 近接 し た W - 20

の グ リ ッ ド か ら 図 224 - 1 の 土 器 が 出 士 し て お り 、 こ れ を 埋 甕 炉 と し た 住 居 址 の 存 在 も 考 え ら れ る 。
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S B -0 1  
図 版 挿 図 挿 !><]No. 出 七 地 点 分 類 文 様 ;::; さ 容 :.t ヽ 備 ろ

1 2 168 I 6 - 1 口辺部無 文帯 胴部縦区 画 文

2 6- 1 口辺部無 文帯 胴部縦区 画 文

3 6- 1 口辺部に把手 を 有す る か、 ほと ん ど 1 と 2 と 1『i] じ 文様構成 No. I 、
23 、 3.5 、
” 、 60、
T ·- 19 

4 6 - 1 口 辺 邪 1こ まで文様あ り

5 6 - 1 1 - 3 と 同 じ 文様構成

6 6 口辺部

7 6- 5 or l 

8 6 口辺部に波状降帯、 胴部にキ ャ ク ビ ラ 文と三 叉 文 をもった三角区両帯 を 持 ち 、 下 部は

縄文帯と な る のであ ろう，

， 6 

10 5 - 1 口 辺部に降帯によ る 三 角区両帯 を 持 ち 降帯脇 1こ キ ャ ク ピ ラ 文 を加飾してい る 。

1 1  6 キ ャ ク ピ ヲ 文に三角押 文があ る 。

12 6 - 7 

13 6- 1 ? 

14 6 - 5 H 部に楕円区 画 帯 を もつ。

15 6 -4 - a 全縄文

1 6  6- 7 口辺部に波状降帯および楕円区画文を持つ

17 6 -4 - b  

18 6-4 - b 口 辺部と胴 部の度に キ ャ タ ビ ラ 文と波状沈線 を 施してい る ，

19 6-4 - a 縄文

20 6-4 - b 縄文

21 6- 8 脚 なし台形 土器 盤状台 形 t器

22 6- 8 台形土器の脚部
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